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概 要

①開催日 2018年10月24日（水）
午前 開会式、学会長講演、特別講演、紹介ブース・企業展示
午後 奨励賞受賞講演、シンポジウム、地方衛生研究所研修フォーラム、

一般演題（口演、示説）、ランチョンセミナー、自由集会、
紹介ブース・企業展示

2018年10月25日（木）
午前 教育講演、シンポジウム、一般演題（口演、示説）、

紹介ブース・企業展示
午後 教育講演、シンポジウム、一般演題（口演、示説）、

ランチョンセミナー、自由集会、表彰式および意見交換会、紹介ブース・企業展示

2018年10月26日（金）
午前 教育講演、シンポジウム、一般演題（口演、示説）、

紹介ブース・企業展示
午後 ランチョンセミナー、市民公開講座・シンポジウム

②会場 ビッグパレットふくしま（福島県郡山市南二丁目52番地）
市民交流プラザ（ビッグアイ）（福島県郡山市駅前二丁目11―1）

③総会メインテーマ ゆりかごから看取りまでの公衆衛生～災害対応から考える健康支援～

④総会HP http://www.c-linkage.co.jp/jsph77/

⑤事務局 実行委員会事務局・学術部会事務局
福島県立医科大学医学部 公衆衛生学講座

運営事務局
株式会社コンベンションリンケージ LINKAGE東北内
〒980―6020 仙台市青葉区中央4―6―1 SS30ビル20階
TEL：022―722―1657 FAX：022―722―1658
E-mail：jsph77@c-linkage.co.jp
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行 事 名
日 程

会 場
月 日 時 間

関連行事
日本公衆衛生学会代議員会 10月23日（火） 11：00～13：00 ビックパレットふくしま 4階 プレゼンテーションルーム
日本公衆衛生学会理事会 10月23日（火） 13：30～15：30 ビックパレットふくしま 3階 研修室
日本公衆衛生雑誌拡大編集委員会 10月24日（水） 12：00～13：00 ビックパレットふくしま 4階 プレゼンテーションルーム
公衆衛生モニタリング・レポート拡大委員会関係会合 10月25日（木） 11：40～13：40 ビックパレットふくしま 4階 プレゼンテーションルーム
平成30年度 感染症事例のリスク
アセスメント研修会

10月26日（金） 13：00～17：00 ビックパレットふくしま 3階
中会議室 A・B

自由集会
10月24日（水）
10月25日（木）
10月26日（金）

※詳しい時間、会場は自由集会開催ページをご覧ください。

付随行事
衛生学公衆衛生学教育協議会総会 10月23日（火） 15：30～17：30 ビックパレットふくしま 4階 プレゼンテーションルーム
全国衛生部長会議
役員会 10月23日（火） 11：00～12：00 ホテルハマツ 2階 白鳳
総会 10月23日（火） 13：00～17：00 ホテルハマツ 3階 中央の間
情報交換会 10月23日（火） 17：30～19：30 ホテルハマツ 3階 右近の間・桜の間

平成30年度政令市保健所長会連絡協議会・
全国保健所長会政令市部会総会 10月22日（月） 10：00～12：00 郡山ビューホテルアネックス 3階 雲水峰

平成30年度全国政令市衛生部局長会

総会・会長表彰式 10月22日（月） 14：00～17：00 郡山ビューホテルアネックス 3階 雲水峰
（会長表彰式 3階 麓山）

情報交換会 10月22日（月） 18：00～ 郡山ビューホテルアネックス 3階 麓山
全国保健所長会
第75回総会 10月23日（火） 10：00～17：00 ホテルハマツ 3階 左近の間・橘の間
意見交換会 10月23日（火） 17：30～19：30 ホテルハマツ 3階 右近の間・桜の間

地方衛生研究所全国協議会
第69回総会 10月23日（火） 13：30～16：30 ベルヴィ郡山館
情報交換会 10月23日（火） 17：30～19：30 ホテルハマツ 3階 右近の間・桜の間

第54回全国精神保健福祉センター
研究協議会

理事会 10月23日（火） 11：00～12：00 ホテル福島グリーンパレス 2階 葵の間
全国精神保健福祉センター長会会議 10月23日（火） 13：00～14：35 ホテル福島グリーンパレス 2階 西の間
研究協議会 10月24日（水） 9：05～15：55 ホテル福島グリーンパレス 2階 西の間
意見交換会 10月23日（火） 18：00～19：30 ホテル福島グリーンパレス 2階 東の間

全国保健統計協議会
役員会 10月23日（火） 11：00～12：00 ホテルハマツ 8階 水星
総会 10月23日（火） 13：30～14：00 ホテルハマツ 2階 チェルシー・メイフェア
講演会・事例発表 10月23日（火） 14：15～16：30 ホテルハマツ 2階 チェルシー・メイフェア

全国保健師教育機関協議会
秋季研修会 10月23日（火） 13：00～16：40 福島県郡山市商工会議所

関連・付随行事
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（平成２９年７月１２日現在）●役員

運営組織体制

名 誉 学 会 長 内 堀 雅 雄 福島県知事
名 誉 顧 問 品 川 萬 里 郡山市長
学 会 長 安 村 誠 司 福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座 教授
副 学 会 長 佐 藤 武 寿 一般社団法人福島県医師会 会長

佐 藤 宏 隆 福島県保健福祉部長
遠 藤 広 文 郡山市保健福祉部長

顧 問 竹之下 誠 一 福島県立医科大学 理事長兼学長
監 事 三 浦 爾 福島県保健福祉部健康増進課長

朝 倉 陽 一 郡山市保健所 次長兼総務課長

氏 名 所 属
委 員 長 安 村 誠 司 福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座 教授
副 委 員 長 星 北 斗 一般社団法人福島県医師会 副会長

高 野 武 彦 福島県保健福祉部 次長
金 成 鉄 也 郡山市保健福祉部 次長

委 員 阿 部 孝 一 郡山市保健所長
（五十音順） 浦 山 良 雄 公益社団法人福島県獣医師会 会長

海 野 仁 公益社団法人福島県歯科医師会 会長
遠 藤 栄 作 福島県町村会 会長
加 藤 清 司 福島県保健所長会会長・福島県衛生研究所 所長
小 谷 寿美恵 一般社団法人福島県助産師会 代表理事
今 野 静 公益社団法人福島県看護協会 会長
鈴 木 栄 子 全国保健師長会 福島県支部長
立 谷 秀 清 福島県市長会 会長
玉 川 春 美 一般社団法人福島県歯科衛生士会 会長
中 村 啓 子 公益社団法人福島県栄養士会 会長
長谷川 敬 一 一般社団法人福島県作業療法士会 会長
畑 哲 信 福島県精神保健福祉センター 所長
舟 見 敬 成 一般社団法人福島県理学療法士会 副会長
町 野 紳 一般社団法人福島県薬剤師会 会長
三 浦 里 織 一般社団法人福島県臨床検査技師会 事務局長補佐

●実行委員会
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氏 名 所 属
部 会 長 加 藤 清 司 福島県県北保健所長・福島県衛生研究所 所長
副 部 会 長 大 平 哲 也 福島県立医科大学医学部疫学講座 教授
委 員 阿 部 孝 一 郡山市保健所長
（五十音順） 太 田 操 福島県立医科大学看護学部長

織 田 正 昭 福島学院大学 教授
河 原 啓 二 福島県県南保健所長
久 米 美代子 いわき明星大学看護学部長
小 谷 尚 克 福島県会津保健所長兼南会津保健所長
後 藤 あ や 福島県立医科大学総合科学教育研究センター 教授
小 室 安 宏 福島大学保健管理センター 教授
紺 野 信 弘 郡山女子大学 教授
笹 原 賢 司 福島県県中保健所長
新 家 利 一 いわき市保健所長
瀬 川 洋 奥羽大学歯学部口腔衛生学講座 教授
曽 根 智 史 国立保健医療科学院 次長
中 川 昭 生 福島市保健所長
畑 哲 信 福島県精神保健福祉センター 所長
福 島 哲 仁 福島県立医科大学医学部衛生学・予防医学講座 教授

●学術部会
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参加される方へのお知らせ

1．第77回学会総会にご参加の皆様へ
（1）参加証（ネームカード）の着用について

会場へ入場する際には、必ず参加証（ネームカード）をご着用ください。
ネームカードは参加領収書を兼ねており、次の方法で交付いたします。
・抄録集の事前入手を希望された方には、「抄録集」と一緒に送付いたします。
・抄録集の当日受け取りを予約された方には、「抄録集引換券」と一緒に送付いたします。
・抄録集を予約していない方は、総会当日、受付にて抄録集代金8,000円を納め、抄録集と一緒にお受け取りく
ださい。

（2）当日受付
場 所：ビッグパレットふくしま2階 エントランスロビー
日 時：10月24日（水）8：15～18：30

10月25日（木）7：30～18：00
10月26日（金）7：30～11：30

（3）表彰式および意見交換会
本総会では、参加者の皆様にプログラム以外でも学術交流の場を提供させていただきたく、以下の通り表彰式お
よび意見交換会を開催いたします。
日 時：10月25日（木）18：30～
会 場：郡山ビューホテルアネックス（www.k-viewhotel.jp）
参加費：¥5,000−

（4）ランチョンセミナー整理券配布
配布場所：ビッグパレットふくしま2階 エントランスロビー
配布日時：10月24日（水）8：15～11：30

10月25日（木）7：30～11：00
10月26日（金）7：30～11：00
※各日とも、セミナー当日分の整理券のみ配布いたします。
※整理券は、該当セミナー開始5分後に無効となりますのでご注意ください。

2．特別プログラムの座長の方へ
ご担当のプログラム開始10分前までに会場内右手前方の「次座長席」へご着席ください。
担当時間内の運営は座長に一任いたしますが、終了が予定時間より遅れないようご協力をお願いいたします。

3．一般演題（口演）の座長の方へ
ご担当セッション開始10分前までに会場内右手前方の「次座長席」へご着席ください。
1演題の発表時間は12分（発表7分、討論5分）です。限られた時間内で発表が円滑に進むようご配慮ください。

4．一般演題（示説）の座長の方へ
ご担当のセッション開始30分前までにポスター会場付近の「座長受付」で座長用リボンをお受け取りいただき、
10分前までにご担当セッションのポスター付近にて待機してください。開始時刻となりましたら、セッションを
開始してください（開始のアナウンスはありません）。
1演題の発表時間は5分（発表3分、討論2分）です。セッション開始時刻と終了時刻は厳守してください。
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5．特別プログラムおよび一般演題（口演）の演者の方へ
プログラム開始30分前までに、ビッグパレットふくしま1階の「PCデータ受付」で発表データの受付を行ってく
ださい。
発表は事務局で用意した PC（Windows版 PowerPoint2007/2010/2013/2016）をご使用いただき、液晶プロジェク
ターを利用したプレゼンテーションを行っていただきます。発表中の画像操作はご自身でキーボードとマウスを
操作して画面を進めていただきます。
進行は座長に一任しておりますが、持ち時間は厳守してください。
〈PCデータ受付〉
場所：ビッグパレットふくしま1階 ホワイエ
日時：10月24日（水）、25日（木）、26日（金）

（1）発表方法
すべての口演は、PC（PowerPoint）での発表となります。35mmスライド、ビデオ、DVDでの発表はできませ
んのでご注意ください。

（2）データの持ち込み方法
・Windowsで作成した発表データは、PC本体あるいはメディア（CD-R、USBメモリ）でご持参ください。そ
の他のメディア（CD-RW、MO、FD、ZIP等）は対応できませんのでご注意ください。
・Macintoshで作成したデータは、PC本体お持ち込みのみ（OS 10以上）の対応とさせていただきます。
・文字フォントは PowerPointに設定されている標準的なフォントをご使用ください。

推奨フォント
（日本語）MSゴシック、MS Pゴシック、MS明朝、MS P明朝
（英 語）Century、Century Gothic等

・動画ファイルを使用される方は、ご自身のパソコンをお持ち込みください。パソコンをお持ち込みの場合でも
バックアップデータを CD-R/USBメモリでご持参ください（容量：CD-R 1枚以内、DVDは不可）。また、動
画ファイルはWindows Media Playerで再生できる標準のフォーマットのものに限定します（音声には対応し
ておりません）。

（3）PCのスペックおよび使用ソフト
・会場内に設置する PCはWindows（OS Windows7）、使用ソフトはMicrosoft PowerPoint2007、2010、2013、2016
をご用意いたします。
・プロジェクター解像度は XGA（1024×768ドット）です。なお、発表は一面投射とします。
※Microsoft PowerPointの「発表者ツール」は使用しないでください。発表原稿は印刷するなどしてお持ち込み
ください。

（4）PC本体をお持ち込みになる場合
・OSはWindows、Macintoshのどちらも使用可能です。ただし、映像出力端子はMiniD-sub15 pinが備わったも
のをご用意ください。また、省電力機能、スクリーンセーバーはオフに設定してください。
・Macintoshなど変換コネクタが必要な場合は、ご自身でご持参ください。
・ACアダプターは必ずご持参ください。
・CD-Rまたは USBメモリに保存したバックアップデータをご持参ください。
・お預かりしたパソコンは発表終了後、PCオペレーターより返却いたしますので、ご自身でお引き取りくださ
い。

（5）発表データの削除
・事務局用意の PCにコピーした全発表データは、発表終了後、事務局で完全消去します。

6．一般演題（示説）で発表する方へ
演題
番号 演題名・演者名・所属

200

200

100

2100

1800

700

900

（1）事務局準備品
事務局では以下のものをご用意いたします。
ボ ー ド：1題ごとに縦2,100mm×横900mmの縦長のパネルをご用意いたします。
演 題 番 号：掲示板左上部に、演題番号（200mm×200mm）を取り付け表示します。
ピン・画鋲：ポスター貼付用のピン・画鋲は事務局でご用意いたします。テープ・糊

は使用できません。
（2）ポスターの作成要領

図にある通り、縦1,800mm×横900mmが本文の貼付有効範囲です。
本文とは別に、縦200mm×横700mmの大きさに演題名・演者名・所属を記入したも
のをご準備ください。用紙の形式は特に決まりがありません。文字の大きさは見やす
く作成してください。
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※上記撤去時間を過ぎても掲示されているポスターは、事務局にて処分させていただきます。

（3）示説の討論時間
示説発表は座長制で行います。発表時間5分（発表3分、討論2分）を厳守し、円滑な運営にご協力ください。発
表の方の専用受付デスクはありません。ポスターの掲示をもって受付といたします。
※上記撤去時間を過ぎても掲示されているポスターは、事務局にて処分させていただきます。

日付 貼付時間 掲示時間 セッション時間 撤去時間 演題番号

10月24日
（水） 12：00～13：30 13：30～16：30 13：30～16：30 16：30～17：00

第2分科会 （P-0201～P-0202）
第3分科会 （P-0301～P-0304）
第4分科会 （P-0401～P-0402）
第5分科会 （P-0501～P-0504）
第9分科会 （P-0901）
第10分科会（P-1001）
第13分科会（P-1301～P-1302）
第14分科会（P-1401）
第15分科会（P-1501）
第17分科会（P-1701～P-1703）
第18分科会（P-1801）
第20分科会（P-2001～P-2002）
第22分科会（P-2201～P-2202）

10月25日
（木）

10月24日（水）
17：00～18：30

10月25日（木）
7：30～8：30

8：30～11：30 8：30～11：30 11：30～12：00

第1分科会 （P-0101～P-0102）
第2分科会 （P-0203～P-0204）
第5分科会 （P-0505～P-0508）
第6分科会 （P-0601～P-0604）
第7分科会 （P-0701～P-0702）
第8分科会 （P-0801～P-0803）
第9分科会 （P-0902）
第10分科会（P-1002～P-1003）
第11分科会（P-1101）
第12分科会（P-1201～P-1203）
第14分科会（P-1402）
第15分科会（P-1502～P-1504）
第21分科会（P-2101～P-2102）

10月25日
（木） 12：00～13：30 13：30～16：30 13：30～16：30 16：30～17：00

English Session（EP-01～EP-03）
第1分科会 （P-0103～P-0104）
第2分科会 （P-0205～P-0206）
第3分科会 （P-0305～P-0308）
第4分科会 （P-0403～P-0404）
第5分科会 （P-0509～P-0511）
第6分科会 （P-0605～P-0608）
第7分科会 （P-0703）
第8分科会 （P-0804～P-0805）
第11分科会（P-1102）
第13分科会（P-1303～P-1304）
第16分科会（P-1601～P-1602）
第19分科会（P-1901）
第20分科会（P-2003）
第23分科会（P-2301～P-2302）

10月26日
（金）

10月25日（木）
17：00～18：30

10月26日（金）
7：30～8：30

8：30～11：30 8：30～11：30 11：30～13：30

第1分科会 （P-0105）
第4分科会 （P-0405）
第6分科会 （P-0609～P-0613）
第7分科会 （P-0704～P-0705）
第10分科会（P-1004～P-1005）
第11分科会（P-1103～P-1104）
第12分科会（P-1204～P-1205）
第13分科会（P-1305～P-1306）
第14分科会（P-1403）
第15分科会（P-1505～P-1507）
第16分科会（P-1603～P-1604）
第17分科会（P-1704～P-1705）
第19分科会（P-1902）
第20分科会（P-2004）
第22分科会（P-2203）
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日本公衆衛生学会
〒160―0022 東京都新宿区新宿1―29―8 公衛ビル内
TEL：03―3352―4338 FAX：03―3352―4605
URL：http://www.jsph.jp/

日本公衆衛生学会
COI開示
所属 名前

演題発表に関連し、開示すべき COI関係に
ある企業などはありません。

日本公衆衛生学会
COI開示
所属 名前

演題発表に関連し、開示すべき COI関係に
ある企業等は下記です。

●●●…

7．症例報告をする際の個人情報の取扱いに関する留意点
以下の各項目に記述された事項は可能な限り遵守してください。
1）対象者個人の特定可能な氏名、病院名、入院番号・診療番号・検査番号等、イニシャルまたは「呼び名」は
記載しない。

2）対象者の住所は記載しない。但し、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は都道府県名、二次医療圏名ま
でを記載することを可とする。

3）日付は、対象疾患の経過を知る上で必要となることが多いので、個人が特定できないと判断される場合は年
月までを記載してよい。

4）他の情報と診療科名を照合することにより対象者が特定され得る場合、診療科名は記載しない。
5）対象者の顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真
とする。

6）対象者を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。
7）対象者の職業歴、既往歴、家族歴、宗教歴、生活習慣・嗜好は、報告対象疾患との関連性が薄い場合は記述
しない。

公衆衛生学的視点から是非必要であり上記の配慮が一部困難な場合、もしくは上記の配慮をしても個人が特定化
される可能性のある場合は、発表に関する同意を対象者自身（または代理人、小児では保護者）から得たことを
明記する。

8．「COI に関する開示」について
日本公衆衛生学会「公衆衛生学研究の COI（利益相反）に関する指針と細則（http://www.jsph.jp/activity.php?no=352）」
に従って、事前と当日に COIに関しての自己申告と開示をしてください。詳細は日本公衆衛生学会までお問い
合わせください。

■スライド開示例
筆頭発表者のみについて COIの開示について

■ポスター開示例
ポスターの適当な場所（例えば、結論の後や謝辞の前後）に「演題発表に関連し、開示すべき COI関係にあ
る企業などはありません。」もしくは、「演題発表に関連し、開示すべき COI関係にある企業などは次です。
●●●…」と記載する。
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9．クロークについて
下記の通り、クロークをご用意いたします。
スペースに限りがありますので、荷物がいっぱいになった場合には、別の場所のご案内や、お預かりをお断りす
ることがございます。予めご了承ください。
場 所：ビッグパレットふくしま1階 マルチパーパスルーム
日 時：10月24日（水）8：15～19：00

10月25日（木）7：30～18：30
10月26日（金）7：30～17：30

10．託児について
託児所に関しましては、学会総会ホームページでご確認ください。（9月中に掲載予定）

11．昼食について
会場周辺には十分な数の飲食店はございませんので、弁当販売や屋外でのケータリングサービスを予定していま
す。

12．喫煙について
会場内は禁煙です。

13．会場での呼び出しについて
会場内での呼び出しは、原則として行いません。総合受付付近の連絡板をご利用ください。
会場内では携帯電話は電源を切るか、マナーモードに設定をお願いいたします。

14．取得単位について
○日本公衆衛生学会公衆衛生学専門能力認定について
本総会では、総会出席（25ポイント）、一般演題筆頭演者（30ポイント）、一般演題共同演者（15ポイント）が
認められます。

○その他、審査中の認定制度
日本産業衛生学会産業保健看護専門家制度研修、日本医師会認定産業医制度産業医学研修会。
単位が認められる場合は、第77回日本公衆衛生学会総会ホームページ、または抄録集にてお知らせします。

15．「東日本大震災・被災地バーチャルリアリティ体験型展示」について
東北大学総合学術博物館のご協力のもと、本総会会期中、1階展示スペースにおいて体験型展示を行います。
映像は、東日本大震災で被災した東北3県の随所を3Dデータとしたものとなっています。
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BPF
ビッグパレット
ふ　く　し　ま（          　   　　）

市民交流プラザ
（ビッグアイ７Ｆ）

4 49

至福島・仙台

①　②

③　

④

⑪　

⑩　

⑨　

⑧　

⑦
⑤　

⑥

JR
郡山駅

郡山駅前
バス乗り場

至東京

福島交通バス乗り場

シャトルバス
乗り場

会場周辺地図

バス乗り場案内

会場への交通案内図
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空路で（福島空港）

出発地 便数/航空会社 所要時間（目安）

大阪（伊丹） 1日5往復／全日空 1時間15分

札幌（新千歳） 1日2往復／全日空 1時間20分

JR新幹線で

出発地 路線名 所要時間（目安）

盛岡 東北新幹線 2時間

秋田 東北・秋田新幹線 3時間15分

山形 東北・山形新幹線 1時間20分

仙台 東北新幹線 40分

福島 東北新幹線 20分

東京 東北新幹線 1時間20分

名古屋 東北・東海道新幹線 3時間20分

大阪 東北・東海道新幹線 4時間30分

福島空港からの郡山駅前までのアクセス

リムジンバス 約40分（片道：1,080円）

タクシー 約40分

郡山駅（西口）からビッグパレットふくしまへのアクセス

バス（福島交通） 約15分 ※「 ビッグパレット」下車
JR郡山駅西口「1番乗り場」から乗車
※（栄町）柴宮団地行き以外にご乗車下さい
それ以外は全てビッグパレットふくしまを経由いたします

※無料シャトルバスの運行も予定しておりますので随時情報
をご確認ください。

会場までの交通アクセス
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第1会場
多目的展示ホールA

ポスター会場
企業･一般展示会場
休憩コーナー

多目的展示ホールB･C
第2会場
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会場案内図
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第6会場
小会議室２＋３

第7会場
研修室

第8会場
プレゼンテーションルーム

第5会場
中会議室B

第4会場
中会議室A

多目的
展示
ホール
上部

ジェトロ
テクノポリス

WC

吹抜

WC

特別会議室

特別室

パントリー
倉庫
31 小会議室1

ES

３階

４階
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第１日目：10月24日（水）
9:007:00 8:00 13:0010:00 11:00 12:00

第１会場
多目的展示

ホールA（1階）

第２会場
コンベンション
ホールA（1階）

第３会場
コンベンション
ホールB（1階）

第４会場
中会議室A
（3階）

第５会場
中会議室B
（3階）

第６会場
小会議室2+3
（3階）

第８会場
プレゼンテーション
ルーム（4階）

企業展示･ポスター会場
多目的展示ホールB･C
（1階）

大会議室1

大会議室2

第1会議室

第2会議室

第3会議室

第７会場
研修室
（3階）

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

2020 2525 50505050 40403030 2020

1010 3540

25

510

55 4010 5

開会式 総会 学会長
講演

特別講演1
福島第一原子力発電所の
事故の概要、および
福島の復興について
座長：安村誠司
演者：田中俊一

特別講演2
国連・持続可能
社会目標（SDGs）
と公衆衛生への期待
座長：安村誠司
演者：有本建男

40 55

30 303030

30

20

30

50
ランチョンセミナー1
一般社団法人
日本ワクチン産業協会

ランチョンセミナー2
日本ビーシージー製造
株式会社

公衆衛生学会
拡大編集委員会

貼付・閲覧

日程表
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13:00 14:00 16:0015:00 17:00 19:0018:00 20:00

20 25 5050 4030 20

10 35354040

2525

551010

5555 40401010 55
メインシンポジウム1

福島県住民における放射線被ばくによる甲状腺がん
リスク評価とリスクコミュニケーション

座長：鈴木　元、祖父江友孝

シンポジウム1
フィンランドのネウボラから学ぶ母子保健活動の
評価とわが国における母子保健システムの検討

座長：山崎嘉久、籔本初音

シンポジウム2
SNS時代の若者に対する新たな自殺対策の構築
～座間事件の再発防止を視野に入れて～

座長：本橋　豊

シンポジウム3
今後の保健師のリーダーに必要とされる

能力と教育のあり方
座長：麻原きよみ、戸矢崎悦子

シンポジウム4
厚生労働省検疫所と感染症危機管理
-災害的な対応を迫られる地域保健-
座長：奥村二郎、柏樹悦郎

シンポジウム5
ポジティブ心理行動介入による

心身の健康づくり
座長：大平哲也、島井哲志

シンポジウム9
地域包括ケアと災害医療対策
座長：奥田博子、松本良二

シンポジウム10
水と健康危機管理

（国立保健医療科学院企画シンポジウム） 
座長：秋葉道宏、曽根智史

シンポジウム11
子育て世代包括支援センターと
地域保健システムの構築

座長：山崎嘉久

地方衛生研究所研修フォーラム
感染症危機管理対応の国際化と課題
座長：四宮博人 、調　恒明

シンポジウム6
公衆衛生学的立場からみた行為依存症
（ギャンブル依存症/ネット・ゲーム依存症）の最前線 
座長：兼板佳孝、神田秀幸

シンポジウム7
アクションリサーチを活用した
当事者主体の共創によるエンパワメント
座長：安梅勅江、延原弘章

シンポジウム8
わが国のがん対策と全国
がん登録の現状とこれから
座長：安田誠史、大木いずみ

一般演題（口演）
English Session
（O-EO01）

4040
一般演題（口演）
English Session
（O-EO02）

5555

3030 303030303030

3030

一般演題（口演）
第8分科会
（O-0801）

2020

3030

一般演題（口演）
第8分科会
（O-0802）

8.自由集会
代表世話人：嶋村清志

7.自由集会
代表世話人：加藤誠也

社会医学系専攻医･
専門医･指導医の集い

5050
16.自由集会
代表世話人
：廣瀬浩美

17.自由集会
代表世話人
：今中雄一

一般演題（口演）
第1分科会
（O-0101）

一般演題（口演）
第1分科会
（O-0102）

一般演題（口演）
第1分科会
（O-0103）

一般演題（口演）
第11分科会
（O-1101）

9.自由集会
代表世話人：中村好一

一般演題（口演）
第6分科会
（O-0601）

一般演題（口演）
第6分科会
（O-0602）

一般演題（口演）
第6分科会
（O-0603）

一般演題（口演）
第7分科会
（O-0701）

10.自由集会
代表世話人：伊東則彦

メインシンポジウム2
原子力災害と公衆衛生

－地域の復興の現状と課題－ 
座長：小橋　元、高鳥毛敏雄

張替・
撤去 貼付・閲覧貼付・

閲覧

奨励賞
受賞講演

一般演題（示説）
第2分科会、第3分科会、第4分科会、第5分科会、第9分科会、第10分科会、第13分科会、

第14分科会、第15分科会、第17分科会、第18分科会、第20分科会、第22分科会
（P-0201～P-0202、P-0301～P-0304、P-0401～P-0402、P-0501～P-0504、P-0901、P-1001、

P-1301～P-1302、P-1401、P-1501、P-1701～P-1703、P-1801、P-2001～P-2002、P-2201～P-2202）

1.自由集会
代表世話人：柴　喜崇

2.自由集会
代表世話人：大西眞由美

11.自由集会
代表世話人：藤原佳典

12.自由集会
代表世話人：田宮菜奈子

13.自由集会
代表世話人：玉置　洋

14.自由集会
代表世話人：桂　晶子

15.自由集会
代表世話人：山縣然太朗

3.自由集会
代表世話人：桂　敏樹

4.自由集会
代表世話人：中瀨克己

5.自由集会
代表世話人：三輪眞知子

6.自由集会
代表世話人：加藤則子
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一般演題（示説）
第1分科会、第2分科会、第5分科会、第6分科会、第7分科会、第8分科会、第9分科会、
第10分科会、第11分科会、第12分科会、第14分科会、第15分科会、第21分科会

（P-0101～P-0102、P-0203～P-0204、P-0505～P-0508、P-0601～P-0604、P-0701～P-0702、P-0801～P-0803、
P-0902、P-1002～P-1003、P-1101、P-1201～P-1203、P-1402、P-1502～P-1504、P-2101～P-2102） 

第２日目：10月25日（木）
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4545 3535

45451010

20 50

53540 3035 30

30

ランチョンセミナー3
バイエル薬品
株式会社

ランチョンセミナー4
ジャパンワクチン株式会社/
第一三共株式会社

ランチョンセミナー5
株式会社メディカル
メンバーシステム

9:007:00 8:00 10:00 11:00 12:00

シンポジウム12
がん登録データに基づく都道府県のがん対策
～データの蓄積がなくても大丈夫！～
座長：松坂方士、片山佳代子

シンポジウム16
被災地陸前高田に学ぶ、自殺対策の方向性と課題
～ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合の重要性と難しさ～

座長：白井千香、岩室紳也

シンポジウム13
福島県『元気で働く職場』応援事業は地域社会
を変える！-健康経営企業の評価を通じて-
座長：井出博生、渋谷克彦

シンポジウム17
元気高齢者の住民力を活かした

“公衆衛生分野職員によるまちづくり”
座長：大平利久、櫃本真聿

シンポジウム14
参加型研究の最新動向：現場に即役立つ
エビデンスづくりにむけて
座長：近藤尚己、長嶺由衣子

シンポジウム18
賛否の分かれる公衆衛生対策に

関するディベート
座長：尾崎米厚

シンポジウム1 
食料品アクセスからみた日本人の
栄養・食生活の現状と課題
座長：西　信雄、高橋克也

一般演題（口演）
第3分科会
（O-0301）

一般演題（口演）
第3分科会
（O-0302）

一般演題（口演）
第3分科会
（O-0303）

一般演題（口演）
第13分科会
（O-1301）

一般演題（口演）
第16分科会
（O-1601）

一般演題（口演）
第16分科会
（O-1602）

一般演題（口演）
English Session
（O-EO03）

教育講演1
世界に羽ばたく国際
政策人材の育て方
座長：後藤あや　
演者：中谷比呂樹

　  教育講演2
Accelerating Universal Health
Coverage: A Research Agenda
座長：中村桂子
演者：Sarah Barber

教育講演3
次世代医療基盤法について
座長：田宮菜奈子
演者：松浦祐史　

モニタリング
レポート委員会
関係会合

一般演題（口演）
第13分科会
（O-1302）

一般演題（口演）
第13分科会
（O-1303）

シンポジウム19
健やか親子21（第2次）の現状：母子保健・
学校保健情報の利活用の視点から
座長：山縣然太朗、市川香織
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13:00

第１会場
多目的展示

ホールA（1階）
第２会場
コンベンション
ホールA（1階）
第３会場
コンベンション
ホールB（1階）
第４会場
中会議室A
（3階）
第５会場
中会議室B
（3階）
第６会場
小会議室2+3
（3階）

第８会場
プレゼンテーション
ルーム（4階）

小会議室1
（3階）

企業展示･ポスター会場
多目的展示ホールB･C
（1階）

大会議室1

大会議室2

第1会議室

第2会議室

第3会議室

郡山ビューホテル
アネックス

第７会場
研修室
（3階）

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

張替・
撤去 貼付・閲覧貼付・閲覧
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一般演題（示説）
第1分科会、第2分科会、第3分科会、第4分科会、第5分科会、第6分科会、第7分科会、第8分科会、
第11分科会、第13分科会、第16分科会、第19分科会、第20分科会、第23分科会、English Session

（P-0103～P-0104、P-0205～P-0206、P-0305～P-0308、P-0403～P-0404、P-0509～P-0511、P-0605～P-0608、P-0703、
P-0804～P-0805、P-1102、P-1303～P-1304、P-1601～P-1602、P-1901、P-2003、P-2301～P-2302、P-EP01～P-EP03） 

20:00
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3030

メインシンポジウム3
福島県甲状腺検査の現状の紹介と
今後の方向性に関する論点
座長：高橋秀人、欅田尚樹

メインシンポジウム4
住民の健康をまもる保健師活動～災害後の
保健活動から得たもの、今後の活動へつなぐこと

座長：久田　満、黒田裕子

シンポジウム26
高齢化する世界：日本からの
国際発信と世界からの学び

座長：尾島俊之

シンポジウム20
在宅看取りの多様性と
看護師の関与の在り方
座長：遠藤弘良、喜多悦子

シンポジウム23
産学官協働で健康危機“all hazards”管理が変わる
-今必要な学術のエビデンスとは-
座長：古屋好美、中瀨克己

シンポジウム27
科学的根拠に基づくがん検診を
職域で行うための課題と展望
座長：中山富雄、高橋宏和

27.自由集会
代表世話人：金子善博

28.自由集会
代表世話人：城川美佳

29.自由集会
代表世話人：中川昭生

30.自由集会
代表世話人：大澤絵里

31.自由集会
代表世話人：大木いずみ

32.自由集会
代表世話人：反町吉秀

33.自由集会
代表世話人：平野かよ子

34.自由集会
代表世話人：川南公代

22.自由集会
代表世話人：千葉昌樹

23.自由集会
代表世話人：安達美佐

24.自由集会
代表世話人：加藤恵子

25.自由集会
代表世話人：後藤あや

26.自由集会
代表世話人：中村桂子

18.自由集会
代表世話人：鈴木仁一

19.自由集会
代表世話人：小島光洋

20.自由集会
代表世話人：篠田邦彦

21.自由集会
代表世話人：德永京子 

シンポジウム21
災害における感染症対応と支援
座長：伊東則彦 、稲葉静代

シンポジウム24
モニタリングレポート委員会・親子保健・学校保健グループからの提言

 ―子育て世代包括支援センターによる地域母子保健の再構築－
座長：関根道和、中島正夫

シンポジウム28
薬剤師の地域包括ケアに
おける役割と多職種連携

座長：川﨑直人、多根井重晴

シンポジウム22
3.11後の東北3県沿岸部での保健活動の現状と課題
～人口減少時代の保健活動のあり方を考える
座長：渡會睦子、中島誠子

一般演題（口演）
第12分科会
（O-1201）

一般演題（口演）
第12分科会
（O-1202）

一般演題（口演）
第12分科会
（O-1203）

一般演題（口演）
第12分科会
（O-1204）

一般演題（口演）
第14分科会
（O-1401）

一般演題（口演）
第22分科会
（O-2201）

一般演題（口演）
第22分科会
（O-2202）

一般演題（口演）
第17分科会
（O-1701）

一般演題（口演）
第17分科会
（O-1702）

教育講演4
一般市民とのコミュニケー
ションはなぜ難しいのか
座長：岩佐　一　
演者：中谷内一也

教育講演5
ライフコースと健康
座長：大平哲也
演者：藤原武男

一般演題（口演）
第15分科会
（O-1501）

一般演題（口演）
第10分科会
（O-1001）

一般演題（口演）
第14分科会
（O-1402）

一般演題（口演）
第14分科会
（O-1403）

一般演題（口演）
第23分科会
（O-2301）

シンポジウム25
公衆衛生活動における
オーラルフレイル対策

座長：尾﨑哲則、玉置　洋

シンポジウム29
災害対応から考える日常の栄養・食生活支援：
エビデンスをふまえた行政管理栄養士の役割
座長：武見ゆかり、澁谷いづみ
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張替・
撤去

貼付・
閲覧

貼付・閲覧

表彰式および意見交換会

14:00 16:0015:00 17:00 19:0018:00
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一般演題（示説）
第1分科会、第4分科会、第6分科会、第7分科会、第10分科会、第11分科会、第12分科会、第13分科会、

第14分科会、第15分科会、第16分科会、第17分科会、第19分科会、第20分科会、第22分科会
（P-0105、P-0405、P-0609 ～ P-0613、P-0704 ～ P-0705、P-1004 ～ P-1005、P-1103 ～ P-1104、P-1204 ～ P-1205、
P-1305 ～ P-1306、P-1403、P-1505 ～ P-1507、P-1603 ～ P-1604、P-1704 ～ P-1705、P-1902、P-2004、P-2203） 

第３日目：10月26日（金）
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シンポジウム30
フェーズごとに見る
災害時の運動支援

～東日本大震災から今日まで～
座長：増田和茂、篠田邦彦

シンポジウム32
震災後の自殺・メンタルヘルス対策
～研究成果から具体的な対策へ～
座長：野村恭子、近藤克則

シンポジウム31
飲食店における受動喫煙

防止活動の推進
座長：村木　功、菊池宏幸

一般演題（口演）
第4分科会
（O-0401）

一般演題（口演）
第4分科会
（O-0402）

一般演題（口演）
第4分科会
（O-0403）

ランチョンセミナー6
ロート製薬
株式会社

ランチョンセミナー7
総務省

一般演題（口演）
第5分科会
（O-0501）

一般演題（口演）
第5分科会
（O-0502）

一般演題（口演）
第5分科会
（O-0503）

一般演題（口演）
第2分科会
（O-0201）

一般演題（口演）
第2分科会
（O-0202）

一般演題（口演）
第2分科会
（O-0203）

一般演題（口演）
第3分科会
（O-0304）

一般演題（口演）
English Session
（O-EO04）

教育講演6
高齢者と住環境
座長：鈴木　晃　
演者：阪東美智子

貼付・閲覧 張替・撤去

教育講演7
睡眠と健康に
関する現状と課題
座長：兼板佳孝
演者：谷川　武

教育講演8
健康を支える地域医療
～東日本大震災から現在まで～
座長：下光輝一
演者：西澤匡史

一般演題（口演）
第8分科会
（O-0803）

一般演題（口演）
第8分科会
（O-0804）

一般演題（口演）
第3分科会
（O-0305）

一般演題（口演）
English Session
（O-EO05）

シンポジウム33
アクティブエイジングの
推進に向けたアジア戦略：
日本・台湾・タイの経験から

座長：三浦宏子

13:00

第１会場
多目的展示

ホールA（1階）

第２会場
コンベンション
ホールA（1階）

第３会場
コンベンション
ホールB（1階）

第４会場
中会議室A
（3階）

第５会場
中会議室B
（3階）

第６会場
小会議室2+3
（3階）

第８会場
プレゼンテーション
ルーム（4階）

小会議室1
（3階）

企業展示･ポスター会場
多目的展示ホールB･C
（1階）

第７会場
研修室
（3階）
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ク
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ッ
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シンポジウム34
加熱式たばこの流行が
たばこ規制に与える影響

座長：中村正和、望月友美子

市民公開講座2
職域・地域におけるたばこ対策の推進
－受動喫煙対策および新型たばこに
関する最新情報を中心として－

座長：星　北斗
演者：大和　浩
　　　中村正和

緊急企画シンポジウム
平成30年7月豪雨

（いわゆる西日本豪雨）
への公衆衛生の対応

～DHEAT（災害時健康危機
管理支援チーム）活動～

座長：安村誠司

エコチル調査国際シンポジウム
座長：上島通浩、中山祥嗣

感染症事例リスクアセスメント研修会
GW

感染症事例リスクアセスメント研修会
講義

疫学会
理事会

（13:30～16:30）

認定専門家のつどい
司会：尾﨑哲則、武村真治

川﨑直人　　

日本医学会連合社会部会・
日本公衆衛生学会共同企画フォーラム
ビッグデータ活用へ：新しい公衆衛生研究

枠組みの提案と道筋
司会：秋葉澄伯、大江和彦

市民公開講座1
I love you &

I need you ふくしま
座長：安村誠司
演者：箭内道彦

35.自由集会
代表世話人：井上まり子

20:0013:00 14:00 16:0015:00 17:00 19:0018:00

3030
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特別講演1
10月24日（水） 10:40～11:20 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

特別講演2
10月24日（水） 11:20～12:00 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

教育講演1
10月25日（木） 8:10～9:10 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

教育講演2
10月25日（木） 9:20～10:20 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

教育講演3
10月25日（木） 10:30～11:30 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

教育講演4
10月25日（木） 15:55～16:55 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

教育講演5
10月25日（木） 17:05～18:05 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

特別プログラム

福島第一原子力発電所の事故の概要、および福島の復興について
座長：安村 誠司（福島県立医科大学医学部 公衆衛生学講座）
演者：田中 俊一（飯舘村復興アドバイザー／前原子力規制委員会委員長）

国連・持続可能社会目標（SDGs）と公衆衛生への期待
座長：安村 誠司（福島県立医科大学医学部 公衆衛生学講座）
演者：有本 建男（政策研究大学院大学／科学技術振興機構）

世界に羽ばたく国際政策人材の育て方
座長：後藤 あや（福島県立医科大学総合教育研究センター）
演者：中谷比呂樹（慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート）

Accelerating Universal Health Coverage: A Research Agenda
座長：中村 桂子（東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 国際保健医療事業開発学分野）
演者：Sarah Barber（WHO神戸センター）

次世代医療基盤法について
座長：田宮菜奈子（筑波大学ヘルスサービス開発研究センター）
演者：松浦 祐史（内閣府内閣官房・健康・医療戦略室）

一般市民とのコミュニケーションはなぜ難しいのか
座長：岩佐 一（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）
演者：中谷内一也（同志社大学心理学部）

ライフコースと健康
座長：大平 哲也（福島県立医科大学医学部疫学講座）
演者：藤原 武男（東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
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教育講演6
10月26日（金） 8:10～9:10 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

教育講演7
10月26日（金） 9:20～10:20 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

教育講演8
10月26日（金） 10:30～11:30 第8会場（ビッグパレットふくしま4階 プレゼンテーションルーム）

緊急企画シンポジウム
10月26日（金） 14:40～16:10 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

メインシンポジウム1
10月24日（水） 13:10～15:00 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

高齢者と住環境
座長：鈴木 晃（福島大学人間発達文化学類）
演者：阪東美智子（国立保健医療科学院 生活環境研究部 建築・施設管理研究領域）

睡眠と健康に関する現状と課題
座長：兼板 佳孝（日本大学医学部社会医学系公衆衛生分野）
演者：谷川 武（順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座）

健康を支える地域医療～東日本大震災から現在まで～
座長：下光 輝一（公益財団法人健康・体力づくり事業財団）
演者：西澤 匡史（南三陸病院）
協賛：株式会社社会保険研究所、株式会社ルネサンス、NPO法人日本健康運動指導士会、公益財団法人

健康・体力づくり事業財団

平成30年7月豪雨（いわゆる西日本豪雨）への公衆衛生の対応～DHEAT（災害時健康危機管理
支援チーム）活動～
座長：安村 誠司（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）
演者：未定

福島県住民における放射線被ばくによる甲状腺がんリスク評価とリスクコミュニケーション
座長：鈴木 元（国際医療福祉大学クリニック）

祖父江友孝（大阪大学大学院医学系研究科環境医学）

演者：福島住民における甲状腺被ばく線量推定の方法論・現状と課題
鈴木 元（国際医療福祉大学クリニック）

大気輸送沈着・ばく露評価統合モデルを用いた呼吸由来の甲状腺被ばく線量推計と課題
大原 利眞（国立環境研究所福島支部）

福島県小児甲状腺超音波検査とがん登録
片野田耕太（国立がん研究センター）

放射線と甲状腺がんのリスクコミュニケーション
青柳みどり（国立研究開発法人国立環境研究所）
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メインシンポジウム2
10月24日（水） 15:05～16:55 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

メインシンポジウム3
10月25日（木） 12:45～14:35 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

メインシンポジウム4
10月25日（木） 14:40～16:30 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

原子力災害と公衆衛生－地域の復興の現状と課題－
座長：小橋 元（獨協医科大学医学部公衆衛生学講座）

高鳥毛敏雄（関西大学社会安全学部）

演者：地域の復旧・復興の現状と課題－災害発生から現在まで－
仲井 康通（福島大学うつくしまふくしま未来支援センター）

飯舘村の地域復興の現状と課題
菅野 典雄（飯舘村）

住民とともにつくる健康なまちづくりの現状と課題
大石万里子（南相馬市健康福祉部健康づくり課）

東日本大震災・福島第一原発事故後における住民の健康課題
坪倉 正治（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）

福島県甲状腺検査の現状の紹介と今後の方向性に関する論点
座長 高橋 秀人（国立保健医療科学院）

欅田 尚樹（国立保健医療科学院生活環境研究部）

演者：福島県における甲状腺検査の現状と課題～福島県県民健康調査～
大平 哲也（福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター）

甲状腺検査の結果の解釈について
高橋 秀人（国立保健医療科学院）

福島県内の原発事故に対する放射線不安及び県民健康調査についてのアンケート調査結果
岡崎 龍史（産業医科大学産業生態科学研究所放射線健康医学）

甲状腺スクリーニングおけるエビデンスの限界
越智 小枝（東京慈恵会医科大学臨床検査医学講座）

住民の健康をまもる保健師活動～災害後の保健活動から得たもの、今後の活動へつなぐこと
座長：久田 満（上智大学総合人間科学部心理学科）

黒田 裕子（福島県会津保健福祉事務所）

演者：震災及び避難対応をきっかけに広がったつながり
本多 厚子（二本松市役所）

全町避難自治体の保健活動に携わって～4年間の振り返り～
中島 美鈴（福島県双葉町）

さまざまな支援者とのつながり
渡部 育子（ふくしま心のケアセンター）

市町村、関係機関とのつながり
風間 聡美（福島県相双保健福祉事務所）
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シンポジウム1
10月24日（水） 13:10～15:00 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

シンポジウム2
10月24日（水） 13:10～15:00 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

シンポジウム3
10月24日（水） 13:10～15:00 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

フィンランドのネウボラから学ぶ母子保健活動の評価とわが国における母子保健システムの検討
座長：山崎 嘉久（あいち小児保健医療総合センター）

藪本 初音（大阪市健康局）

演者：フィンランド国民とネウボラ
堀内都喜子（フィンランド大使館広報部）

National monitoring of the maternity and child health clinic services in Finland
Tuovi Hakulinen（National Institute for Health and Welfare, Finland）

ネウボラのエッセンスを取り入れた自治体における母子保健システムの構築
横山 美江（大阪市立大学大学院看護学研究科）

子育て世代包括支援センターと母子保健活動
佐藤 拓代（大阪府立病院機構大阪母子医療センター母子保健情報センター）

SNS 時代の若者に対する新たな自殺対策の構築～座間事件の再発防止を視野に入れて～
座長：本橋 豊（国立精神・神経医療研究センター自殺総合対策推進センター）

演者：SNSを活用した自殺願望を有する若者への自殺対策～国の取組～
松永 博子（自殺総合対策推進センター）

若者の自殺念慮
高橋 義明（公益財団法人中曽根康弘世界平和研究所）

自殺願望を有する若者へのネット検索連動型支援策の試み
伊藤 次郎（特定非営利活動法人 OVA）

医学生を対象とした自殺予防教育プログラムの開発と実践
堤 明純（北里大学医学部公衆衛生学単位）

今後の保健師のリーダーに必要とされる能力と教育のあり方
座長：麻原きよみ（聖路加国際大学看護学研究科）

戸矢崎悦子（横浜市南区福祉保健センター こども家庭支援課）

演者：現任教育におけるリーダー育成の現状と課題
奥田 博子（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

分析・統合能力を育成するために
成瀬 昂（東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻）

リーダーの資質を開発するために
大森 純子（東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野）

現在の保健師活動に活かされている大学院修士課程での保健師教育の経験
大鶴真由美（大分県津久見市役所健康推進課）
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シンポジウム4
10月24日（水） 13:10～15:00 第5会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室B）

シンポジウム5
10月24日（水） 15:05～16:35 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

シンポジウム6
10月24日（水） 15:05～16:35 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

厚生労働省検疫所と感染症危機管理－災害的な対応を迫られる地域保健－
座長：奥村 二郎（近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）

柏樹 悦郎（厚生労働省大阪検疫所）

演者：検疫所の役割－感染症対応を中心に－
笠松 美惠（厚生労働省関西空港検疫所）

自治体における、海外からの感染症の動向について
赤木 孝暢（東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課）

我が国に影響が懸念される海外での感染症の動向について
垣本 和宏（厚生労働省那覇検疫所）

検疫に関係する我が国における法律や制度及びその方向性について
奥村 二郎（近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）

ポジティブ心理行動介入による心身の健康づくり
座長：大平 哲也（福島県立医科大学医学部疫学講座）

島井 哲志（関西福祉科学大学心理科学部）

演者：教育現場におけるポジティブ心理学介入の可能性－学習効果を高める試み
福田 早苗（関西福祉科学大学）

ICT を利用したポジティブ介入：強みの活用を促すアプリケーションの開発
上地 広昭（山口大学教育学部保健体育教室）

地域・個人のポジティブ心理資源とヘルスプロモーション
白井こころ（大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座（公衆衛生学））

職場のポジティブメンタルヘルス：組織と個人の活性化に向けた介入手法の開発
島津 明人（北里大学一般教育部人間科学教育センター）

公衆衛生学的立場からみた行為依存症（ギャンブル依存症／ネット・ゲーム依存症）の最前線
座長：兼板 佳孝（日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）

神田 秀幸（島根大学医学部環境保健医学講座）

演者：現在社会問題化している行為依存症についてのオーバービュー
尾崎 米厚（鳥取大学医学部環境予防医学分野）

我が国におけるギャンブル依存症 その現状・動向・対策の課題
滝口 直子（大谷大学社会学部）

インターネット・ゲーム依存症の動向～最新の大規模調査結果より～
井谷 修（日本大学医学部社会医学系公衆衛生学分野）

行動嗜癖治療における心理社会的治療の現状と課題
渡辺 範雄（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻健康増進・行動学分野）
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シンポジウム7
10月24日（水） 15:05～16:35 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

シンポジウム8
10月24日（水） 15:05～16:35 第5会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室B）

シンポジウム9
10月24日（水） 16:40～18:10 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

アクションリサーチを活用した当事者主体の共創によるエンパワメント
座長：安梅 勅江（筑波大学医学医療系国際発達ケア エンパワメント科学研究室）

延原 弘章（埼玉県立大学）

演者：多世代交流を活かした生涯健康支援アクションリサーチとエンパワメント
伊藤 澄雄（愛知県飛島村役場）

住民ボランティア主体アクションリサーチとエンパワメント
河西 敏幸（宮城大学健康医療科学系）

健やか親子21アクションリサーチとエンパワメント
篠原 亮次（健康科学大学健康科学部）

ICT を活用したアクションリサーチとエンパワメント
渡辺多恵子（淑徳大学）

わが国のがん対策と全国がん登録の現状とこれから
座長：安田 誠史（高知大学教育研究部医療学系連携医学部門（公衆衛生学））

大木いずみ（地方独立行政法人栃木県立がんセンターがん予防情報相談部）

演者：全国がん登録の現状とがん対策
松田 智大（国立がん研究センターがん対策情報センター）

全国がん登録における情報の提供について
柴田亜希子（国立がん研究センターがん対策情報センターがん登録センター）

全国がん登録における個人情報保護のための安全管理措置
西野 善一（金沢医科大学医学部公衆衛生学講座）

データの利用と公表 数値を一人歩きさせないために
猿木 信裕（群馬県衛生環境研究所）

地域包括ケアと災害医療対策
座長：奥田 博子（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

松本 良二（千葉県安房保健所）

演者：災害時避難行動要支援者対策から発展した多機関・多職種協働
田中 和代（千葉県鴨川市福祉総合相談センター（鴨川市地域包括支援センター））

福祉避難所から始まった地域力強化・地域共生社会の実現（ICTも活用して）
石井恵里子（千葉県南房総市）

地域包括ケアと災害医療対策の連動：保健所の役割
松本 良二（千葉県安房保健所）

地域包括ケア：災害医療の視点から
小早川義貴（国立病院機構災害医療センター災害医療部福島復興支援室）
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シンポジウム10
10月24日（水） 16:40～18:10 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

シンポジウム11
10月24日（水） 16:40～18:10 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

シンポジウム12
10月25日（木） 8:10～9:40 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

水と健康危機管理（国立保健医療科学院企画シンポジウム）
座長：秋葉 道宏（国立保健医療科学院統括研究官）

曽根 智史（国立保健医療科学院）

演者：飲料水中の放射性物質に関する指標等への対応
欅田 尚樹（国立保健医療科学院生活環境研究部）

未知の汚染物質を考慮した水の安全確保
越後 信哉（国立保健医療科学院）

大規模災害時における医療施設への水供給
島崎 大（国立保健医療科学院生活環境研究部水管理研究領域）

水のリスクコミュニケーション
浅見 真理（国立保健医療科学院生活環境研究部）

子育て世代包括支援センターと地域保健システムの構築
座長：山崎 嘉久（あいち小児保健医療総合センター）

演者：子育て世代包括支援センターの理念－対話と信頼を目指して
高橋 睦子（吉備国際大学保健医療福祉学部大学院社会福祉学研究科）

子育て世代包括支援センター設置・未設置自治体の状況
佐藤 拓代（大阪府立病院機構大阪母子医療センター母子保健情報センター）

子育て世代包括支援センター設置への保健所の支援
吉村まゆみ（福島県会津保健福祉事務所）

今帰仁村子育て世代包括支援センターの展開～母子保健からの出発～
橋本 咲枝（沖縄県今帰仁村地域包括支援センター）

がん登録データに基づく都道府県のがん対策 ～データの蓄積がなくても大丈夫！～
座長：松坂 方士（弘前大学医学部附属病院医療情報部）

片山佳代子（神奈川県立がんセンター臨床研究所がん予防・情報学部）

演者：都道府県のがん対策の企画・評価に資するがん登録資料の活用
田中 英夫（大阪府岸和田保健所）

がん登録を利用した青森県の取り組み ～登録精度の改善からデータ利用まで～
田中 里奈（弘前大学大学院医学研究科）

香川県 がん検診受診率向上にがん登録データを活用する
横山 勝教（香川県健康福祉部健康福祉総務課、小豆保健所、中讃保健所）

1年分のがん登録データでできるがん罹患の将来推計と医療政策の立案
阪口 昌彦（神奈川県立がんセンター臨床研究所がん予防・情報学部）
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シンポジウム13
10月25日（木） 8:10～9:40 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

シンポジウム14
10月25日（木） 8:10～9:40 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

シンポジウム15
10月25日（木） 8:10～9:40 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

福島県『元気で働く職場』応援事業は地域社会を変える！－健康経営企業の評価を通じて－
座長：井出 博生（東京大学政策ビジョン研究センター）

渋谷 克彦（LINE株式会社）

演者：福島県が進める『元気で働く職場』応援事業
三浦 爾（福島県保健福祉部健康増進課）

『元気で働く職場』応援事業に参加した職場での取組
橋本 直子（須賀川瓦斯株式会社）

職場および地域の活性化の視点での事業所支援
森本 聡尚（花王株式会社）

『元気で働く職場』応援事業から見えた効果
村松 賢治（東京大学政策ビジョン研究センターデータヘルス研究ユニット）

参加型研究の最新動向：現場に即役立つエビデンスづくりにむけて
座長：近藤 尚己（東京大学大学院医学系研究科）

長嶺由衣子（千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門）

演者：日本老年学的評価研究（JAGES）の概要と7つの重要要素
近藤 克則（千葉大学予防医学センター）

データ活用と組織連携における市町村―研究者協働の効果：JAGES準実験研究
長谷田真帆（東京大学大学院医学系研究科保健社会行動学分野／健康教育・社会学分野）

雲南プロジェクト：住民の身体活動を促進する多面的地域介入のクラスターRCT
鎌田 真光（東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻保健社会行動学分野）

岩沼プロジェクト：災害時のコミュニティ・エンパワメント
相田 潤（東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野）

食料品アクセスからみた日本人の栄養・食生活の現状と課題
座長：西 信雄（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）

高橋 克也（農林水産政策研究所）

演者：我が国の食料品アクセスの現在と将来：2015年国勢調査を反映した推計
高橋 克也（農林水産政策研究所）

地理情報システムを応用した食料品アクセスと野菜／果物の摂取頻度との関連
山口 美輪（国立国際医療研究センター臨床研究センター疫学・予防研究部）

国民健康・栄養調査からみた食料品アクセスと健康・栄養
菊島 良介（農林水産政策研究所）

高齢者の食料品アクセスと自治体の食環境整備の可能性
石川みどり（国立保健医療科学院）
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シンポジウム16
10月25日（木） 9:45～11:35 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

シンポジウム17
10月25日（木） 9:45～11:35 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

被災地陸前高田に学ぶ、自殺対策の方向性と課題
～ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合の重要性と難しさ～
座長：白井 千香（枚方市保健所）

岩室 紳也（ヘルスプロモーション推進センター）

演者：人が話すことで癒される環境整備「はまかだ運動」が目指すこと
佐々木亮平（岩手医科大学 衛生学公衆衛生学講座）

支援者の意識のばらつきがもたらした被災地でのこころのケアの混乱
日高 橘子（名古屋市（陸前高田市派遣））

被災地陸前高田市の自殺対策計画の実際
遠藤 綾子（陸前高田市民生部保健課）

ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの実践に向けて
岩室 紳也（ヘルスプロモーション推進センター）

元気高齢者の住民力を活かした“公衆衛生分野職員によるまちづくり”
座長：大平 利久（一般社団法人元気づくり大学）

櫃本 真聿（四国医療産業研究所）

演者：「ささやかな介入の制度化（見える化）」の実践と課題
菅野 恭子（福島県伊達市健康福祉部健幸都市づくり課元気づくり係）

一課でも実践できる『まちづくり』
川上 和幸（栃木県市貝町健康福祉課健康づくり係）

ヘルスプロモーション活動と経済性
小笠原正志（下関市立大学経済学部）

元気高齢者から育まれる「まちづくり」の提案
大澤 裕美（一般社団法人元気づくり大学）
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シンポジウム18
10月25日（木） 9:45～11:35 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

シンポジウム19
10月25日（木） 9:45～11:35 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

賛否の分かれる公衆衛生対策に関するディベート
座長：尾崎 米厚（鳥取大学医学部環境予防医学分野）

演者：電子タバコ①
吉田 都美（京都大学大学院医学研究科社会健康医学専攻薬剤疫学）

電子タバコ②
高橋美保子（埼玉医科大学医学部社会医学）

ヘルステック①
坂野 晶司（葛飾区保健所保健予防課）

ヘルステック②
郡山 千早（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科疫学・予防医学）

指定発言：塩分・糖質制限①
弓屋 結（福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センター健康増進センター）

塩分・糖質制限②
伊藤 慎也（北里大学看護学部看護システム学）

健やか親子21（第2次）の現状：母子保健・学校保健情報の利活用の視点から
座長：山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）

市川 香織（東京情報大学看護学部）

演者：母子保健施策の現状と課題
平子 哲夫（厚生労働省）

健やか親子21（第2次）の現状
上原 里程（埼玉県立大学健康開発学科）

データヘルス時代の母子保健情報、学校保健情報の利活用の現状と課題
山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）

医療経済学から見る子どもの「健康」：「健やか親子21」に対する理論的・実践的検証
野口 晴子（早稲田大学政治経済学術院）
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シンポジウム20
10月25日（木） 12:45～14:35 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

シンポジウム21
10月25日（木） 12:45～14:35 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

シンポジウム22
10月25日（木） 12:45～14:35 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

在宅看取りの多様性と看護師の関与の在り方
座長：遠藤 弘良（聖路加国際大学公衆衛生大学院研究科）

喜多 悦子（公益財団法人笹川記念保健協力財団）

演者：訪問看護師のできるグリーフケアの在り方について
石川 麗子（街のイスキア訪問看護ステーション）

看護小規模多機能型居宅介護事業所登録者の看取りについて
沼崎美津子（在宅看護センター結の学校）

在宅療養後、緩和ケア病棟で看取られた事例
岡 良伸（一般社団法人黒衣 訪問看護ステーション黒衣）

東京都豊島区における ICTを活用した在宅看護と在宅看取りの取り組みと課題
入澤 亜希（一般社団法人葵の空）

災害における感染症対応と支援
座長：伊東 則彦（道立紋別保健所）

稲葉 静代（岐阜県健康福祉部）

演者：災害における感染症のリスクと対応
中島 一敏（大東文化大学スポーツ・健康科学部健康科学科）

災害の受援とDHEAT
白井 千香（枚方市保健所）

災害時の感染症対応の事例
緒方 剛（茨城県土浦保健所）

大規模災害の被災地における医療機関 ICTによる感染制御支援について
櫻井 滋（岩手医科大学附属病院 医療安全管理部 感染症対策室）

3.11後の東北3県沿岸部での保健活動の現状と課題～人口減少時代の保健活動のあり方を考える
座長：渡會 睦子（東京医療保健大学医療保健学部看護学科）

中島 誠子（福島県保健福祉部高齢福祉課）

演者：震災後の福島県相双地区北部に根差した新しい精神科医療保健福祉の取組から語りかける
米倉 一磨（相馬広域こころのケアセンターなごみ）

東日本大震災後における保健師活動のスクラップアンド～住民運動への発展を目指して～
尾無 徹（山田町健康子ども課）

住民と協働して策定した計画をツールとする健康づくり活動の取り組み
佐藤奈央子（宮城県南三陸町役場）

中長期視点での災害後の公衆衛生活動のあり方と専門家の役割
末永カツ子（長崎大学・福島県立医科大学共同大学院災害公衆衛生看護学講座）
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シンポジウム23
10月25日（木） 14:40～16:30 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

シンポジウム24
10月25日（木） 14:40～16:30 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

シンポジウム25
10月25日（木） 14:40～16:30 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

産学官協働で健康危機“all hazards”管理が変わる－今必要な学術のエビデンスとは－
座長：古屋 好美（山梨県中北保健所）

中瀨 克己（吉備国際大学）

演者：災害時における企業の労働衛生、健康経営の観点における健康危機管理
片岡 克己（スリーエムジャパン株式会社）

弁護士会の考える被災者支援と事業継続への平時の備え
津久井 進（日弁連災害復興支援委員会委員長）

Healthcare BCPコンソーシアムを拠点として守る災害時の命と健康
中尾 博之（兵庫医科大学 救急・災害医学講座）

保健所が変わる－“all hazards”対応の危機管理調整システム－
古屋 好美（山梨県中北保健所）

モニタリングレポート委員会・親子保健・学校保健グループからの提言
－子育て世代包括支援センターによる地域母子保健の再構築－
座長：関根 道和（富山大学）

中島 正夫（椙山女学園大学）

演者：妊娠期からの切れ目ない支援の重要性－一般住民を対象とした疫学的エビデンスから－
鈴木 孝太（愛知医科大学医学部衛生学講座）

子どもの貧困
横山 美江（大阪市立大学大学院）

発達障害の子どもと家族の支援－地域における連携・協働の必要性と環境整備－
北野 尚美（和歌山県立医科大学地域・国際貢献推進本部地域医療支援センター）

地域母子保健の再構築－学会への提言－
福永 一郎（高知県安芸福祉保健所）

公衆衛生活動におけるオーラルフレイル対策
座長：尾﨑 哲則（日本大学歯学部医療人間科学分野）

玉置 洋（国立保健医療科学院医療福祉サービス研究部）

演者：オーラルフレイルに関する近年の施策動向と課題
三浦 宏子（国立保健医療科学院国際協力研究部）

地域連携に基づくオーラルフレイル対策の推進 都内A区における実践の成果と課題
椎名 惠子（渋谷区健康推進部）

神奈川県の「オーラルフレイル予防・改善」の事業の推進について
鴨志田義功（神奈川県歯科医師会）
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シンポジウム26
10月25日（木） 16:35～18:05 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

シンポジウム27
10月25日（木） 16:35～18:05 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

シンポジウム28
10月25日（木） 16:35～18:05 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

高齢化する世界：日本からの国際発信と世界からの学び
座長：尾島 俊之（浜松医科大学健康社会医学講座）

演者：地球規模の高齢化におけるWHOの取り組み
ローゼンバーグ恵美（世界保健機関（WHO）健康開発総合研究センター）

世界に貢献できる日本の地域包括ケアの取り組み
斉藤 雅茂（日本福祉大学社会福祉学部）

Ageismと社会的処方：世界から学ぶべきこと
近藤 尚己（東京大学大学院医学系研究科）

日本と世界での認知症にやさしいまちづくりの取り組み
尾島 俊之（浜松医科大学健康社会医学講座）

科学的根拠に基づくがん検診を職域で行うための課題と展望
座長：中山 富雄（国立がん研究センター）

高橋 宏和（国立がん研究センター社会と健康研究センター検診研究部）

演者：科学的根拠に基づくがん検診および職域におけるがん検診の実施状況
雑賀公美子（国立がん研究センターがん対策情報センター）

東京都における職域でのがん検診に対する取組
中坪 直樹（東京都福祉保健局保健政策部健康推進課）

企業におけるがん検診の現状と課題
渋谷 克彦（LINE株式会社）

職域におけるがん検診の精度管理法の可能性
小川 俊夫（国際医療福祉大学大学院）

薬剤師の地域包括ケアにおける役割と多職種連携
座長：川﨑 直人（近畿大学薬学部公衆衛生学）

多根井重晴（青森大学薬学部）

演者：在宅医療における専門薬剤師への道と今後期待される多職種連携
志岐由利子（株式会社マイマイめぐみ薬局）

地域包括ケアにおける薬剤師との連携 療法士の立場から
高畑 進一（大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究科）

在宅医療における管理栄養士と薬剤師との連携事例
島田 淳子（株式会社アン・サンテ）

地域包括ケア時代と公衆衛生～薬剤師のエンパワメントについて考える～
櫃本 真聿（日本医師会総合政策研究機構）
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シンポジウム29
10月25日（木） 16:35～18:05 第4会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室A）

シンポジウム30
10月26日（金） 8:10～9:40 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

シンポジウム31
10月26日（金） 8:10～9:40 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

災害対応から考える日常の栄養・食生活支援：エビデンスをふまえた行政管理栄養士の役割
座長：武見ゆかり（女子栄養大学栄養学部）

澁谷いづみ（愛知県一宮保健所）

演者：災害時の食料確保の課題－フードシステムの視点から
土居 邦弘（国際農林水産業研究センター研究戦略室）

災害により明確化された日本の栄養課題－東日本大震災後の栄養・食と健康のエビデンス
笠岡（坪山）宜代（医薬基盤・健康・栄養研究所）

災害時の栄養・食生活支援に必要な連携と人材の育成～行政栄養士からのアプローチ～
久保 彰子（熊本県県南広域本部芦北地域振興局）

フェーズごとに見る災害時の運動支援～東日本大震災から今日まで～
座長：増田 和茂（公益財団法人健康・体力づくり事業財団）

篠田 邦彦（新潟大学名誉教授）

演者：フェーズごとに変わる地域の現状と文化に伴走し続ける運動を
佐々木亮平（岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座／健康運動指導士）

長期支援を振り返る～人と地域をつなげる運動の笑～
藤野 恵美（修紅短期大学幼児教育学講座／健康運動指導士）

運動が支える・つなぐ・絆
宗像由加里（NPO法人日本健康運動指導士会福島県支部／健康運動指導士）

エコノミークラス症候群を防ぐ運動の介入時と支援方法
篠田 邦彦（新潟大学名誉教授）

協賛：株式会社社会保険研究所、株式会社ルネサンス、NPO法人日本健康運動指導士会、公益財団法人
健康・体力づくり事業財団

飲食店における受動喫煙防止活動の推進
座長：村木 功（大阪大学公衆衛生学）

菊池 宏幸（東京医科大学公衆衛生学分野）

演者：飲食店の禁煙状況の地域別・業種別実態：民間口コミグルメサイト登録情報からの検討
本田 瑛子（大阪がん循環器病予防センター）

飲食店の禁煙化に関する定性的調査：経営・労働安全衛生面からの考察
安藤絵美子（大阪大学大学院医学系研究科環境医学）

地域における完全禁煙飲食店の普及活動：完全禁煙飲食店登録サイトの活用
伊藤 ゆり（大阪医科大学研究支援センター医療統計室）

港区における受動喫煙防止対策の推進について
金井 真由（東京都港区みなと保健所）
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シンポジウム32
10月26日（金） 9:45～11:35 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

シンポジウム33
10月26日（金） 9:45～11:35 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

シンポジウム34
10月26日（金） 12:45～14:35 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

震災後の自殺・メンタルヘルス対策～研究成果から具体的な対策へ～
座長：野村 恭子（秋田大学大学院医学系研究科公衆衛生学講座）

近藤 克則（千葉大学予防医学センター、国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研究センター）

演者：福島第1原子力発電所事故による避難区域内の自殺・メンタルヘルス対策と今後の方向性
大類 真嗣（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）

災害と心のケア―阪神淡路大震災・四川大地震の復興支援経験より
田中英三郎（兵庫県こころのケアセンター）

東日本大震災後に誕生した子どもとその家庭へ縦断的支援研究
八木 淳子（岩手医科大学医学部神経精神科学講座）

福島における自殺対策：とくに復興期の就労者疲弊をめぐって
前田 正治（福島県立医科大学医学部災害こころの医学講座）

アクティブエイジングの推進に向けたアジア戦略：日本・台湾・タイの経験から
座長：三浦 宏子（国立保健医療科学院国際協力研究部）

演者：多世代共創社会とアクティブエイジング
藤原 佳典（東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と地域保健研究チーム）

高齢期に対する肯定的意識に関する分析：アジア諸国の分析結果
野村真利香（独立行政法人国際協力機構（JICA）人間開発部）

アクティブ・エイジングに向けたアジア諸国の取り組み～日本・台湾・タイの事例～
大澤 絵里（国立保健医療科学院）

加熱式たばこの流行がたばこ規制に与える影響
座長：中村 正和（公益社団法人 地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究センター）

望月友美子（公益財団法人日本対がん協会）

演者：モニタリングへの影響
田淵 貴大（大阪国際がんセンター）

受動喫煙対策への影響
大和 浩（産業医科大学健康開発科学研究室）

禁煙治療への影響
中村 正和（公益社団法人 地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究センター）

たばこ税・警告表示・広告規制への影響
片野田耕太（国立がん研究センター）

指定発言：有害性に関する最新の知見
欅田 尚樹（国立保健医療科学院生活環境研究部）

今後の規制にむけた提言
加治 正行（静岡市保健所）
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エコチル調査国際シンポジウム
10月26日（金） 12:45～14:35 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

市民公開講座1
10月26日（金） 13:00～14:00 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

市民公開講座2
10月26日（金） 14:45～16:15 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

子どもの環境保健研究の公衆衛生学的意義：エコチル調査等の出生コホート研究の地域公衆衛生
活動への貢献
座長：上島 通浩（名古屋市立大学大学院医学研究科環境労働衛生学分野）

中山 祥嗣（国立環境研究所環境リスク・健康研究センター曝露動態研究室）

演者：内分泌かく乱化学物質：高額かつ予防可能な公衆衛生上の脅威
Leonardo Trasande, MD, MPP（Chief, Division of Environmental Pediatrics, Associate Professor of Pedi-

atrics, Environmental Medicine & Population Health, New York Univer-
sity School of Medicine）

大気汚染ばく露の小児健康影響
Michelle Bell, PhD（Mary E. Pinchot Professor of Environmental Health, Yale School of Forestry and

Environmental Studies）

我々の子どもたちの健康的かつ持続可能な環境：研究から実地への反映
Sally Perreault Darney, PhD（Editor in Chief, Environmental Health Perspectives, National Institute of

Environmental Health Sciences, National Institutes of Health, USA）

東日本大震災の復興とともに歩む福島県におけるエコチル調査
橋本 浩一（福島県立医科大学医学部小児科学講座、エコチル調査福島ユニットセンター）

共催：環境省／国立環境研究所

I love you & I need you ふくしま
座長：安村 誠司（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）

演者：箭内 道彦（クリエイティブディレクター、東京藝術大学美術学部デザイン科准教授）

職域・地域におけるたばこ対策の推進－受動喫煙対策および新型たばこに関する最新情報を中心
として－
座長：星 北斗（福島県医師会 産業保健委員会 委員長）

演者：受動喫煙対策の法改正で何が変わるか？「職場や地域でやらなくてはならないこと・やるべきこと」
大和 浩（産業医科大学）

最近急速に流行する新型たばこの正体とは？「新型たばこ使用者への対応に役立つエビデンス」
中村 正和（公益社団法人 地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究センター）
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日本医学会連合社会部会・日本公衆衛生学会共同企画フォーラム
10月26日（金） 14:30～16:00 第7会場（ビッグパレットふくしま3階 研修室）

地方衛生研究所研修フォーラム
10月24日（水） 16:40～18:30 第5会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室B）

奨励賞受賞講演
10月24日（水） 17:00～17:40 第1会場（ビッグパレットふくしま1階 多目的展示ホールA）

ビッグデータ活用へ：新しい公衆衛生研究枠組みの提案と道筋
司会：秋葉 澄伯（鹿児島大学、日本医学会連合監事）

大江 和彦（東京大学大学院医学系研究科医療情報学分野、日本医学会連合理事）

挨拶：岸 玲子（日本医学会連合副会長）

演者：公衆衛生データベース検討委員会からの報告：公的データベースのリンケージの提案
島 茂（三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野）

自治体での母子保健・学校健診、医療現場の情報の可視化と疫学への応用
川上 浩司（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻薬剤疫学）

空間疫学研究からみた健康格差
中谷 友樹（東北大学大学院環境科学研究科）

医療ビッグデータへのAI 技術活用
大江 和彦（東京大学大学院医学系研究科医療情報学分野、日本医学会連合理事）

指定発言：わが国における医療等情報連携基盤整備の現状について
森田 朗（津田塾大学総合政策学部教授、東京大学名誉教授）

感染症危機管理対応の国際化と課題
座長：四宮 博人（愛媛県立衛生環境研究所）

調 恒明（山口県環境保健センター）

演者：国における感染症危機管理の準備状況と課題
野田 博之（厚生労働省健康局結核感染症課）

新興感染症への危機管理体制の指標化の意義
齋藤 智也（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

感染症危機管理における地方衛生研究所の役割と課題
調 恒明（山口県環境保健センター）

国の疫学調査機能評価について
松井 珠乃（国立感染症研究所感染症疫学センター）

地方衛生研究所における一類感染症検査診断の可能性と課題
四宮 博人（愛媛県立衛生環境研究所）

日本のヘルスリテラシーの評価とヘルスコミュニケーションの推進に関する研究
座長：小橋 元（獨協医科大学公衆衛生学講座）
演者：須賀 万智（東京慈恵医科大学環境保健医学講座）

地方自治体における公衆衛生医師の確保と育成に関する調査と実践活動
座長：内田 勝彦（大分県東部保健所）
演者：宮園 将哉（大阪府寝屋川保健所）
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ランチョンセミナー1
10月24日（水） 12:10～13:00 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

ランチョンセミナー2
10月24日（水） 12:10～13:00 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

ランチョンセミナー3
10月25日（木） 11:45～12:35 第2会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールA）

ランチョンセミナー4
10月25日（木） 11:45～12:35 第5会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室B）

ランチョンセミナー5
10月25日（木） 11:45～12:35 第6会場（ビッグパレットふくしま3階 小会議室2＋3）

ランチョンセミナー6
10月26日（金） 11:45～12:35 第3会場（ビッグパレットふくしま1階 コンベンションホールB）

予防接種センターの取り組みについて
座長：坂元 昇（川崎市健康福祉局 医務監／川崎市立看護短期大学 学長）
演者：中野 貴司（川崎医科大学 小児科学 教授）
共催：一般社団法人 日本ワクチン産業協会

結核感染診断における新しい IGRA検査
座長：森 亨（公益財団法人結核予防会結核研究所 名誉所長）
演者：鈴木 公典（公益財団法人ちば県民保健予防財団 総合健診センター長）
共催：日本ビーシージー製造株式会社

新しい標準的な健診・保健指導プログラムを活用した脳・心血管疾患予防
座長：大久保孝義（帝京大学医学部 衛生学公衆衛生学講座 主任教授）
演者：岡村 智教（慶應義塾大学医学部 衛生学公衆衛生学 教授）
共催：バイエル薬品株式会社

公衆衛生の観点でみるインフルエンザワクチン接種の意義
～妊婦および小児での有効性を中心に～
座長：廣田 良夫（保健医療経営大学長／医療法人相生会臨床疫学研究センター長）
演者：大藤さとこ（大阪市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学 准教授）
共催：ジャパンワクチン株式会社／第一三共株式会社

スマートフォン（PHRアプリ）や健康支援ポイントカードを活用した多職種連携による糖尿病
重症化予防プロジェクトの試み（福島県いわき市MEHICAプログラム）
座長：渡辺 毅（独立行政法人労働者健康安全機構福島労災病院院長／福島県立医科大特任教授）
演者：糖尿病重症化予防研究の最先端と他職種連携による地域実践

大橋 靖雄（中央大学理工学部教授／東京大学名誉教授）
いわき市で始まった実証研究：MEHICAプログラムの紹介
伊藤 真理（中央大学研究開発機構糖尿病予防システム研究室機構助教）

共催：株式会社メディカルメンバーシステム

DOHaDからみる胎生期環境と生活習慣病の発症
座長：岸 玲子（北海道大学 環境健康科学研究教育センター）
演者：福岡 秀興（早稲田大学ナノライフ創新研究機構）
共催：ロート製薬株式会社
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ランチョンセミナー7
10月26日（金） 11:45～12:35 第5会場（ビッグパレットふくしま3階 中会議室B）

我が国における生体電磁環境に関する研究の取組み
座長：総務省
演者：大久保千代次（一般財団法人電気安全環境研究所 電磁界情報センター 所長／総務省「生体電磁環

境に関する検討会」座長）
和氣加奈子（国立研究開発法人情報通信研究機構電磁波研究所電磁環境研究室主任研究員）

共催：総務省
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○お申し込み・お問い合わせは各代表世話人へご連絡ください。

10月24日（水） 14:30～16:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

1

第4回 アクションリサーチ
の普及と仲間づくり
― アクションリサーチに取
り組む経緯とその課題 ―

市民交流プラザ会議室
7階 大会議室1 50

○柴 喜崇
（北里大学医療衛生学部）
佐藤美由紀
（佐久大学看護学部）
植木 章三
（大阪体育大学・教育学部）
芳賀 博
（桜美林大学大学院老年学研究科）

TEL 042-778-9693
FAX 042-778-9686
E-mail：y-shiba@kitasato-u.ac.jp

10月24日（水） 16:30～18:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

2 公衆衛生に国境はない 市民交流プラザ会議室
7階 大会議室1 40

○大西眞由美
（長崎大学生命医科学域（保健学系））
中村 安秀
（甲南女子大学）

TEL 095-819-7943
FAX 095-819-7943
E-mail：mohnishi@nagasaki-u.ac.jp

3 男性保健師の会 市民交流プラザ会議室
7階 大会議室2 30

○桂 敏樹
（京都大学大学院医学研究科）
細川 陸也
（名古屋市立大学 看護学部）
平田 浩二
（大津市役所 地域包括ケア推進室）

TEL 090-8388-2390
E-mail：rikuya@med.nagoya-cu.ac.jp

4

公衆衛生と健康危機管理
第13回 被災者と支援者の
健康・安全を守る自治体・使
用者の義務 安全配慮義務を
考える

市民交流プラザ会議室
7階 第1会議室 50

○中瀨 克己
（吉備国際大学 保健医療福祉学部）
津久井 進（予定）
（日本弁護士連合会災害復興支援委員
会委員長）
近藤 久禎
（国立病院機構災害医療センター／
DMAT 事務局次長）
古屋 好美
（山梨県中北保健所）

TEL 0866-22-9126
FAX 0866-22-9126
E-mail：katsuminakase@gmail.com

5
住民主体のコミュニティ再生
を目指した寄りあいワーク
ショップの活用

市民交流プラザ会議室
7階 第2会議室 20 ○三輪眞知子

（京都看護大学大学院）

TEL 075-311-0123
075-311-6612直通

FAX 075-311-2002
E-mail：m_miwa@kyotokango.ac.jp

6
第26回多胎児を産み育てる
家庭への保健サービスを考え
る集会

市民交流プラザ会議室
7階 第3会議室 30

○加藤 則子
（十文字学園女子大学幼児教育学科）
早川 和生
（大阪大学）
布施 晴美
（十文字学園女子大学人間発達心理学
科）

TEL 048-423-0124
FAX 048-477-0602
E-mail：zvm00730@nifty.com

10月24日（水） 18:20～19:50

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

7 結核集団発生の対策に関する
自由集会

ビッグパレットふくしま
3階 第4会場 100

○加藤 誠也
（公益財団法人結核予防会 結核研究
所）
三浦 爾
（福島県保健福祉部健康増進課）

TEL 042-493-5711
FAX 042-492-4600
E-mail：shimamura@jata.or.jp

8 全国衛生行政研究会セミナー ビッグパレットふくしま
3階 第6会場 40

○嶋村 清志
（滋賀県甲賀健康福祉事務所）
逢坂 悟郎
（兵庫県丹波県民局 丹波健康福祉事
務所（丹波保健所）長 兼 健康福
祉部参事（介護医療連携担当））
毛利 好孝
（岡山県備中保健所長 兼 岡山県備
中県民局次長（健康福祉担当））

TEL 0748-63-6111
FAX 0748-63-6142
E-mail：shimamura-kiyoshi@pref.shiga.lg.jp

自由集会の日程
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番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

9 へき地保健師のつどい ビッグパレットふくしま
3階 第7会場 15

○中村 好一
（自治医科大学）
青木さぎ里
（自治医科大学）
櫻井 純子
（慶應義塾大学大学院）
吉田 和樹
（福島県立医科大学）
伊東 尚美
（福島県相馬市）
佐藤 清湖
（東北大学大学院）

TEL 0285-58-7879
FAX 0285-58-7413
E-mail：hekichihokenshi@gmail.com

10 ギャンブル依存症2018 ビッグパレットふくしま
4階 第8会場 100

○伊東 則彦
（道立紋別保健所・紋別高等看護学院）
小原 圭司
（島根県立心と体の相談センター）
小泉 典章
（長野県精神保健福祉センター）
滝口 直子
（大谷大学文学部社会学科）
澤上 幸子
（一般社団法人 社会的包摂サポート
センター）
阿邉山和浩
（鹿児島県西之表・屋久島保健所）

TEL 0158-23-3108
FAX 0158-23-1009
E-mail：itou.norihiko@pref.hokkaido.lg.jp

11 世代間交流によるコミュニティ再生を考える会 Ⅶ
市民交流プラザ会議室
7階 大会議室1 40

○藤原 佳典
（東京都健康長寿医療センター研究所
社会参加と地域保健研究チーム）
福島富士子
（東邦大学 看護学部看護学科 家
族・生殖看護学研究室）

TEL 03-3964-3241（内 4257）
FAX 03-3579-4776
E-mail：fujiwayo@tmig.or.jp

12
（理事長指定企画）この中に
公衆衛生に興味のある若者
（特に大学生）はいますか？

市民交流プラザ会議
室
7階 大会議室2

50

○田宮菜奈子
（筑波大学ヘルスサービス開発研究セ
ンター長）
山岸 良匡
（筑波大学医学医療系社会健康医学）
陣内 裕成
（日本医科大学衛生学公衆衛生学）

TEL 029-853-8849
FAX 029-853-8849
E-mail：ntamiya@md.tsukuba.ac.jp

13
公衆衛生における歯科保健を
考える－フッ化物応用を中心
に－

市民交流プラザ会議室
7階 第1会議室 40

○玉置 洋
（国立保健医療科学院 医療福祉サー
ビス研究部）
安藤 雄一
（国立保健医療科学院 統括研究官）
青山 旬
（栃木県立衛生福祉大学校 歯科技術
学部）
沼田 匠
（福島県衛生研究所）
長 優子
（江戸川区健康部健康サービス課）

TEL 048-458-6179
E-mail：tamaki.h.aa@niph.go.jp

14 タブレット端末で認知症予防とコミュニティづくり
市民交流プラザ会議室
7階 第2会議室 30

○桂 晶子
（宮城大学看護学群看護学類）
風間 順子
（群馬大学大学院保健学研究科博士後
期課程）
工藤 紀子
（三重大学大学院医学系研究科博士後
期課程）
島田 昇
（上武大学看護学部 公衆衛生看護学）
橋本いずみ
（上武大学看護学部 公衆衛生看護学）
林 千秋
（（株）ジーシーシースタッフ）

TEL 022-377-8259
FAX 022-377-8259
E-mail：katura@myu.ac.jp

15

～知ろう・語ろう・取り組も
う～ 一歩先行く 健やか親
子21（第2次） 第4回
健やか親子21（第2次）の
現状と中間評価に向けて新た
な指標を考える

市民交流プラザ会議室
7階 第3会議室 40

○山縣然太朗
（山梨大学大学院総合研究部医学域社
会医学講座）

TEL 055-273-9566
FAX 055-273-7882
E-mail：zenymgt@yamanashi.ac.jp
（担当：秋山 yukaa@yamanashi.ac.jp）

10月24日（水） 19:05～19:50

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

16 公衆衛生医師の集い ビッグパレットふくしま
1階 第2会場 50

○廣瀬 浩美
（愛媛県宇和島保健所）
宗 陽子
（長崎県県南保健所）
早川 貴裕
（栃木県県南健康福祉センター）

TEL 0895-22-5211
FAX 0895-24-6806
E-mail：hirose-hiromi@pref.ehime.lg.jp

17 社会医学系専攻医・専門医・指導医の情報交換自由集会
ビッグパレットふくしま
1階 第3会場 50

○今中 雄一
（京都大学 大学院医学研究科 医療
経済学分野）

TEL 075-753-4454
FAX 075-753-4455
E-mail：heqm-office@umin.ac.jp
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○お申し込み・お問い合わせは各代表世話人へご連絡ください。

10月25日（木） 14:30～16:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

18 感染症情報の現状と展望を考える会
市民交流プラザ会議室
7階 大会議室2 40

○鈴木 仁一
（神奈川県相模原市保健所）
中村 廣志
（神奈川県相模原市衛生研究所）
岸本 剛
（埼玉県衛生研究所）
市橋 大山
（北海道立衛生研究所）
灘岡 陽子
（東京都健康安全研究センター）

TEL 042-754-1111
E-mail：sagamihara.eiken-nh@55.catv-yokohama.ne.jp

19 面接とケース・スタディ－対人支援の方法論－
市民交流プラザ会議室
7階 第1会議室 60

○小島 光洋
（医療法人社団清心会）
高橋 香子
（福島県立医科大学看護学部）
井原 一成
（弘前大学医学部）

E-mail：nag01022@nifty.com

20 健康づくりと運動 市民交流プラザ会議室
7階 第2会議室 50

○篠田 邦彦
（身体運動研究会篠田塾、新潟大学教
育・学生支援機構）
増田 和茂
（公益財団法人 健康・体力づくり事
業財団）
木村みさか
（京都学園大学）

TEL 025-263-2550
FAX 025-263-2550
E-mail：shinokuma60@gmail.com

21 行政の狭間を埋める開業保健師の役割
市民交流プラザ会議室
7階 第3会議室 50

○德永 京子
（日本開業保健師協会）
村田 陽子
（日本開業保健師協会）
齋藤 明子
（日本開業保健師協会）
渡邉 玲子
（日本開業保健師協会）
押栗 泰代
（日本開業保健師協会）

TEL 06-7164-3618
FAX 06-6954-7716
E-mail：info@odoruhokenshi.net

10月25日（木） 16:30～18:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

22 危機管理時の栄養及び食生活の支援を振り返って
市民交流プラザ会議室
7階 大会議室1 30

○千葉 昌樹
（札幌保健医療大学保健医療学部栄養
学科）
焔硝岩政樹
（岡山県備北保健所備北保健課）
積口 順子
（福島県会津保健福祉事務所健康福祉
部健康増進課）

TEL 011-792-3350
FAX 011-792-3358
E-mail：machi@sapporo-hokeniryou-u.ac.jp

23 地域の相談拠点を考える－薬局の食事相談の場合－
市民交流プラザ会議室
7階 大会議室2 20

○安達 美佐
（人間栄養実践研究会・栄養サポート
ネットワーク合同会社）
岩崎 祐子
（人間栄養実践研究会・静岡県立大学
薬学部薬学科）

TEL 042-765-6393
FAX 042-765-6393
E-mail：adachi@nutrisupport.co.jp

24
地域における小児慢性特定疾
病児童等相談支援のコツと実
践

市民交流プラザ会議室
7階 第1会議室 30

○加藤 恵子
（愛知県東海市市民福祉部健康推進課）
三沢あき子
（京都府山城南保健所）

TEL 0774-72-4300
FAX 0774-72-8412
E-mail：a-misawa36@pref.kyoto.lg.jp

25 喫煙対策 市民交流プラザ会議室
7階 第2会議室 40

○後藤 あや
（福島県立医科大学総合科学教育研究
センター）
齋藤 麗子
（十文字学園女子大学健康管理セン
ター長／日本禁煙推進医師歯科医師
連盟会長）

TEL 024-547-1835
E-mail：agoto@fmu.ac.jp

26

持 続 可 能 な 開 発 目 標
（SDGs）をめざす健康都
市のグッドプラクティス
Good practices to-
wards achieving Sus-
tainable Development
Goals（SDGs）: Learning
from local and global
experiences.

市民交流プラザ会議室
7階 第3会議室 40

○中村 桂子
（東京医科歯科大学 国際保健医療事
業開発学）

TEL 03-5803-4032
E-mail：nakamura.ith@tmd.ac.jp

自由集会の日程
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10月25日（木） 18:20～19:50

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

27
いのち支える自殺対策：若者
の自殺対策におけるSNS相
談

ビッグパレットふくしま
1階 第2会場 99

○金子 善博
（自殺総合対策推進センター（国立精
神・神経医療研究センター））

TEL 042-341-2712（内線6317）
FAX 042-346-1884
E-mail：jssc@ncnp.go.jp

28 県外避難者支援活動を通して考える、これからの健幸支援
ビッグパレットふくしま
1階 第3会場 100

○城川 美佳
（神奈川県立保健福祉大学）
人見 祐
（特定非営利活動法人 医療ネット
ワーク支援センター）

TEL 03-6911-0582
FAX 03-6911-0581
E-mail：kigawa-c5s@kuhs.ac.jp

hitomi@medical-bank.org

29

全国いきいき公衆衛生の会：
人を動かすデータの活かし
方～「見える化」から「見せ
る化」へ

ビッグパレットふくしま
3階 第4会場 60

○中川 昭生
（福島市保健所）
前田 秀雄
（東京都北区保健所）
福島富士子
（東邦大学看護学部）

TEL 024-525-7670
FAX 024-533-3315
E-mail：akio-548@mail.city.fukushima.fukushima.jp

30 国際保健政策人材を増強する方策とは
ビッグパレットふくしま
3階 第5会場 100

○大澤 絵里
（国立保健医療科学院 国際協力研究
部）
野崎慎仁郎
（WHO神戸センター）

TEL 048-458-6239
FAX 048-469-2768
E-mail：osawa.e.aa@niph.go.jp

31
J-CIP プロジェクト in 福島
～がん患者と繋ぐこれからの
パートナーシップ～

ビッグパレットふくしま
3階 第6会場 50

○大木いずみ
（独立行政法人栃木県立がんセンター）
片山佳代子
（神奈川県立がんセンター臨床研究所）

TEL 045-520-2222（内線4024）
（片山佳代子：神奈川県立がんセンター）
FAX 028-684-5756
E-mail：katayama@gancen.asahi.yokohama.jp

32
学会へ行こう！～学会や研究
会に参加して学びを深めま
しょう～

ビッグパレットふくしま
3階 第7会場 50

○反町 吉秀
（青森県立保健大学大学院健康科学研
究科）
古山 綾子
（福島県相双保健福祉事務所いわき出
張所）
山口 忍
（茨城県立医療大学）

TEL 017-765-2026
E-mail：y_sorimachi2@auhw.ac.jp

33

公衆衛生看護を語ろう～さま
ざまな職種が地域づくりに挑
む中で、ヘルスの保健師はど
こへ～

ビッグパレットふくしま
4階 第8会場 50

○平野かよ子
（日本保健師活動研究会）
山口 佳子
（東京家政大学）
斉藤富美代
（埼玉県南部保健所）

TEL 0985-59-7750
FAX 0985-59-7772
E-mail：hirano@mpu.ac.jp

34
住まいと健康フォーラム～生
活を俯瞰する見取り図の活
用～

ビッグパレットふくしま
3階 小会議室1 20

○川南 公代
（武蔵野大学 看護学部）
鈴木 晃
（福島大学 人間発達文化学類）
工藤 恵子
（帝京平成大学 ヒューマンケア学部）
大越 扶貴
（三重県立看護大学 看護学部）
阪東美智子
（国立保健医療科学院 生活環境研究
部）

TEL 042-468-9749
FAX 042-468-9749
E-mail：k_kawami@musashino-u.ac.jp

10月26日（金） 12:30～15:00

番
号 集会名 会場 人

数 世話人（○印 代表世話人） 代表世話人連絡先

35 第３回公衆衛生大学院プログラム校連絡会議
ビッグパレットふくしま
3階 小会議室1 40

○井上まり子
（帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
川上 憲人
（東京大学大学院医学系研究科）

TEL 03-3964-3294
FAX 03-3964-1058
E-mail：inoue-ph@med.teikyo-u.ac.jp
事務連絡は 川上憲人（東京大学大
学院医学系研究科）まで
norito@m.u-tokyo.ac.jp
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第1分科会 疫学・保健医療情報 O-0101-1～O-0103-6

第2分科会 ヘルスプロモーション O-0201-1～O-0203-5

第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム O-0301-1～O-0305-6

第4分科会 保健行動・健康教育 O-0401-1～O-0403-5

第5分科会 親子保健・学校保健 O-0501-1～O-0503-5

第6分科会 高齢者の QOL・介護予防 O-0601-1～O-0603-6

第7分科会 高齢者の医療と福祉 O-0701-1～O-0701-7

第8分科会 地域社会と健康 O-0801-1～O-0804-6

第10分科会 精神保健福祉 O-1001-1～O-1001-7

第11分科会 口腔保健 O-1101-1～O-1101-7

第12分科会 感染症 O-1201-1～O-1204-7

第13分科会 健康危機管理 O-1301-1～O-1303-5

第14分科会 医療制度・医療政策 O-1401-1～O-1403-7

第15分科会 公衆衛生従事者育成 O-1501-1～O-1501-7

第16分科会 保健所・衛生行政 O-1601-1～O-1602-6

第17分科会 公衆栄養 O-1701-1～O-1702-5

第22分科会 国際保健 O-2201-1～O-2202-6

第23分科会 保健医療介護サービス O-2301-1～O-2301-7

EO English Session／Oral O-EO01-1～O-EO05-4

一般演題（口演）一覧
※「口演」「分科会№」「セッション№」「演題発表№」

例） O - 01 01 - 1
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第1分科会 疫学・保健医療情報

10月24日（水）13:10～14:25
第7会場（研修室 3階）
座長：神田 秀幸（島根大学医学部環境保健医学）

O-0101-1 逢見 憲一 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
住民基本台帳人口および国勢調査人口を用いた都
道府県別年齢調整死亡率の比較検討

O-0101-2 佐藤 洋子 （防衛医科大学校防衛医学研究センター医療工学
研究部門）
我が国におけるICD-11フィールドトライアル
－診断用語コーディングの結果解析－

O-0101-3 杉山 雄大 （国立国際医療研究センター研究所糖尿病情報セ
ンター）
約5年間の医療レセプト・特定健診データを用い
たリスク因子別透析導入率の算出

O-0101-4 池田 晶子 （公益財団法人福岡県すこやか健康事業団学術研
究センター）
当事業団における発見胃がんの分析

O-0101-5 大城 等 （ヘルスサイエンスセンター島根）
地域がん登録データを用いた生存解析によるがん
検診の評価

O-0101-6 澤 律子 （一般財団法人日本予防医学協会）
細胞診とHPV検査結果の相関から考える今後の
子宮頸がん検査の在り方について

10月24日（水）14:25～15:40
第7会場（研修室 3階）
座長：今中 雄一（京都大学大学院医学系研究科社会健康医学系専攻医

療経済学）

O-0102-1 金子 佳世 （名古屋大学大学院医学系研究科国際保健医療
学・公衆衛生学）
γGTPと ALT追加による10年間の2型糖尿病
発症リスク予測能の改善：愛知職域コホート

O-0102-2 六車 耕平 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
わが国の重症呼吸不全患者への体外式膜型人工肺
（ECMO）施行の集約化の効果の検討

O-0102-3 高田 大輔 （京都大学医療経済学）
末期腎不全患者の肺炎入院における院内死亡に関
する慢性維持透析の効果

O-0102-4 谷口 優 （東京都健康長寿医療センター研究所）
認知機能の変化パターンと医療費及び介護費との
関連－草津町研究－

O-0102-5 菅河真紀子 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科政策
科学）
血漿分画製剤の安定的供給Mini-Pool Frac-
tionation 方式の検証

O-0102-6 井上 勇太 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
人工妊娠中絶の長期的な変動を評価する妊娠数に
即した新たな指標の提案

10月24日（水）15:40～16:55
第7会場（研修室 3階）
座長：東 賢一（近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）

O-0103-1 池田 奈由 （国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）
国民健康・栄養調査と国民生活基礎調査のレコー
ド・リンケージの限界と非協力者の同定

O-0103-2 増田 理恵 （東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学
専攻保健社会行動学教室）
科学的根拠に基づく児童虐待対策：日米における
データ整備の現状と課題

O-0103-3 金山 敦宏 （防衛医科大学校防衛医学研究センター広域感染
症疫学・制御研究部門）
ノロウイルス食中毒発生施設における汚染経路と
管理状況

O-0103-4 藤村 裕子 （富山大学医学薬学研究部疫学・健康政策学）
政策推進期のWork-family conflict の変化の男
女比較：日本公務員研究の縦断分析

O-0103-5 立瀬 剛志 （富山大学医学部疫学・健康政策学講座）
仕事満足の決定要因に関する国際比較：日本の仕
事満足の低さの説明要因

O-0103-6 東 賢一 （近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）
化学物質高感受性集団の高感受性影響要因に関す
る研究－5年間の追跡調査－

第2分科会 ヘルスプロモーション

10月26日（金）8:10～9:25
第5会場（中会議室B 3階）
座長：仁賀 建夫（経済産業省ヘルスケア産業課）

O-0201-1 皆月 昭則 （釧路公立大学）
現地現物の共創志向性にもとづくヘルスケア領域
におけるアプリ開発の現実的方法論

O-0201-2 高瀬 秀人 （花王株式会社生物科学研究所）
事業場ベース内臓脂肪低減プログラム スマート
和食R社会実装の試み

O-0201-3 仁賀 建夫 （経済産業省ヘルスケア産業課）
健康経営銘柄選定の政策効果

O-0201-4 植木 貴之 （独立行政法人経済産業研究所）
上場企業における健康増進の取組（健康経営度調
査による分析）

O-0201-5 今井健二郎 （国立国際医療研究センター研究所 糖尿病情報
センター）
都道府県における糖尿病対策評価指標の選定とそ
のデータソースに関するアンケート調査

O-0201-6 岸本 和美 （兵庫県健康福祉部健康局健康増進課）
医科歯科連携による妊婦歯科健診促進へのアプ
ローチ～妊婦口腔ケア実態調査より～

10月26日（金）9:25～10:40
第5会場（中会議室B 3階）
座長：井上 茂（東京医科大学公衆衛生学分野）

O-0202-1 蒲原 聖可 （株式会社ディーエイチシー）
茨城県境町での公民連携事業：健康ポイント、肥
満メタボ脱出、葉酸サプリプロジェクト

O-0202-2 平 和也 （滋賀医科大学医学部看護学科公衆衛生看護学講
座）
行政が政策目標としている3種類の健康寿命と関
連要因に関する探索的研究

O-0202-3 中谷 直樹 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
東日本大震災の被災地住民における平均歩数の変
化：地域住民コホート調査

O-0202-4 下野真梨子 （品川区保健所 荏原保健センター）
「健康大学しながわ」10年目を迎えた卒業生の
今後－支援方法の変化に着目してー

O-0202-5 柳 奈津代 （日本健康開発財団）
「温泉利用型健康増進施設」における医療費控除
件数からみた認知度と今後の展望

O-0202-6 町田 征己 （東京医科大学公衆衛生学分野）
地域在住高齢者における継続時間を考慮した中高
強度身体活動の実態

10月26日（金）10:40～11:40
第5会場（中会議室B 3階）
座長：酒元 誠治（広島修道大学健康科学部健康栄養学科）

O-0203-1 佐藤 眞一 （千葉県衛生研究所）
千葉県銚子市内の小学生を対象とした減塩教育効
果の検討

O-0203-2 辻 雅子 （東京家政学院大学人間栄養学部人間栄養学科）
習慣的食事調査結果からみた「バランスに配慮し
た食生活」を送っている大学生の割合

O-0203-3 長友 亘 （足立区衛生部こころとからだの健康づくり課）
あだちベジタベライフその1 区民の背景要因に
よる野菜摂取量の差の経年変化
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O-0203-4 馬場 優子 （足立区衛生部こころとからだの健康づくり課）
あだちベジタベライフその2 保育園児の世帯生
活状況による生活習慣定着状況の差

O-0203-5 鳥山 律子 （足立区衛生部データヘルス推進課）
あだちベジタベライフその3 未就学児の通園施
設別にみたむし歯有病率の経年変化

第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム

10月25日（木）8:10～9:25
第5会場（中会議室B 3階）
座長：小池 創一（自治医科大学地域医療学センター）

O-0301-1 小池 創一 （自治医科大学地域医療学センター）
定年等により新たに国民健康保険の被保険者に
なった者の特長や取扱等に関する研究

O-0301-2 加藤 丈夫 （山形市役所市民生活部）
男性の腹囲85cm以上は将来の糖尿病発症のリ
スク：特定健診5年間の縦断研究

O-0301-3 清水 悠路 （大阪がん循環器病予防センター 健康開発部）
高齢日本人男性における血管リモデリングと身長
の関係

O-0301-4 冨田 直明 （愛媛県東予地方局健康福祉環境部今治保健所）
「協会けんぽ」生活習慣病予防健康診査受診者の
肥満状況とメタボリック症候群との関連

O-0301-5 三輪 静華 （いなべ市役所健康こども部健康推進課）
いなべ市における特定健診受診結果の分析と健康
づくり施策への活用

O-0301-6 沖井 由佳 （大阪市保健所）
特定健診データから見た生活習慣病と生活習慣の
関連

10月25日（木）9:25～10:40
第5会場（中会議室B 3階）
座長：栗山 長門（京都府立医科大学医学部 地域保健医療疫学教室）

O-0302-1 榊原 克巳 （岡崎市民病院産婦人科）
岡崎市対策型子宮頸がん検診におけるハイリスク
HPV併用検診の意義

O-0302-2 財津 將嘉 （東京大学医学部公衆衛生学教室）
最長職業地位と乳がんリスクの関連：多施設症例
対照研究

O-0302-3 小川 俊夫 （国際医療福祉大学大学院）
兵庫県内における胃がん患者の医療機関別動態に
関する一考察

O-0302-4 高垣沙也佳 （和歌山市保健所）
和歌山県におけるがん検診の精度管理へのがん登
録の活用

O-0302-5 佐藤 靖子 （栃木県がん集検協議会精度管理部会）
栃木県がん集検協議会精度管理部会における発見
がん追跡調査～3年間のまとめ～

O-0302-6 栗山 長門 （京都府立医科大学医学部地域保健医療疫学教室）
骨代謝障害の生活習慣リスクとしてのヒト短時間
睡眠

10月25日（木）10:40～11:40
第5会場（中会議室B 3階）
座長：岡村 智教（慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室）

O-0303-1 章 ぶん （福島県立医科大学医学部疫学講座）
運動と循環器疾患死亡リスクの低下との関連は職
業による身体活動量によって異なるのか

O-0303-2 小林 瞳 （筑西市役所保健福祉部保健予防課）
脳卒中半減対策地域における循環器疾患発症の
30年間の推移

O-0303-3 久藤 麻子 （大阪医科大学衛生学公衆衛生学）
地域住民における塩分味覚感度と血圧値との関
連：CIRCS研究

O-0303-4 小暮 真奈 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
尿中ナトリウムカリウム比値と家庭血圧値の変
化：地域住民コホート調査

O-0303-5 佐田みずき （慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学）
糖尿病有病率の推移に影響を与える要因の探索的
検討：国民健康・栄養調査より

10月26日（金）8:10～9:25
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：西 信雄（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）

O-0304-1 大脇 和浩 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
高血圧、脂質異常症、糖尿病薬物治療者における
病名認識

O-0304-2 山末耕太郎 （横浜市立大学医学群健康社会医学ユニット）
夜間尿中の塩分量の測定精度検証と測定意義

O-0304-3 田原 康玄 （京都大学大学院医学研究科附属ゲノム医学セン
ター）
動脈硬化指標CAVI とその長期変化に関連する
因子の検討

O-0304-4 岡本 隆彦 （全国健康保険協会 滋賀支部）
集団健診における受診率と地域性や経済的要因と
の相関関係に基づく事業の検討

O-0304-5 北村 明彦 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域高齢者の健康余命に及ぼす生活習慣病とフレ
イルの影響：草津町研究

O-0304-6 海渡 翔 （順天堂大学医学部総合診療科）
地域在宅高齢者における腎機能の加齢変化パター
ンが総死亡に及ぼす影響－草津町研究－

10月26日（金）9:25～10:40
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：栗山 進一（東北大学災害科学国際研究所 災害公衆衛生学分野）

O-0305-1 山野目辰味 （岩手県立大船渡病院）
東日本大震災前後被災地脳卒中罹患動向の長期追
跡

O-0305-2 池田 里美 （順天堂大学）
東日本大震災による住環境変化と血圧推移につい
ての縦断研究：福島県「県民健康調査」

O-0305-3 中村 智洋 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
東日本大震災の被災地住民における家庭血圧値の
変化：地域住民コホート調査

O-0305-4 松村 拓実 （大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座公衆
衛生学）
東日本大震災及び福島第一原発事故後の避難生活
が、若年成人のBMI の変化に与える影響

O-0305-5 小山 晃英 （京都府立医科大学大学院医学研究科地域保健医
療疫学）
Obesity paradox を考慮した動脈硬化に関わる
体組成指標の検討

O-0305-6 大塚 俊昭 （日本医科大学衛生学公衆衛生学）
海外赴任社員の赴任前後におけるメタボリックシ
ンドローム関連指標の変化に関する検討

第4分科会 保健行動・健康教育

10月26日（金）8:10～9:25
第3会場（コンベンションホールB 1階）
座長：矢野 栄二（帝京大学大学院公衆衛生学研究科）

O-0401-1 湊屋 街子 （北海道大学環境健康科学研究教育センター）
胎児期の喫煙曝露と子どものADHD関連症状と
の関係の検討：北海道スタディ

O-0401-2 加治 正行 （静岡市保健所）
わが国の中学生による成人喫煙率の過大評価とそ
の関連要因について
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O-0401-3 堀 愛 （筑波大学医学医療系福祉医療学分野国際社会医
学研究室）
一般住民における新型タバコの有害性についての
認識―2015～2017年

O-0401-4 江藤 敏治 （宮崎県立看護大学看護学部予防医学・行動科学
研究室）
思春期保健教室（喫煙防止教育）が中学生の喫煙
意識に及ぼす影響の背景因子とは

O-0401-5 石田 雅彦 （横浜市立大学大学院健康社会医学ユニット）
タバコ産業の戦略と加熱式タバコの影響

O-0401-6 矢野 栄二 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
医療系学会の学術活動とタバコ企業の研究資金

10月26日（金）9:25～10:40
第3会場（コンベンションホールB 1階）
座長：芳我ちより（岡山大学大学院保健学研究科）

O-0402-1 森 陽愛子 （筑波大学医学医療系社会健康医学）
大学生による中学生に対するがん教育の手法とそ
の成果

O-0402-2 川口加代子 （荒川区保健所）
荒川区「がんのことをもっと知ろう」プロジェク
ト第7報がん教育学校ごとの取組み

O-0402-3 山本 緑 （千葉大学予防医学センター）
幼児における携帯情報端末の利用状況と親の利用
に関する取り組みとの関連

O-0402-4 山崎 明美 （信州大学医学部保健学科）
中学生への性教育実践に関する中学校教員の対応
や相談の実態と市の取り組みの課題

O-0402-5 押目 奈々 （岡山大学大学院保健学研究科）
小中学生の睡眠状況および睡眠負債と体格の関連
（第一報）小学生に着目して

O-0402-6 大村 礼子 （山形大学大学院医学系研究科看護学専攻博士前
期課程）
育児中の母親のインターネットサイト及びSNS
利用の実態

10月26日（金）10:40～11:40
第3会場（コンベンションホールB 1階）
座長：宮武 伸行（香川大学医学部衛生学教室）

O-0403-1 三橋 利晴 （岡山大学病院新医療研究開発センター）
e ラーニングによるヘルスリテラシーへの教育効
果；無作為化比較試験による検討

O-0403-2 芦田 登代 （東京大学）
被災地における健康と現在バイアスに関する分析

O-0403-3 鈴木 裕美 （香川大学医学部衛生学）
ウエアラブルセンサーが明らかにする親の間違っ
た認識～子どもの睡眠時間～

O-0403-4 渡辺修一郎 （桜美林大学大学院老年学研究科）
70歳以上高齢者のBody Mass Index および喫
煙状況と各種自覚症状との関連

O-0403-5 粟津 佳子 （京都市左京区役所保健福祉センター）
定年後世代男性における健康コミュニティ構築プ
ログラムの開発

第5分科会 親子保健・学校保健

10月26日（金）8:10～9:25
第4会場（中会議室A 3階）
座長：山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）

O-0501-1 小川 浩平 （国立成育医療研究センター）
女児における出生週数・出生体重と成長後の妊娠
転帰との関係

O-0501-2 上原 里程 （埼玉県立大学健康開発学科）
早期産は次子出産を希望しない要因である：健や
か親子21最終評価より

O-0501-3 山崎由美子 （川崎市立看護短期大学）
乳幼児を養育する母親が育児支援を受ける過程で
体験したネガティブサポートとは？

O-0501-4 木村美也子 （聖マリアンナ医科大学予防医学教室）
出生前検査と障がい児の出生―その実態と今後の
課題―

O-0501-5 喜瀬 真雄 （琉球大学大学院・医学研究科・衛生学・公衆衛
生学講座）
妊娠初期における正常血圧妊婦と前高血圧妊婦の
生活習慣病関連因子の比較検討～南九州・沖縄
UCエコチル調査から～

O-0501-6 山縣然太朗 （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）
甲州プロジェクト30年にみる地域の保健活動を
基にした出生コホート研究の意義

10月26日（金）9:25～10:40
第4会場（中会議室A 3階）
座長：小室 安宏（福島大学保健管理センター）

O-0502-1 織田 正昭 （福島学院大学福祉学部福祉心理学科）
福島市内の一小学校の5年生の歩数から見た体
力・肥満度に関する研究

O-0502-2 満安 しほ （宮崎県高鍋保健所）
宮崎県における小児の肥満とやせの状況～平成
28年度県民健康・栄養調査結果から～

O-0502-3 野口 緑 （大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生学）
学童期、思春期の肥満に関連する生活習慣の横断
的及び縦断的検討

O-0502-4 福屋 吉史 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
小学校2年児の登校しぶりと家庭内のリスク要
因：A-CHILD縦断研究

O-0502-5 大野美喜子 （産業技術総合研究所 人工知能研究センター）
跳び箱運動の動作分析に基づく傷害予防のための
教育ツールの開発

O-0502-6 渡會 睦子 （東京医療保健大学医療保健学部看護学科）
福島県いわき市「いのちを育む教育」推進のため
のいのち・性教育の教育実態調査

10月26日（金）10:40～11:40
第4会場（中会議室A 3階）
座長：北宮 千秋（弘前大学大学院保健学研究科）

O-0503-1 園部まり子 （NPO法人アレルギーを考える母の会）
保健センターなどと連携したアレルギーの「保健
指導」の試み

O-0503-2 山本貴和子 （国立成育医療研究センター）
アレルギー疾患児をもつ養育者を対象としたアレ
ルギー予防に関する意識調査

O-0503-3 高月 則子 （瀬戸内市役所）
産後のうつと関連する妊娠届出時アンケート項目
の検討；妊娠初期からの支援を目指して

O-0503-4 多喜代健吾 （弘前大学大学院保健学研究科）
父親の育児参加要因に対するソーシャルサポート
の影響および育児参加との関連

O-0503-5 野原 理子 （東京家政大学）
子育て支援のファミリーサポートサービスにおけ
る感染症情報のニーズ調査

第6分科会 高齢者のQOL・介護予防

10月24日（水）13:10～14:25
第8会場（プレゼンテーションルーム 4階）
座長：辻 一郎（東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）

O-0601-1 小瀧由美香 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）
リスク因子の組み合わせが認知症発生に与えるイ
ンパクト

O-0601-2 楢崎 兼司 （福岡工業大学社会環境学部）
地域高齢者の「健康づくりのための身体活動基準
2013」充足状況と要介護認定との関連
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O-0601-3 松下 恭子 （徳島大学大学院医歯薬学研究部）
多職種連携を推進する事例検討会での見取り図等
の活用の効果－インタビュー結果から

O-0601-4 二瓶 健司 （公益財団法人星総合病院）
郡山市の通いの場における「いきいき百歳体操」
実施後の生活空間の推移について

O-0601-5 りん りん （千葉大学大学院医薬学府）
高齢者の趣味の数・種類と認知症リスクとの関
連：JAGES6年間縦断研究

O-0601-6 佐川 三奈 （一関市病院事業特別養護老人ホーム光栄荘）
地域連携の中で育む認知症ケア 特別養護老人
ホームにおける活動の紹介

10月24日（水）14:25～15:40
第8会場（プレゼンテーションルーム 4階）
座長：田宮菜奈子（筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野／ヘ

ルスサービス開発研究センター）

O-0602-1 陣内 裕成 （日本医科大学衛生学・公衆衛生学）
笑う習慣と1年後、2年後の慢性膝痛所見との関
連：CIRCS研究

O-0602-2 大石 和也 （枚方市役所長寿社会部地域包括ケア推進課）
枚方市介護予防・日常生活支援総合事業の自立支
援の傾向～リハ職行為評価事業の実践～

O-0602-3 矢野 雄二 （越知町住民課越知町地域包括支援センター）
越知町における中山間限界集落の挑戦～野菜を育
てて売って介護予防～

O-0602-4 長嶺由衣子 （千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部
門）
被災による高齢者の総死亡への中長期影響：
JAGES2010 6年間追跡データより

O-0602-5 谷口かおり （浜松医科大学総合人間科学講座法学）
「療養上の世話」に関する訴訟の分析－誤嚥予防
対策について－

O-0602-6 阿部 計大 （東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学）
終末期の訪問介護サービスの利用と患者の在宅死
との関係

10月24日（水）15:40～16:55
第8会場（プレゼンテーションルーム 4階）
座長：渡辺修一郎（桜美林大学大学院老年学研究科）

O-0603-1 新井 智之 （埼玉医科大学保健医療学部理学療法学科）
自主グループ活動参加者の要介護予防効果の検
証－傾向スコアマッチングを用いた検討－

O-0603-2 富田 義人 （長崎大学 大学院 医歯薬学総合研究科 公衆
衛生学分野）
地域在住高齢者における転倒恐怖感の関連要因

O-0603-3 稲葉 耕一 （枚方市役所長寿社会部地域包括ケア推進課）
枚方市介護予防・生活支援サービス事業の自立支
援（行動変容促進）プログラムの開発

O-0603-4 久野 純治 （岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座）
東日本大震災被災地域の高齢者における新規転倒
発生要因の検討

O-0603-5 小川 貴久 （東京医科歯科大学 国際健康推進医学分野）
大腿骨近位部骨折術後患者の自立歩行再獲得の予
測時期に関する研究

O-0603-6 天笠 志保 （東京医科大学公衆衛生学分野）
筋力トレーニングの実施と身体機能の制限との関
連：高齢者を対象とした縦断研究

第7分科会 高齢者の医療と福祉

10月24日（水）16:55～18:20
第8会場（プレゼンテーションルーム 4階）
座長：石崎 達郎（東京都健康長寿医療センター研究所）

O-0701-1 青山 武司 （京都府立医科大学大学院医学研究科麻酔科学教
室）
高齢者におけるStanford A型急性大動脈解離
の術後転帰

O-0701-2 鷲尾 昌一 （聖マリア学院大学）
高齢者における院外発症肺炎発症の関連要因：症
例対照研究

O-0701-3 石原 美和 （宮城大学事業構想学研究科地域・社会システム
領域）
病院滞在時間に着目した地方部バス利用外来通院
患者の不便性の考察

O-0701-4 村田 典子 （九州大学大学院医学系学府医学専攻）
重度要介護者における死亡前1年間の療養場所と
死亡前医療費・介護費

O-0701-5 光武 誠吾 （東京都健康長寿医療センター研究所）
75歳以上を対象とした健康診査受診で受診勧奨
基準値以上に該当した者の特性

O-0701-6 高本佳代子 （熊本市健康福祉局福祉部高齢介護福祉課）
大都市における地域包括ケアシステムの推進のあ
り方に関する研究

O-0701-7 小宮 朋子 （千葉県安房保健所）
難病患者支援における保健所の役割 ～介護
支援専門員の実態調査から～

第8分科会 地域社会と健康

10月24日（水）15:40～16:55
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：近藤 尚己（東京大学大学院医学系研究科）

O-0801-1 井上 高博 （活水女子大学看護学部）
都市部の要支援高齢者のソーシャル・キャピタル
と生活機能－離島・農村部との比較

O-0801-2 秋山 和宏 （一般社団法人チーム医療フォーラム）
ソーシャルキャピタルとしての地域サロン支援サ
イトの構築に向けて

O-0801-3 高杉 友 （千葉大学大学院医学薬学府）
社会経済的状況と認知症リスクの関連：JAGES
縦断コホート研究

O-0801-4 松本 葉子 （摂南大学看護学部）
都市型準限界コミュニティ住民の健康な暮らしの
実現へ向けた取り組み

O-0801-5 小野口 航 （早稲田大学）
高齢者の信頼感と社会参加および精神的健康の関
連についての縦断的検討

O-0801-6 高木 大資 （東京大学大学院医学系研究科）
近隣の公園・スポーツ施設数と要支援以上認定の
関連：空間情報を用いた生存時間解析

10月24日（水）16:45～18:20
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：有本 梓（横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野）

O-0802-1 今村 晴彦 （東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野）
地域における血圧関連知識の測定とその関連要
因－長野県小海町の住民調査より－

O-0802-2 井手 一茂 （医療法人社団誠和会長谷川病院リハビリテー
ション部地域包括支援課）
地域レベルの趣味の会参加割合と1～3年後の介
護サービス受給率の関連：地域相関研究

O-0802-3 桜井 良太 （東京都健康長寿医療センター研究所）
高齢者の独居は健康に有害か？―ソーシャルネッ
トワークの多寡に着目した検討―
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O-0802-4 細木 千穂 （横浜市立大学医学部看護学科地域看護学教室）
中山間農村地域の高齢者における地域との関わり
合い：一人暮らし男性における意味

O-0802-5 鈴木 宏幸 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
社会参加促進を目的とした中高年者向け絵本読み
聞かせ方法習得講座の認知機能への効果

O-0802-6 佐藤 勝 （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 地域医療
人材育成講座）
地域資源を総動員し住民を巻込み住民主導の多職
種連携による地域医療づくり、町づくり

O-0802-7 佐々木由理 （国立保健医療科学院 国際協力研究部）
地域のつながりとうつからの回復 日本老年学的
評価研究（JAGES）3時点縦断分析

10月26日（金）9:10～10:25
第7会場（研修室 3階）
座長：久野 譜也（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

O-0803-1 手塚 一秀 （大阪がん循環器病予防センター循環器病予防部
門）
怒りと関連した循環器疾患発症リスクの増加は外
出行動習慣で修飾される：CIRCS研究

O-0803-2 野村 政子 （東都医療大学ヒューマンケア学部看護学科）
集合住宅における健康づくり人材育成と地域ネッ
トワークづくり

O-0803-3 長谷田真帆 （東京大学大学院医学系研究科保健社会行動学分
野／健康教育・社会学分野）
地域活動参加の所得階層間格差への地域エンパワ
メント支援の効果：JAGES介入研究

O-0803-4 金森万里子 （東京大学大学院医学系研究科健康教育・社会学
分野）
乳児死亡率の世帯の職業間格差 農業世帯に着目
して

O-0803-5 可知 悠子 （北里大学医学部公衆衛生学）
3～5歳で保育園・幼稚園に通っていない子ども
の社会・経済・健康面の特徴

O-0803-6 山口 将大 （つくばウエルネスリサーチ）
公共交通の利便性と運動習慣とヘルスリテラシー
の関係性－SWCプロジェクト（51）－

10月26日（金）10:25～11:40
第7会場（研修室 3階）
座長：小坂 健（東北大学大学院歯学研究科・東北大学スマートエイ

ジング学際重点研究センター）

O-0804-1 塚尾 晶子 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
健康情報伝達を可能とするインフルエンサー養成
システムの成果－SWCPJ（52）

O-0804-2 上野 貴之 （千葉大学大学院医学薬学府）
個人レベルのソーシャルキャピタル指標と健診異
常値－JAGES2016横断データの多変量解析

O-0804-3 鈴木 有佳 （大阪医科大学心理学・行動科学教室）
女性の社会的地位に関する市区町村の状況と死亡
率との関連

O-0804-4 星 真奈実 （東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野）
緑茶と現在歯数との関連はソーシャルネットワー
クによって異なるのか

O-0804-5 川村 桜 （東北大学）
歯科医院受診の地域差の決定要因の研究

O-0804-6 日下 純子 （公立小松大学保健医療学部看護学科）
日本のナイチンゲール 瓜生イワの業績に学ぶ保
健・医療・福祉活動

第10分科会 精神保健福祉

10月25日（木）16:25～17:50
第7会場（研修室 3階）
座長：反町 吉秀（青森県立保健大学大学院健康科学研究科社会的包

摂・セーフティプロモーション研究室）

O-1001-1 須賀 万智 （東京慈恵会医科大学環境保健医学講座）
うつ病発症者の受診促進をめざしたメッセージの
開発と評価 ～シリーズ配信の効果

O-1001-2 稲生 英俊 （千葉市こころの健康センター）
千葉市におけるギャンブル障害に関するインター
ネット調査

O-1001-3 高橋 俊雅 （望星新宿南口クリニック）
高ストレス者面接指導 41名の経験～ストレス
の背景と傾向の分析～

O-1001-4 阿部 和子 （山形さくら町病院医療技術部療食科）
障害者支援施設において職員が栄養講座に参加す
ることでの自身及び利用者への効果

O-1001-5 巽 夕起 （大和大学保健医療学部看護学科）
A市の成人女性の抑うつ傾向の実態

O-1001-6 小野寺淳史 （医療法人社団大和会大内病院2A病棟）
精神科病棟機能別による看護師の職業性ストレス
及び職務満足度の相違の特徴

O-1001-7 反町 吉秀 （青森県立保健大学大学院健康科学研究科社会的
包摂・セーフティプロモーション研究室）
香港における手段制限による自殺予防対策の背景

第11分科会 口腔保健

10月24日（水）16:55～18:20
第7会場（研修室 3階）
座長：瀬川 洋（奥羽大学歯学部口腔衛生学講座）

O-1101-1 坂東 志乃 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）
口腔セルフケアが高齢者の要介護リスクに与える
影響

O-1101-2 竹内 倫子 （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科予防歯科学
分野）
嚥下機能はオーラルディアドコキネシスと関連す
る

O-1101-3 永吉 真子 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
地域健診受診の有無と舌圧値との関連（離島地域
在住高齢者の悉皆調査より）

O-1101-4 真鍋 芳樹 （香川大学）
特定健診歯科問診項目と5・8年後の介護サービ
ス受給状況及び期間内死亡状況との関連

O-1101-5 芝崎 美幸 （健康運動指導研究所 FITPLUS）
地域高齢者における咬合力アップ運動のオーラル
フレイル予防としての有用性について

O-1101-6 大西 菜摘 （兵庫県健康福祉部健康局健康増進課）
離職歯科衛生士の復職支援事業の取組～離職歯科
衛生士の実態調査を中心に～

O-1101-7 松井 大輔 （京都府立医科大学大学院医学研究科地域保健医
療疫学）
女性において咬合力の低下は歩行速度の低下に関
連する

第12分科会 感染症

10月25日（木）12:45～14:00
第5会場（中会議室B 3階）
座長：西浦 博（北海道大学医学研究院社会医学系部門社会医学分野）

O-1201-1 竹川 美穂 （大阪市保健所）
大阪市の肺結核患者における脱落中断理由の分析

O-1201-2 小牧 文代 （川崎市健康福祉局保健所感染症対策課）
BCG個別接種化への取り組み－川崎市－
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O-1201-3 越後屋百合 （北海道大学医学院衛生学教室）
数理モデルを用いた日本における梅毒の新規感染
者数と診断率の推定

O-1201-4 安岡 圭子 （世田谷保健所感染症対策課）
東京都性感染症定点医療機関における梅毒発生動
向調査（2013～2017年）

O-1201-5 加賀 優子 （国立感染症研究所 感染症疫学センター）
平成26年4月～平成28年12月に感染症発生動
向調査に登録された風疹症例の検査実施状況

O-1201-6 藤山 理世 （神戸市保健所）
神戸市における留学生の結核接触者健診事例につ
いて

10月25日（木）14:00～15:15
第5会場（中会議室B 3階）
座長：遠藤 幸男（総合南東北病院 予防医学研究所・感染症センター）

O-1202-1 山田 梨沙 （東京都多摩立川保健所）
大型商業施設における集団感染事例の接触者健康
診断

O-1202-2 鈴木 智之 （滋賀県衛生科学センター）
肺炎球菌ワクチン政策の変遷と肺炎球菌性髄膜炎
の発生動向の変化

O-1202-3 山中 郁 （株式会社 タックインターナショナル）
パキスタンにおけるポリオ撲滅事業の体制・活
動・課題の現状

O-1202-4 坂本 龍太 （京都大学東南アジア地域研究研究所）
ブータン路上水たまりにおけるレジオネラ属菌の
検出

O-1202-5 蜂矢 正彦 （国立国際医療研究センター）
ベトナムにおけるムンプス、水痘の流行状況－多
段階収束抽出法に基づく抗体陽性率－

O-1202-6 遠藤 幸男 （総合南東北病院予防医学研究所・感染症セン
ター）
感染症対策における地域連携の取り組み

10月25日（木）15:15～16:40
第5会場（中会議室B 3階）
座長：片上 祐子（神戸市保健福祉局保健所）

O-1203-1 齋藤 孔良 （新潟大・国際保健学分野）
家族構成および相談先とインフルエンザワクチン
接種の関連～JAGES2016より～

O-1203-2 大谷 成人 （兵庫医科大学公衆衛生学）
インフルエンザワクチンの接種回数と獲得免疫の
関係

O-1203-3 吉原 真吾 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
カンジダ菌血症患者の菌種と薬剤耐性についての
分析

O-1203-4 土方 奈々 （東京都福祉保健局保健政策部疾病対策課）
大型商業施設内における結核集団感染に対し結核
菌の分子疫学的解析が有用であった事例

O-1203-5 横山 真一 （神戸市保健所）
神戸市における留学生の排菌結核事例

O-1203-6 小向 潤 （大阪市保健所）
大阪市の免疫低下者における潜在性結核感染症の
現状

O-1203-7 片上 祐子 （神戸市保健福祉局保健所）
乳児への感染・発病を認めた結核患者の接触者健
診の課題について

10月25日（木）16:40～18:05
第5会場（中会議室B 3階）
座長：小谷 尚克（福島県会津保健福祉事務所兼南会津保健福祉事務所）

O-1204-1 浦川美奈子 （公益財団法人結核予防会結核研究所）
多剤耐性／RFP耐性と副作用、言語の壁等から
治療困難だった外国出生結核患者支援の検討

O-1204-2 上本愛衣子 （豊中市保健所）
地区診断による結核発病高リスク層の決定と介入
について

O-1204-3 笠井 幸 （大阪市西成区役所）
ホームレスに対する潜在性結核感染症（LTBI）
治療の支援方法の検討

O-1204-4 鈴木 花津 （仙台市保健所）
仙台市における保健所HIV検査受検者数増加に
向けた取り組み

O-1204-5 塚本 展子 （埼玉県 衛生研究所）
埼玉県衛生研究所における薬剤耐性菌の検査状況

O-1204-6 松岡由美子 （熊本市環境総合センター）
熊本市環境総合センターにおける検査の質確保に
ついて

O-1204-7 池田 俊也 （国際医療福祉大学医学部公衆衛生学）
NDBを用いた帯状疱疹の受療状況に関する研究

第13分科会 健康危機管理

10月25日（木）8:10～9:25
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：坂田 清美（岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座）

O-1301-1 菅原 由美 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野）
被災後の地域のつながりと全死亡リスクの関連

O-1301-2 土屋 菜歩 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
東日本大震災後のメンタルヘルス関連指標変化と
家屋被害の関連

O-1301-3 吉田 佳督 （修文大学看護学部）
放射線リスクの専門家におけるレギュラトリーサ
イエンスとALARAの概念に対する認知

O-1301-4 谷村 晋 （三重大学大学院医学系研究科広域看護学領域）
三重県の津波浸水想定地域における5歳未満児数
の将来推計

O-1301-5 大谷 隆浩 （名古屋大学医学系研究科生物統計学）
災害・事故に伴う化学物質拡散の迅速視覚化ツー
ルの開発：福島第一原発事故を例として

O-1301-6 成田 暁 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
家屋損壊程度と骨梁面積率の変化量の関連：東北
メディカル・メガバンク事業

10月25日（木）9:25～10:40
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：坪倉 正治（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）

O-1302-1 舟田 俊平 （神戸市保健福祉局保健所）
神戸市内病院における地震に関する防災体制とそ
の課題について

O-1302-2 大森 純子 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分
野）
原子力災害リスクに備える看護職間ネットワーク
形成に関するエスノグラフィー

O-1302-3 菖蒲川由郷 （新潟大学大学院医歯学総合研究科国際保健学分
野）
原発事故後の福島県内小児の心の健康と4年後の
肥満への影響：福島県県民健康調査

O-1302-4 竹林 由武 （福島県立医科大学医学部健康リスクコミュニ
ケーション学講座）
福島第一原発事故の食品選択の経年変化：南相馬
市小学生の親を対象としたコホート研究

O-1302-5 原田 萌香 （東京家政大学大学院人間生活学専攻）
避難所規模の違いがエネルギー・栄養素提供量に
与える影響

O-1302-6 奥田 祐亮 （和歌山県田辺保健所）
DHEAT養成研修を活用した保健所と管内自治体
との災害時の連携に関する取組
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10月25日（木）10:40～11:40
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：加藤 清司（福島県県北保健事務所／福島県衛生研究所）

O-1303-1 渡邉 直行 （前橋市保健所）
地域住民中心の安定ヨウ素剤予防服用について

O-1303-2 佐藤 公子 （島根県立大学出雲キャンパス）
インターネット調査を用いた平常時の災害時の口
腔衛生材料備蓄と防災意識について

O-1303-3 古屋 好美 （山梨県中北保健所）
感染症ネットワークでつなぐ県・保健所・医療機
関の各組織・健康危機管理の強化体制

O-1303-4 齋藤 智也 （国立保健医療科学院健康危機管理研究部）
国による地方自治体の感染症疫学調査支援の外部
評価手法の開発

O-1303-5 新田 礼子 （川崎市健康安全研究所）
川崎市におけるEBS（Event based surveil-
lance）を理解するコアメンバーの育成

第14分科会 医療制度・医療政策

10月25日（木）12:45～14:00
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：加藤 源太（京都大学医学部附属病院 診療報酬センター）

O-1401-1 西岡 祐一 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
レセプト情報・特定健診等情報データベース
（NDB）：糖尿病患者の急性冠症候群リスク

O-1401-2 久保慎一郎 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
レセプト情報・特定健診等情報データベース
（NDB）の活用：透析患者追跡と死亡数検証

O-1401-3 明神 大也 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
レセプト情報・特定健診等情報データベースの活
用：外来処方医薬品のクロス集計

O-1401-4 野田 龍也 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
レセプト情報・特定健診等情報データベース
（NDB）の活用：糖尿病を例にした全国集計

O-1401-5 村上 淳基 （奈良県立医科大学公衆衛生学）
レセプトデータを用いた病院規模ごとの高齢者悪
性腫瘍に対する放射線治療の評価

O-1401-6 加藤 源太 （京都大学医学部附属病院診療報酬センター）
患者調査におけるNDBデータの利用可能性に関
する評価

10月25日（木）14:00～15:15
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：村上 正泰（山形大学大学院医学系研究科医療政策学講座）

O-1402-1 金 晟娥 （九州大学大学院医学系学府医学専攻）
死亡場所による後期高齢がん患者の終末期の医療
資源利用及び医療費に関する研究

O-1402-2 次橋 幸男 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
胃瘻造設術はどこで減少したか：奈良県KDB
データを用いた後方視的研究

O-1402-3 原野 由美 （九州大学大学院医学系学府）
後発品の普及推進が医療経済に与える影響の検討

O-1402-4 中西 康裕 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
心肺蘇生実施の意向に関する意識調査

O-1402-5 花木 奈央 （大阪大学公衆衛生学）
本邦の脊椎損傷患者の経年変化

O-1402-6 原 広司 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
医師の人口ピラミッドと地域間移動率を考慮した
医師数地域間格差の将来推計

10月25日（木）15:15～16:40
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：小林 廉毅（東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室）

O-1403-1 池洲 諒 （東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室）
二次医療圏を解析単位とした診療所勤務医師分布
の推移

O-1403-2 楠井 敏之 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
臨床工学技士の麻酔補助業務によるタスク・シフ
ティングの推進

O-1403-3 呉服淳二郎 （奈良市健康医療部）
「データヘルス」「多職種・医療連携」を活かし
た奈良市予防医療政策3年間の取り組み

O-1403-4 入谷 智子 （全国健康保険協会京都支部）
腎機能低下が年間医療費に与える影響：健診受診
者大規模データ解析

O-1403-5 佐藤 幹也 （筑波大学ヘルスサービス研究開発センター）
総合診療医が地域医療の効率化に果たす役割

O-1403-6 冨岡 慎一 （産業医科大学医学部公衆衛生学教室）
外来医療において医療費財源を圧迫する医療行為
の検討 ～外来医療費のデシル分析～

O-1403-7 岡本 潤 （大阪府健康医療部保健医療企画課）
地域網羅的救急傷病者レジストリデータから明ら
かになった救急搬送困難事例の実態

第15分科会 公衆衛生従事者育成

10月25日（木）15:00～16:25
第7会場（研修室 3階）
座長：古井 祐司（東京大学政策ビジョン研究センター）

O-1501-1 高城 智圭 （京都看護大学大学院）
保健師基礎教育における「地域包括ケアシステム」
教授の課題（第1報）

O-1501-2 三輪眞知子 （京都看護大学大学院）
保健師基礎教育における「地域包括ケアシステム」
教授の課題（第2報）

O-1501-3 奥山 智絵 （杏林大学保健学部看護学科地域看護学研究室）
行政保健師が家庭訪問で感じる困難と緩和要因の
探索的検討

O-1501-4 日高 友郎 （福島県立医科大学医学部衛生学・予防医学講座）
カリキュラム改変時における同年度異学年の社会
医学実習学生自己評価の比較検討

O-1501-5 小野寺悦子 （宮城県登米市市民生活部健康推進課）
地域保健活動実践のための土台づくり（第2報）～
「専門職としてありたい姿」の変化～

O-1501-6 本間 洋子 （宮城県登米市市民生活部健康推進課）
地域保健活動実践のための土台づくり（第3報）～
専門職研修による主体化のプロセス～

O-1501-7 堀内 建志 （千葉県市原保健所）
そうざいの露出陳列販売における衛生管理につい
て

第16分科会 保健所・衛生行政

10月25日（木）8:10～9:10
第7会場（研修室 3階）
座長：新家 利一（いわき市保健所）

O-1601-1 日高 真紀 （宮崎県中央保健所）
中央保健所における措置業務の現状と課題

O-1601-2 中川 優馬 （宮崎県中央保健所）
精神保健福祉法における警察官通報の増加とその
考察

O-1601-3 萩原 嬉胡 （宮崎県中央保健所）
措置対応を繰り返す患者の現状と支援の課題
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O-1601-4 中臣 昌広 （一般財団法人日本環境衛生センター）
災害時の保健所・環境衛生監視員の避難所衛生対
策活動の実際と成果

O-1601-5 清水 康輔 （名古屋市保健所北保健センター健康安全課）
子ども食堂における食品衛生について

10月25日（木）9:10～10:25
第7会場（研修室 3階）
座長：笹原 賢司（福島県県中保健福祉事務所）

O-1602-1 枇杷 美紀 （福岡県北筑後保健福祉環境事務所）
九州北部豪雨災害における被災地保健所の初動と
被災地保健所としてのかかわりについて

O-1602-2 浅野 由莉 （東京大学大学院学際情報学府学際情報学専攻）
現地調査に基づく医療安全支援センターの情報提
供体制の課題と今後の展望について

O-1602-3 氏平 高敏 （岐阜県飛騨保健所）
岐阜県におけるアレルギー疾患の診療状況

O-1602-4 吉田 穂波 （神奈川県立保健福祉大学）
公衆衛生医師確保・育成のための多様性包括型
キャリアパス構築に関する研究

O-1602-5 小川 祥子 （元東京大学大学院医学系研究科医療安全管理学
講座）
医療安全支援センターの相談対応力向上のための
教訓の共有

O-1602-6 刈谷 剛 （高知工科大学地域連携機構社会マネジメントシ
ステム研究センター）
地方自治体における社会保障システムの構造と政
策ロジックモデルに基づく政策評価

第17分科会 公衆栄養

10月25日（木）13:45～14:45
第8会場（プレゼンテーションルーム 4階）
座長：中村美詠子（浜松医科大学医学部健康社会医学）

O-1701-1 飯坂 真司 （淑徳大学看護栄養学部）
都市部在住高齢者の食・買い物行動と居住地区の
買い物環境の関連

O-1701-2 成田 美紀 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域在住高齢者における食品摂取多様性の加齢変
化パターンと要介護発生との関連

O-1701-3 久保 麻季 （東京家政学院大学）
子どもの食を支える力とは～グループインタ
ビューを通して保育士と栄養士の比較～

O-1701-4 岡田恵美子 （医薬基盤・健康・栄養研究所国立健康・栄養研
究所栄養疫学・食育研究部国民健康・栄養調査研
究室）
日本人における食事パターンと糖代謝異常との関
連：国民健康・栄養調査

O-1701-5 門平 晴樹 （会津大学大学院）
会津若松市民の食傾向～食品群から見た栄養の適
否～

10月25日（木）14:45～15:45
第8会場（プレゼンテーションルーム 4階）
座長：後藤 千穂（名古屋文理大学）

O-1702-1 酒元 誠治 （広島修道大学健康科学部健康栄養学科）
食事バランスガイドの概念を用いた青年男女の料
理摂取状況

O-1702-2 南里 明子 （福岡女子大学国際文理学部食・健康学科）
脳由来神経栄養因子に関連する生活習慣要因につ
いて：古河栄養疫学調査

O-1702-3 安達 悦子 （大分県東部保健所国東保健部）
食べて美味しい！うま塩ヘルシー弁当の開拓～地
域・職域と連携した食環境整備～

O-1702-4 東 あかね （京都府立大学大学院生命環境科学研究科）
京都府内の大学食堂の食事と食情報提供の実態

O-1702-5 後藤 千穂 （名古屋文理大学）
あいち健康チャレンジにおける地域住民を対象と
した野菜摂取状況と関連要因

第22分科会 国際保健

10月25日（木）12:45～13:45
第7会場（研修室 3階）
座長：黒沢 洋一（鳥取大学医学部医学科社会医学講座）

O-2201-1 満武 巨裕 （医療経済研究機構）
日本の保健医療分野における国際統計報告の現状
と展望

O-2201-2 大西 一成 （山梨大学大学院総合研究部附属出生コホート研
究センター）
鳥取県米子市における黄砂の健常者への健康影響

O-2201-3 和田 耕治 （国際医療福祉大学医学研究科公衆衛生学専攻）
朝鮮民主主義人民共和国の住民および第3国に移
住した人の健康状態の系統レビュー

O-2201-4 中野 政之 （長崎大学熱帯医学研究所国際保健学分野）
ネパール国ムスタン地方住民における健康リスク
因子の探索

O-2201-5 瀬川 裕美 （京都大学医学研究科医療経済学分野）
ブータン王国南部のNCDリスクと幸福感に影響
を与える要因：探索的質的研究

10月25日（木）13:45～15:00
第7会場（研修室 3階）
座長：山岡 和枝（帝京大学大学院公衆衛生学研究科）

O-2202-1 辻 晶代 （名古屋大学大学院医学系研究科看護学専攻）
カンボジア都市貧困地域在住2型糖尿病患者の服
薬アドヒアランスに関連する要因の検討

O-2202-2 梅村 朋弘 （愛知医科大学医学部衛生学講座）
コルカタ（インド西ベンガル州）における大気汚
染調査

O-2202-3 松井 三明 （長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研
究科）
開発途上国の経験と日本の衛生行政業務との接点
を模索するための質的調査

O-2202-4 堀内 清華 （帝京大学公衆衛生学研究科）
西太平洋地域において質の高い早期必須新生児ケ
アを維持する新規体制構築のための研究

O-2202-5 岩本あづさ （国立国際医療研究センター国際医療協力局）
カンボジアの地域における新生児死亡の実際―
Verbal Autopsy36例の記述結果より

O-2202-6 有馬 弘晃 （長崎大学熱帯医学研究所国際保健学分野）
ネパール高地民におけるテロメア長を用いた健康
リスク評価

第23分科会 保健医療介護サービス

10月25日（木）16:40～18:05
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：阿部 孝一（郡山市保健所）

O-2301-1 中部 貴央 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
認知症のケアにおける介護離職・介護休業と抑う
つ度との関連

O-2301-2 伊藤 雪絵 （奈良県立医科大学附属病院臨床研究センター）
リハビリ従事者の就労環境とストレスに関するア
ンケート調査

O-2301-3 愼 重虎 （京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
周術期口腔機能管理が食道・胃がん術後アウトカ
ムに及ぼす影響

O-2301-4 重田 史絵 （東洋大学ライフデザイン学部）
障害福祉施設における改善意識の違いと福祉サー
ビス第三者評価結果の関係
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O-2301-5 高橋 淳太 （東京都健康長寿医療センター研究所）
タブレット型コンピュータを利用した認知機能検
査の開発とその妥当性の検討

O-2301-6 岩上 将夫 （筑波大学ヘルスサービスリサーチ分野）
新規の要介護認定前後の医療費の短期的変化

O-2301-7 高橋 秀人 （国立保健医療科学院）
介護給付費等実態調査を用いた生命表法による境
界期健康寿命の試算について

English Session/Oral

10月24日（水）13:10～14:25
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：Reiko Saito（Division of International Health, Graduate

School of Medical and Dental Sciences, Nii-
gata University）

O-EO01-1 Sharon Hanley
（Department of Obstetrics and Gynecol-
ogy, Hokkaido University Graduate School
of Medicine）
Comparison of HPV genotyping and cytol-
ogy triage（COMPACT）in cervical screen-
ing

O-EO01-2 Hsiao-Ling HUANG
（Department of Public Health, Interna-
tional University of Health and Welfare（Ja-
pan）/Department of Healthcare Manage-
ment, Yuanpei University of Medical Tech-
nology（Taiwan））
Health literacy and seeking behavior
among hepatitis B carriers in Taiwan

O-EO01-3 Junji Seto （Yamagata Prefectural Institute of Public
Health）
Detection of modified and primary mea-
sles cases using a real-time RT-PCR

O-EO01-4 Minori Ooishi
（Katsushika city public health center）
Case report: An immigrated family cluster
of MDR-TB.

O-EO01-5 Festo Shayo（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Albuminuria among African COPD patients

O-EO01-6 Masamitsu Takamatsu
（Nitobe Memorial Nakano General Hospi-
tal）
Civilian-Military Cooperation as Seen
Through Pacific Partnership

10月24日（水）14:25～15:40
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座長：Kohta Suzuki（Department of Health and Psychosocial

Medicine, Aichi Medical University School
of Medicine）

O-EO02-1 Akiko Sawaguchi
（Tokyo Univresity of Welfare）
logistic sound of healthy parents & chil-
dren 21

O-EO02-2 Keizo Sato （Showa University School of Medicine）
Mathematica Sound of Child Law Consti-
tution

O-EO02-3 Masateru Takahashi
（Tokyo Metropolitan University）
Mathematica Sounds of child changes af-
ter Higashi Nihon earthquakes

O-EO02-4 Hiroshi Yokomichi
（Department of Health Sciences, Univer-
sity of Yamanashi）
Risks of ITP in live and inactivated vacci-
nations: case-control studies

O-EO02-5 Hiroshi Nishiura
（Hokkaido University）
Estimating the reproduction number from
importation time

O-EO02-6 Syed Mahfuz Al Hasan
（Department of Public Health, Faculty of
Medicine, Kagawa University）
Determinants of menstrual hygiene prac-
tices in adolescents in rural Bangladesh

10月25日（木）10:25～11:40
第7会場（研修室 3階）
座長：Akiko Tamakoshi（Department of Public Health, Hok-

kaido University Faculty of Medicine）

O-EO03-1 Yuki Yamagami
（Department of Epidemiology, Nara Medi-
cal University School of Medicine）
Physical activity and nighttime BP in eld-
erly individuals: the HEIJO-KYO cohort

O-EO03-2 Tran Ngoan Le
（International University of Health and
Welfare）
Meat Mutagens and Colorectal Adenoma
and Cancer

O-EO03-3 Tomoko Wakui
（The Tokyo Metropolitan Institute of Ger-
ontology）
Informal Male Caregivers’Work Productiv-
ity Loss: Absenteeism and Presenteeism

O-EO03-4 Huei-Ru Lin（Department of Healthcare Economics
and Quality Management, Graduate
School of Medicine, Kyoto University）
Determinants of long-term care expendi-
ture: a multilevel panel data analysis

O-EO03-5 Thida Win （Department of Public Health and Occu-
pational Medicine, Mie University Gradu-
ate State of Medicine）
Exploration of social capital in Myanmar
communities: a qualitative study

O-EO03-6 Roseline Yong
（Akita University Graduate School of
Medicine）
Indicators for hikikomori in rural Japan: job-
less and loneliness

10月26日（金）8:10～9:10
第7会場（研修室 3階）
座長：Tran Ngoan Le（International University of Health and

Welfare）

O-EO04-1 Yuka Yamazaki
（Department of Medical Education Tokyo
Medical University）
Japanese Public Health Courses in Medi-
cal Education

O-EO04-2 Ryo Watanabe
（Kanagawa University of Human Serv-
ices）
Exploring key challenges to improve the
shortage of public health physicians

O-EO04-3 Ngatu Nlandu
（International University of Health and
Welfare）
Silicosis in Congolese Cobalt and Copper
Miners

O-EO04-4 Shigeki Takemura
（Department of Hygiene, School of Medi-
cine, Wakayama Medical University）
Factors assosicated with hypertension
among industrial vibrating tool operators
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O-EO04-5 Yasushi Honda
（Faulty of Health and Sport Sciences, Uni-
versity of Tsukuba）
Area difference in cold-related mortality
is related to temperature distribution

10月26日（金）10:40～11:40
第6会場（小会議室2＋3 3階）
座 長：Chihaya Koriyama（Kagoshima University Graduate

School of Medical and Dental Sci-
ence, Department of Epidemiology
and Preventive Medicine）

O-EO05-1 Go Muto （Juntendo University Department of Envi-
ronmental Health）
Beyond UHC for maximize utilization: a
prediction model of NCD patients in Japan

O-EO05-2 Mari Nishino
（Teikyo University Graduate School of
Public Health）
Risk communication for volcanic gas: In-
troduction of infographics

O-EO05-3 Urara Fukuchi
（National Institute of Public Health）
Traffic Emergency Survival Rates with GIS

O-EO05-4 Toshiko Sawaguchi
（National Institute of Public Health, Minis-
try of Health Labour & Welfare）
Numerical Driven Trial：Integration of the
life & death via meta-RNA
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第1分科会 疫学・保健医療情報 P-0101-1～P-0105-10

第2分科会 ヘルスプロモーション P-0201-1～P-0206-10

第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム P-0301-1～P-0308-10

第4分科会 保健行動・健康教育 P-0401-1～P-0405-10

第5分科会 親子保健・学校保健 P-0501-1～P-0511-10

第6分科会 高齢者の QOL・介護予防 P-0601-1～P-0613-10

第7分科会 高齢者の医療と福祉 P-0701-1～P-0705-9

第8分科会 地域社会と健康 P-0801-1～P-0805-10

第9分科会 難病・障害の医療 P-0901-1～P-0902-8

第10分科会 精神保健福祉 P-1001-1～P-1005-10

第11分科会 口腔保健 P-1101-1～P-1104-10

第12分科会 感染症 P-1201-1～P-1205-10

第13分科会 健康危機管理 P-1301-1～P-1306-9

第14分科会 医療制度・医療政策 P-1401-1～P-1403-10

第15分科会 公衆衛生従事者育成 P-1501-1～P-1507-10

第16分科会 保健所・衛生行政 P-1601-1～P-1604-10

第17分科会 公衆栄養 P-1701-1～P-1705-10

第18分科会 健康運動指導 P-1801-1～P-1801-10

第19分科会 食品衛生・薬事衛生 P-1901-1～P-1902-9

第20分科会 産業保健 P-2001-1～P-2004-10

第21分科会 環境保健 P-2101-1～P-2102-10

第22分科会 国際保健 P-2201-1～P-2203-9

第23分科会 保健医療介護サービス P-2301-1～P-2302-10

EP English Session／Poster P-EP01-1～P-EP03-9

一般演題（示説）一覧
※「示説」「分科会№」「セッション№」「演題発表№」

例） P - 01 01 - 1
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第1分科会 疫学・保健医療情報

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：橋本 修二（藤田保健衛生大学医学部衛生学）

P-0101-1 橋本 修二 （藤田保健衛生大学医学部衛生学）
患者調査の総患者数推計の検討 第1報 新しい
推計方法とその応用

P-0101-2 村上 義孝 （東邦大学医学部社会医学講座医療統計学分野）
患者調査の総患者数推計の検討 第2報 国民生
活基礎調査の総傷病数との比較

P-0101-3 川戸美由紀 （藤田保健衛生大学医学部衛生学講座）
患者調査の総患者数推計の検討 第3報 総外来
患者の診療間隔

P-0101-4 三重野牧子 （自治医科大学情報センター医学情報学）
患者調査の総患者数推計の検討 第4報 脳血管
疾患の特性把握

P-0101-5 上野 悟 （国立保健医療科学院研究情報支援研究センター）
疫学研究の推進に向けたCDISC標準の利用

P-0101-6 井上 英耶 （滋賀県衛生科学センター）
NDBオープンデータを活用した都道府県間の平
均寿命に関連する要因解析

P-0101-7 井上康二郎 （岡山県真庭保健所）
KDBの4年間のデータによる日本の受診増加疾
患と保健情報提供のあり方について

P-0101-8 三輪のり子 （東京医療学院大学保健医療学部）
年齢効果を用いた地域格差指標の検討―脳血管疾
患・自殺・肺炎死亡―

P-0101-9 井岡亜希子 （琉球大学医学部）
医療施策の評価を目的とした保健医療情報のレ
コード・リンケージに関する研究

P-0101-10 相田 一郎 （国立保健医療科学院生涯健康研究部研究生）
人口動態統計における「届出遅れ」の可視化につ
いて

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：林 正幸（福島県立医科大学健康増進センター）

P-0102-1 瀬川 嘉之 （高木学校医療被ばく問題研究グループ）
がん検診による死亡率減少効果の証拠を再検討す
る

P-0102-2 恒松美輪子 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科）
がん検診の利益と不利益の評価：数理モデルと意
識調査のコラボレーション

P-0102-3 金村 政輝 （宮城県立がんセンター研究所がん疫学・予防研
究部）
がん登録情報を活用したがん対策の推進（1）市
町村別がん統計情報の提供の実態と課題

P-0102-4 只野 尚子 （公益財団法人宮城県対がん協会がん登録室）
がん登録情報を活用したがん対策の推進（2）第
3期がん対策推進計画の記載状況調査

P-0102-5 横田 賢一 （長崎大学原爆後障害医療研究所）
高齢者の肺がん検診の受診頻度と死亡率減少効果

P-0102-6 今井 博久 （東京大学大学院医学系研究科地域医薬システム
学講座）
高齢患者における多剤処方の薬剤疫学研究

P-0102-7 熊澤 良祐 （東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学）
在宅がん患者における薬剤疫学研究

P-0102-8 中尾 裕之 （宮崎県立看護大学看護学部看護人間学3）
国民の一般用医薬品購入に関する薬剤疫学研究

P-0102-9 林 正幸 （福島県立医科大学健康増進センター）
震災後の福島県に生じた医療需給の乖離と課題
（1） －医療統計から見た現状と対策－

P-0102-10 小柴 貴明 （福島県立医科大学医学部災害医療支援講座）
震災後の福島県に生じた医療需給の乖離と課題
（2） －腎透析から見た現状と対策－

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：橋本 浩一（福島県立医科大学医学部医学部小児科学講座）

P-0103-1 川上ちひろ （横浜市立大学医学部エコチル調査）
質問票返送の催促方法の違いによる回収率の差に
関する考察（エコチル調査）

P-0103-2 近藤 亨子 （大阪市立大学医学部・附属病院運営本部）
日本人におけるクローン病の発症関連因子：口腔
内衛生との関連

P-0103-3 江藤 孝史 （京都民医連中央病院麻酔科）
当院過去4年間における肺炎診断者数とK市内
PM2.5濃度の年次別生態学的研究

P-0103-4 佐野 尭 （自治医科大学公衆衛生学部門）
日本全国におけるPM2.5値と川崎病発生との関
連（2011年4月－2016年3月）

P-0103-5 山崎 雪恵 （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科法医学分野）
乳幼児突然死症候群（SIDS）死亡率の年次変化
と地域差に関する考察

P-0103-6 奥野 雅美 （富山大学エコチル調査富山ユニットセンター）
3歳児健診を活用したエコチル調査富山ユニット
センターにおけるフォローアップの検討

P-0103-7 土田 暁子 （富山大学大学院医学薬学研究部（医）公衆衛生
学講座）
エコチル調査における富山ユニットセンターの3
歳児健診会場での質問票回収活動

P-0103-8 松木 太郎 （名古屋市立大学エコチル調査愛知ユニットセン
ター）
愛知県におけるエコチル調査参加児の母親の就労
状況と質問票返送日数との関連について

P-0103-9 尾形 優香 （福島県立医科大学エコチル調査福島ユニットセ
ンター）
大規模出生コホート調査における発達検査の実施
状況と課題（エコチル調査より）

P-0103-10 佐藤 晶子 （福島県立医科大学エコチル調査福島ユニットセ
ンター）
出生コホート調査における現参加者数維持のため
のコミュニケーション活動とその課題

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：小嶋 雅代（名古屋市立大学大学院医学研究科医学・医療教育学）

P-0104-1 小嶋 雅代 （名古屋市立大学大学院医学研究科医学・医療教
育学）
平成28年度国民生活基礎調査に基づくわが国の
関節リウマチ患者の疫学像

P-0104-2 高橋 篤 （群馬県伊勢崎保健福祉事務所）
群馬県A保健医療圏における最近の外国人結核
の特徴と動向

P-0104-3 清水 裕美 （福島県立医科大学 医学部 小児科学講座）
ヒトパレコウイルス3型への中和抗体価と周産期
因子との関連

P-0104-4 高橋美保子 （埼玉医科大学医学部社会医学）
最近11年間の我が国におけるインフルエンザ流
行による死因別超過死亡の現状

P-0104-5 竹内 昌平 （長崎県立大学看護栄養学部栄養健康学科）
将来人口推計を用いた都市部と地方における感染
症流行リスクの検討

P-0104-6 松本 伸哉 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
油症患者における患者ごとの2,3,4,7,8-
PeCDF半減期の変化

P-0104-7 小濱美代子 （埼玉県衛生研究所）
埼玉県における健康寿命及び関係指標の状況

P-0104-8 井手野由季 （群馬大学未来先端研究機構）
日本人看護職女性におけるサプリメントの利用状
況：日本ナースヘルス研究（JNHS）



61

P-0104-9 大塚 礼 （国立長寿医療研究センター）
食品摂取の多様性と尿中Na,K排泄量、血圧との
関連：NIPPON DATA2010

P-0104-10 月野木ルミ （日本赤十字看護大学地域看護学領域）
NIPPPON DATA90を用いた、喫煙習慣、血
圧、BMI と健康寿命との関連

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：柴崎 智美（埼玉医科大学）

P-0105-1 伊藤 挙 （国士舘大学体育学ハイテク・リサーチ・セン
ター）
非均一系としての人の集団と死因別年齢階級死亡
率

P-0105-2 馬場菜安奈 （山梨大学大学院総合研究部医学領域臨床医学系
歯科口腔外科学講座）
病院に勤務する歯科医師のストレス要因の検討

P-0105-3 逸見 治 （国立がん研究センター社会と健康研究センター
コホート連携研究部連携研究室）
都心に近く高齢化が急速に進むと予想されている
地方自治体の疾病構造の将来推計

P-0105-4 中野 裕紀 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
東日本大震災後の福島県「県民健康調査」におけ
るインターネット調査の開発と実装

P-0105-5 荒木隆一郎 （埼玉医科大学医学部社会医学）
わが国の単産複産別低出生体重児出生割合の年次
推移～近年の動向～

P-0105-6 入江 沙代 （横浜市立大学医学部医学科）
日本における平均寿命、健康寿命、不健康期間の
6年間の動向

P-0105-7 高橋 俊貴 （横浜市立大学医学部医学科）
都道府県別に見たアレルギー疾患患者の経年変化

P-0105-8 岡本 翔平 （慶應義塾大学）
男女の健康格差：Male-female health-sur-
vival paradox

P-0105-9 茂野 敬 （富山大学大学院医学薬学研究部成人看護学2）
脳卒中発症の週内変動

P-0105-10 世古 留美 （藤田保健衛生大学医療科学部看護学科）
介護保険に基づく平均自立期間の2010～
2016年の推移

第2分科会 ヘルスプロモーション

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：野村由美子（青森市保健部 青森市保健所）

P-0201-1 野村由美子 （青森市保健部青森市保健所）
短命市返上の取組（第1報）～「あおもり健康づ
くりリーダー」の育成体制

P-0201-2 種市 靖子 （青森市保健所健康づくり推進課）
短命市返上の取り組み（第2報）～「あおもり健
康づくりリーダー」の主体化～

P-0201-3 舟久保徳美 （福島県立医科大学医学部疫学講座）
笑いプログラムの肥満と身体機能への効果：アー
ユルヴェーダの視点からの評価

P-0201-4 伊木 智子 （関西看護医療大学看護学科地域在宅看護学領域）
男性を対象とする“笑い”を取り入れたプログラ
ムの取り組みの評価と課題

P-0201-5 谷内 佳代 （大阪府池田保健所企画調整課）
豊能圏域健康寿命延伸 project ～大阪府豊能圏
域における生活習慣実態分析～

P-0201-6 川端 陽子 （大阪府池田保健所企画調整課）
高校生向け健康寿命延伸 project ～魅力あるプ
ログラムの構築～

P-0201-7 高橋 愛 （大阪府池田保健所企画調整課）
産官学連携健康寿命延伸 project ～産官学連携
による魅力あるプログラムの構築～

P-0201-8 廣瀬 充登 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
産官学連携健康寿命延伸 project 対象者特性の
報告と今後の展望

P-0201-9 餅 美知子 （園田学園女子大学）
クリニックと飲食店の連携による生活習慣病予防
についての取り組み

P-0201-10 松葉 真 （園田学園女子大学）
地域と取り組んだ健康対策「100日プロジェク
ト」

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：黒川 通典（大阪樟蔭女子大学健康栄養学部）

P-0202-1 大澤真奈美 （群馬県立県民健康科学大学）
A村と大学との協働による住民の健康づくりへの
取り組みの成果

P-0202-2 塩ノ谷朱美 （群馬県立県民健康科学大学）
A村の3年間の若年者から高齢者を対象とした健
康診査結果の分析

P-0202-3 坪井 りえ （群馬県立県民健康科学大学）
A村の健康診査結果の分析による肥満及び血糖と
生活習慣の関連

P-0202-4 黒川 通典 （大阪樟蔭女子大学健康栄養学部）
尿中塩分量と生理指標との関連：田尻町循環器疾
患予防プロジェクト

P-0202-5 加藤 佳子 （神戸大学大学院人間発達環境学研究科）
地域住民の心の健康と食品・栄養摂取状況との関
連：田尻町循環器疾患予防プロジェクト

P-0202-6 松尾遼太朗 （順天堂大学医学部公衆衛生学講座）
地域住民における主観的な眠気と交通事故との関
連：東温スタディ

P-0202-7 大島あかね （順天堂大学医学部公衆衛生学講座）
地域住民における客観的な眠気と交通事故との関
連

P-0202-8 坂間 玲子 （順天堂大学医学部総合診療科）
被災地における児童小児の心理的特徴

P-0202-9 比嘉 憲枝 （名桜大学人間健康学部看護学科）
沖縄県A地区の低学年児童の朝食欲と保護者が
感じている学校での過ごし方の関連

P-0202-10 小川真奈美 （熊本市東区役所保健子ども課）
校区単位の子育て支援ネットワーク活性化の取
組～防災教育を通して～

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：井上 辰樹（龍谷大学社会学部）

P-0203-1 川崎 裕美 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科）
中高年男性のための視力に関する保健指導の試
み－安全運転を維持するために－

P-0203-2 荒谷美津子 （広島大学附属三原学校園）
児童の視力と睡眠の状態との関連性の検討－視力
低下防止の新たな取り組みの可能性－

P-0203-3 寺内 祐美 （元埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科）
中高年向けの運動教室が医療費に及ぼす影響

P-0203-4 小武家優子 （第一薬科大学地域医療薬学センター）
薬学生による地域住民への災害時の避難所におけ
る健康管理に関する健康教室開催報告

P-0203-5 鈴木 研太 （日本医療科学大学保健医療学部）
大学地域連携による認知症予防講座の取り組み

P-0203-6 磯 知恵 （医療法人財団健和会足立区地域包括支援セン
ター千寿の郷）
医療機関と共同して健康づくりを推進している高
齢者の主体的行動の特徴
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P-0203-7 田口 孝行 （埼玉県立大学保健医療福祉学部）
3年間の毎日一万歩運動継続参加者における歩
数・運動機能・体組成・血液検査値変化

P-0203-8 柴田 健雄 （東海大学健康学部）
神奈川県伊勢原市の健康バス事業における体組成
の年次比較

P-0203-9 勢井 雅子 （徳島県総合健診センター）
徳島県の幼児肥満健康管理システム

P-0203-10 井上 辰樹 （龍谷大学社会学部）
心と身体の元気アップ教室（第5報）－二代目ラ
ジオ体操第3の腹囲改善効果－

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：松木 秀明（東海大学 医学部 看護学科）

P-0204-1 松木 秀明 （東海大学医学部）
総合型地域スポーツクラブ継続参加者の健康調査
に関する研究

P-0204-2 内藤 孝雄 （富士ゼロックス株式会社）
職場における就労者のバランス計測から転倒予防
の取り組み

P-0204-3 後藤 順子 （山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科）
クアオルト健康ウォーキング継続参加者の保健行
動

P-0204-4 小原 遥 （岩手県遠野市健康福祉部健康長寿課）
健幸ポイント導入による運動機会の動機付けとそ
の効果

P-0204-5 新井 春美 （新潟市秋葉区役所）
ロコモティブシンドローム予防の普及・啓発の取
り組み～サポーター活動支援を通して～

P-0204-6 萩 裕美子 （東海大学体育学部スポーツ・レジャーマネジメ
ント学科）
ロコモ予防・改善のための地域における組織連携
を可能にする要因分析

P-0204-7 森 耕平 （関西福祉科学大学保健医療学部リハビリテー
ション学科）
1年間の運動教室に参加した高齢者の身体機能と
血管機能の変化

P-0204-8 吉川 基 （筑波大学人間総合科学研究科）
アスリートの競技タイプ別にみたSOCの機能に
関する検討

P-0204-9 安藤 裕一 （筑波大学ヘルスサービス開発研究センター）
高齢者の運動参加機会の増加に向けて：総合型地
域スポーツクラブ活動状況調査の分析

P-0204-10 阿部 巧 （東京都健康長寿医療センター研究所）
身体活動量と全死亡との関連性に及ぼす歩行速度
の媒介効果

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：中山貴美子（神戸大学大学院）

P-0205-1 中山貴美子 （神戸大学大学院）
市町村保健師が抱える地域組織活動展開上の課題

P-0205-2 伊藤 真理 （未来工学研究所）
離島地域での効果的な子宮頸がん検診を目指した
自己採取HPV検査の活用（鹿児島県）

P-0205-3 大塚理恵子 （岡山市保健所）
町内会がヘルスプロモーションに関わるに至るプ
ロセスへの保健師の関与

P-0205-4 花岡 匡子 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科健康開発科
学研究室）
生産年齢層を対象とした森林環境への滞在による
心理・生理的効果

P-0205-5 石井 義之 （国土交通政策研究所）
生活支援サービス運営者が地域で開くコミュニ
ティ拠点における取組

P-0205-6 岩井 梢 （NPO法人ウェルビーイング）
障害者への合理的配慮を可能とするガイドブック
作成の取り組み－視覚障害者の歯科受診

P-0205-7 高橋 勇太 （神奈川県横浜市健康福祉局）
ヘルスリテラシーと相談資源及び得た知識、契機
との関連：新老人の会会員を対象として

P-0205-8 下地 紀靖 （名桜大学人間健康学部看護学科）
インテリアグリーン設置による精神的変化

P-0205-9 宮原 英生 （高砂香料工業株式会社研究開発本部フレーバー
研究所）
デオアタック（R）P1摂取による腸内腐敗物量制御
の可能性について

P-0205-10 福田 茉莉 （島根大学医学部環境保健医学講座）
戦後の公衆衛生活動の歴史的変遷－島根県を例に

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：稲垣 敦（大分県立看護科学大学）

P-0206-1 村山 幸子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
住民参加型ワークショップ「お互いさまゲーム」
の開発：生活支援ニーズの質的分析

P-0206-2 氏家 玉枝 （宮城県大崎市田尻総合支所市民福祉課）
健診受診率向上を目指した協働の取り組みから，
保健推進員の育成のあり方を考える

P-0206-3 岡平珠才子 （広島都市学園大学健康科学部看護学科）
特定保健指導対象者の社会経済状況と健診結果改
善度との関連

P-0206-4 真田 知世 （一般財団法人日本気象協会関西支社）
小児ぜんそく患者を対象としたぜんそくリスク予
報の提示とアプリケーションの開発

P-0206-5 古屋敷明美 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科）
IT 企業社員を対象とした滞在型転地勤務がもた
らす生理機能および睡眠感への影響

P-0206-6 佐藤さとみ （独立行政法人労働者健康安全機構東京労災病院
治療就労両立支援センター）
業務および個人生活でのVisual Display Ter-
minals 作業と身体的不調の関連

P-0206-7 積口 順子 （福島県会津保健福祉事務所）
産学官連携から会津地域に広がる食育ネットワー
クの輪

P-0206-8 吉田 知克 （福島県立医科大学健康増進センター）
福島県西会津町の健康寿命延伸事業の評価

P-0206-9 行田 美穂 （周防大島町健康増進課）
「ちょび塩（減塩）」活動によるソーシャル・キャ
ピタルの醸成

P-0206-10 稲垣 敦 （大分県立看護科学大学）
離島住民の健康寿命と食習慣：大分県姫島村につ
いて

第3分科会 生活習慣病・メタボリックシンドローム

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：前田 隆（山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科）

P-0301-1 近藤 泰之 （群馬県健康福祉部保健予防課）
群馬県における特定健診データを用いた主観的睡
眠障害と生活習慣病発症との関連

P-0301-2 宮崎 香織 （群馬県健康福祉部保健予防課）
群馬県における生活習慣病予防対策推進のための
特定健康診査データの分析

P-0301-3 堀江孝太朗 （名古屋大学大学院医学系研究科国際保健医療
学・公衆衛生学）
中小企業従業員の女性配偶者における特定健康診
査受診要因に関する質的研究

P-0301-4 落合 裕隆 （昭和大学医学部衛生学公衆衛生学講座）
女性におけるALTと慢性腎臓病との関連（ZRF
study 第13報）
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P-0301-5 白澤 貴子 （昭和大学医学部衛生学公衆衛生学講座）
飲酒習慣別、肥満・腹部肥満の組合せと高尿酸血
症の関連（ZRF study 第14報）

P-0301-6 横川 吉晴 （信州大学医学部保健学科）
特定健診受診者の身体活動環境評価と身体活動と
の関連

P-0301-7 乾 明成 （青森県健康福祉部）
特定健診参加者における糖尿病三大合併症の知識
状況－青森県某町のパイロット調査－

P-0301-8 谷口 栄作 （島根大学医学部地域医療支援学講座）
特定健診・標準質問票からみた島根県の健康状況
についての考察

P-0301-9 岡田 実 （亀田メディカルセンター幕張）
「隠れメタボ」の動脈硬化性疾患データ分析
－「メタボ」との差異と生活習慣との関連－

P-0301-10 前田 隆 （山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科）
メタボ健診と緑内障・視神経乳頭陥凹について

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：和泉 京子（武庫川女子大学看護学部）

P-0302-1 榎本 奈生 （高畠町健康長寿課）
高畠町民の特性に合わせた保健指導の確立に向け
た前向き介入研究

P-0302-2 大野 洋一 （埼玉医科大学 地域医学推進センター）
地域住民の特定保健指導積極的および動機付け支
援における腹囲と内臓脂肪面積の相関

P-0302-3 岡 隆史 （岐阜県保健環境研究所）
特定健康診査データを活用した岐阜県内における
生活習慣病有病者の分布状況の調査

P-0302-4 上杉 慶子 （郡山市保健所）
特定保健指導による循環器疾患罹患の予防効果

P-0302-5 中田三千代 （豊中市保健所）
豊中市における糖尿病性腎症重症化予防事業の介
入効果

P-0302-6 三浦 紀恵 （岩手県環境保健研究センター保健科学部）
岩手県における特定健診等から見たメタボリック
シンドロームと生活習慣について

P-0302-7 杉本 章二 （公益財団法人高知県総合保健協会）
特定健診血清クレアチニン検査と血圧値・Hba1
c値・尿蛋白検査との関係

P-0302-8 田平 昌代 （泉佐野市役所）
特定健診5年未受診低所得者への家庭訪問での健
康支援の評価 1報：特定健診受診状況

P-0302-9 舟本 美果 （羽曳野市役所）
特定健診5年未受診低所得者への家庭訪問での健
康支援の評価 2報：医療機関受診状況

P-0302-10 和泉 京子 （武庫川女子大学看護学部）
特定健診5年未受診低所得者への家庭訪問での健
康支援の評価 3報：医療費の状況

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：寳澤 篤（東北大学東北メディカル・メガバンク機構）

P-0303-1 寳澤 篤 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
家屋の損壊の程度と頸動脈エコー内膜中膜肥厚の
変化：地域住民コホート調査

P-0303-2 良知 弘務 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
一般住民における尿Na/K比と腎機能障害への
進行の関連：住民コホート調査

P-0303-3 上田由喜子 （大阪市立大学大学院生活科学研究科）
朝食欠食と血圧の関係―朝食摂取頻度と血圧を報
告した20研究のメタ分析―

P-0303-4 大澤 正樹 （盛岡つなぎ温泉病院内科）
高齢者における慢性腎臓病による死亡と循環器疾
患罹患リスクへの影響

P-0303-5 西連地利己 （獨協医科大学医学部公衆衛生学講座）
古典的循環器疾患危険因子の有無別の心房細動と
循環器疾患死亡リスク：茨城県健康研究

P-0303-6 李 嘉奇 （大阪大学大学院公衆衛生学教室）
地域住民における血清尿酸と病型別脳卒中発症と
の関連（CIRCS）

P-0303-7 岡 達郎 （島根県出雲保健所）
島根県における血圧管理状況とその課題 ～健診
データを用いた検討～

P-0303-8 瀬戸 裕一 （愛媛県健康増進課）
愛媛県における人工透析導入に至るリスクの検討

P-0303-9 岡田 武夫 （大阪がん循環器病予防センター）
高齢者の高血圧発症の要因について

P-0303-10 藤井 亮輔 （藤田保健衛生大学医療科学部臨床検査学科）
血清尿酸値の変化率と慢性腎臓病の新規発症：
J-MICC Study 大幸地区

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：城 憲秀（中部大学生命健康科学部）

P-0304-1 藤丸 郁代 （中部大学生命健康科学部スポーツ保健医療学科）
特定保健指導終了率からみた特定健診・特定保健
指導のポピュレーションアプローチ

P-0304-2 樋口 温子 （大阪大学医学系研究科保健学専攻総合ヘルスプ
ロモーション科学講座）
特定健診受診者における翌年の体重増加率と血
圧・血糖・脂質リスクの関連について

P-0304-3 井出 宣子 （聖路加国際病院）
生活習慣病リスク因子をもつ夜間の食事摂取行動
と社会心理学的因子の検討

P-0304-4 高橋 典子 （郡山市保健所）
福島県郡山市における大腸がん検診未受診者に対
する再勧奨事業の評価

P-0304-5 青木まゆみ （岐阜市健康部南市民健康センター）
岐阜市における平成28年度特定保健指導の評価
と課題

P-0304-6 藤浪 正子 （静岡県健康福祉部健康増進課総合健康班）
特定健診受診者19万人の腎機能正常者と低下者
の身体状況及び生活習慣の比較

P-0304-7 中尾 紗綾 （熊本市役所健康づくり推進課）
地域を巻き込んだCKD対策の取組～糖尿病対策
への拡充～

P-0304-8 腰山 誠 （公益財団法人岩手県予防医学協会）
地域住民を対象とした推定食塩摂取量と尿中
Na/K比の生活習慣病因子との関連

P-0304-9 須田みゆき （山梨大学大学院医工農学総合教育部生命医科学
専攻社会医学講座）
特定保健指導の予約方法による実施率向上と効果

P-0304-10 山田 真司 （青森県立保健大学健康科学部看護学科）
健診対象者の変量効果を考慮した特定健康指導の
翌年度の検査値への改善効果について

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：西川 智文（京都光華女子大学）

P-0305-1 小野 浩二 （日本スキンケア協会）
アルツハイマー病の年齢階級別死亡率

P-0305-2 山口 麻衣 （豊島区池袋保健所健康推進課）
豊島区在住の若年女性の健康課題：やせ女性の特
徴

P-0305-3 藤田 美鈴 （千葉大学大学院医学研究院公衆衛生学）
既存の質問票に簡易式スパイロメータを追加する
ことでCOPDの検出能力は向上する

P-0305-4 金 光宇 （医療法人社団成和会 西新井病院）
児童・生徒による行動変容に着目した足立区にお
ける生活習慣病対策の取り組み
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P-0305-5 葛原 彩 （青森県健康福祉部がん・生活習慣病対策課）
青森県の健診とレセプトデータを用いた地域診断
手法の再構築と活用の取り組み

P-0305-6 赤池亜伊里 （甲州市役所健康増進課）
40歳未満の者に対する健康診査の受診機会の拡
大及び保健指導の取り組みについて

P-0305-7 梅本かおり （慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
都市住民における出生体重と循環器疾患の危険因
子との関連：神戸研究

P-0305-8 田村 恒介 （富山県衛生研究所環境保健部）
リン調整因子 FGF23と骨質マーカーHomo-
cysteine の関連について

P-0305-9 田村 瞳 （長崎大学病院）
がん患者への病棟看護師による在宅の視点を持っ
た看護実践の自己評価に関連する要因

P-0305-10 清水美代子 （日本赤十字豊田看護大学看護学部）
VDT作業従事者の食行動

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：原田 小夜（梅花女子大学看護保健学部看護学科）

P-0306-1 原田 小夜 （梅花女子大学看護保健学部看護学科）
滋賀県がん相談支援センターにおける相談の実
態～相談記入シートの分析から～

P-0306-2 一柳 勇介 （全国健康保険協会東京支部）
がん検診後の精密検査の早期受診は労務不能日数
を短くする

P-0306-3 船山 和志 （横浜市健康福祉局健康安全部保健事業課）
対策型検診での、乳房の構成の判定における偏り
について

P-0306-4 上村 浩一 （徳島大学大学院医歯薬学研究部予防医学分野）
Hepatic steatosis index や Fatty liver index
と慢性炎症や動脈スティフネスとの関連

P-0306-5 濱 秀聡 （大阪国際がんセンターがん対策センター）
大阪府のがん検診受診状況に関する性・年齢階級
別の検討

P-0306-6 松本 佳祐 （埼玉医科大学大学院社会医学教室）
埼玉県における胃がん検診について

P-0306-7 金田 光平 （埼玉医科大学 社会医学）
埼玉県における市町村が実施するがん検診の精度
管理に関する検討

P-0306-8 平田 あや （慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
地域住民における Fatty liver index と CAVI と
の関連：鶴岡メタボロームコホート研究

P-0306-9 竹野 肇 （東京大学大学院公共健康医学専攻臨床情報工学
室）
乳がんスクリーニングへの赤外線サーモグラフィ
の応用に関する研究動向

P-0306-10 長光 玲央 （京都府立医科大学地域保健医療疫学）
胃がんリスク層別化検査（ABC分類）と動脈硬
化度との関連の検討

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：斉藤 功（愛媛大学大学院医学系研究科地域健康システム看護学）

P-0307-1 尾崎 悦子 （京都府立医科大学地域保健医療疫学）
一般成人健常者におけるロコモ度テスト判定と筋
力測定結果について

P-0307-2 渡邉 美貴 （名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分
野）
遺伝的リスク認知が市民の健康行動に与える影響
を検討する無作為化比較試験デザイン

P-0307-3 松本 夏子 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻生体情
報科学講座）
成人一卵性双生児を対象とした腸内細菌叢と健康
習慣に関する研究

P-0307-4 森野 謙一 （全国健康保険協会富山支部）
5年間の生活習慣病予防健診情報を用いた動態的
集団評価の試み

P-0307-5 深水 志帆 （前大分県立看護科学大学大学院）
A県内の消防吏員の食習慣と生活習慣病指摘経験
との関連

P-0307-6 山本 亮 （株式会社くまもと健康支援研究所）
保健医療専門職による特定健康診査受診勧奨の実
証効果

P-0307-7 風間 眞理 （奈良県立医科大学医学部看護学科）
ピアサポーターが認知するカウンセリングの本質
に影響を与える要因

P-0307-8 田畑 正司 （一般財団法人 石川県予防医学協会）
データヘルス計画に基づいた委託保健事業取り組
みの効果について

P-0307-9 中西 唯公 （順天堂大学スポーツ健康科学部）
調理製菓専門学校と看護専門学校に属する女子学
生の健康状態と生活習慣の実態

P-0307-10 斉藤 功 （愛媛大学大学院医学系研究科地域健康システム
看護学）
心拍変動と身体活動量に関する疫学研究：東温ス
タディ

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：小林 良清（長野県長野保健福祉事務所）

P-0308-1 小林 良清 （長野県長野保健福祉事務所）
保健所単位の糖尿病性腎症重症化予防プログラム
の策定について

P-0308-2 平田 匠 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
東日本大震災に伴う家屋被害の程度とHbA1c
値の変化の関連：地域住民コホート調査

P-0308-3 柳澤 綾子 （東京大学大学院医学系研究科社会医学専攻公衆
衛生学）
糖尿病薬使用者における眼合併症および下肢切断
リスク因子の検討‐レセプトデータ分析

P-0308-4 伯井 朋子 （大阪がん循環器病予防センター）
飲酒量と食品群別摂取状況等およびメタボリック
シンドロームの関連

P-0308-5 有馬 和彦 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科公衆衛生学
分野）
地域在住住民における飲酒習慣と骨量の関連解析

P-0308-6 指宿 りえ （鹿児島大学医歯学総合研究科大学院国際離島医
療学）
非アルコール性脂肪性肝疾患の経時的変化の男女
差に関するコーホート研究

P-0308-7 下敷領一平 （鹿児島大学大学院医歯学総合研究科）
日本人一般集団における飲酒量と健診結果の関連
に関する横断的研究：J-MICC研究より

P-0308-8 小西 雅美 （篠山市役所保健福祉部健康課）
肥満の有無別にみた慢性腎臓病の関連要因：篠山
研究

P-0308-9 櫻井しのぶ （順天堂大学医療看護学部）
若年女性の隠れ肥満の実態と関連する生活習慣に
ついて［第1報］

P-0308-10 梅澤 光政 （獨協医科大学医学部公衆衛生学講座）
日本人労働者における尿蛋白陽性所見と聴力検査
有所見の縦断的検討

第4分科会 保健行動・健康教育

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：阪東美智子（国立保健医療科学院）

P-0401-1 阪東美智子 （国立保健医療科学院）
戸建住宅居住者の居住環境と生活習慣に関する
WEB調査―性別・年齢と居住リテラシー
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P-0401-2 坂口みさと （元 大分県立看護科学大学大学院看護学研究科
広域看護学コース）
大分県内の中小企業における“健康経営事業所”
事業担当者のヘルスリテラシー

P-0401-3 助友 裕子 （日本女子体育大学）
大学生のヘルスリテラシーとがんの知識との関連
（第2報）ピア教育開発過程

P-0401-4 片山佳代子 （神奈川県立がんセンター臨床研究所がん予防・
情報学部）
大学生のヘルスリテラシーとがんの知識との関連
（第3報）体育大学での調査研究

P-0401-5 王 鴻 （早稲田大学大学院人間科学研究科健康福祉科学
領域）
大学生のヘルスリテラシーとがんの知識との関連
（第4報）総合大学でのweb調査研究

P-0401-6 宇野 智子 （愛知学院大学心身科学部健康栄養学科）
大学生における運動習慣と飲酒および喫煙に関す
る調査

P-0401-7 山北 満哉 （北里大学一般教育部人間科学教育センター健康
科学単位）
小学生の先延ばし傾向と肥満の関連

P-0401-8 岩永 資隆 （京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻
国際保健学講座健康政策・国際保健学分野）
高等学校用保健体育の教科書における飲酒と健康
に関する記述の分析

P-0401-9 小林れい子 （聖徳大学看護学部看護学科）
教材学習による看護学生のセルフ・ヘルプグルー
プ支援への理解

P-0401-10 関 由起子 （埼玉大学教育学部）
保護者と養護教諭が行う軽微な怪我に対する処置
の違い

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：齋藤 麗子（十文字学園女子大学健康管理センター）

P-0402-1 齋藤 麗子 （十文字学園女子大学健康管理センター）
若い女性における嫌煙意識の経年変化

P-0402-2 山崎 一幸 （島根県健康福祉部）
島根県におけるたばこ対策の効果

P-0402-3 勝又 聖夫 （日本医科大学衛生学・公衆衛生学）
医学生の喫煙率の推移と喫煙に関する考え方の変
化

P-0402-4 平田紀美子 （日本医科大学）
禁煙・防煙教育への課題 －2－ －非燃焼タバ
コの有害性を知っていますか－

P-0402-5 依田 彩文 （長崎大学病院総合診療科）
非喫煙者学生への禁煙教育における効果的なアプ
ローチ方法の検討

P-0402-6 天貝 賢二 （茨城県立中央病院・茨城県地域がんセンター消
化器内科）
職員の定期健康診断を活用したABC検診と喫煙
状況調査（5年前との比較）

P-0402-7 小山史穂子 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
東日本大震災による失業は喫煙本数増加に関連す
るのか

P-0402-8 鈴木 史明 （医療法人定生会谷口病院）
A市路上における喫煙状況の年次推移について

P-0402-9 大貫 文 （東京都健康安全研究センター）
三次喫煙による有害化学物質の曝露経路に関する
基礎的検討

P-0402-10 稲葉 洋平 （国立保健医療科学院）
加熱式たばこ3製品と紙巻たばこの使用による受
動喫煙曝露分析

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：島本太香子（奈良大学社会学部総合社会学科）

P-0403-1 福島 教照 （東京医科大学公衆衛生学分野）
就学前施設における幼児期運動指針活用の現状に
関する記述疫学的検討

P-0403-2 各務 竹康 （福島県立医科大学医学部衛生学・予防医学講座）
正常血圧者の血圧悪化を予知する生活習慣の変化

P-0403-3 加瀬 悠平 （富山大学大学院医学薬学研究部疫学・健康政策
学講座）
睡眠の質に対する個人および職場のソーシャル
キャピタルの関与

P-0403-4 鳥山 奈菜 （国立病院機構東京医療センター）
大学生のソーシャルジェットラグの状況と健康関
連QOL及び睡眠の質との関連の検討

P-0403-5 安田 敬子 （神戸女子大学家政学部）
ポピュレーションアプローチとしての社員食堂へ
の栄養教育

P-0403-6 今川 洋子 （北海道千歳保健所）
健康経営の波及を目指す「その先の、健康大国プ
ロジェクト。北海道」の実践の意義

P-0403-7 小出 恵子 （四天王寺大学教育学部）
20·30代の事務系独身男性における仕事備え型
生活習慣モデル

P-0403-8 春日 潤子 （横浜市健康福祉局健康安全部保健事業課）
自治体独自の認証制度創設による健康経営の推進
の効果

P-0403-9 平澤 芳恵 （東京労災病院治療就労両立支援センター）
看護師におけるPMSと生活習慣の関連

P-0403-10 島本太香子 （奈良大学社会学部総合社会学科）
当地域の女性の健康とワークライフバランスに関
する調査結果から

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：尾崎伊都子（名古屋市立大学看護学部）

P-0404-1 尾崎伊都子 （名古屋市立大学看護学部）
若年男性に対するウェブサイトと人的支援を併せ
た減量プログラムの無作為化比較試験

P-0404-2 岩永 直美 （全国健康保険協会愛媛支部）
若年男性に対するウェブサイトと人的支援を併せ
た減量プログラムのプロセス評価

P-0404-3 石丸 佳奈 （大阪がん循環器病予防センター）
保健指導における拒否者の特徴について

P-0404-4 真殿 亜季 （大阪市立大学大学院）
就寝前2時間以内の夕食習慣を継続するとメタボ
リックシンドロームは悪化する

P-0404-5 千葉 唯 （大阪市職員共済組合）
特定保健指導リピーターの特性

P-0404-6 土田ももこ （筑波大学体育専門学群）
職域における若年者の健康状態・生活習慣の特徴

P-0404-7 津田美智子 （杏林大学保健学部健康福祉学科）
企業従業員における特定保健指導タイプ別にみた
生活習慣の相違

P-0404-8 原田 裕子 （名古屋市衛生研究所）
がん検診を受診しない要因の検討

P-0404-9 金城 文 （鳥取大学医学部社会医学講座環境予防医学分野）
多量飲酒と機会大量飲酒（ビンジ飲酒）における
社会経済的要因のちがい

P-0404-10 土器屋美貴子（大分大学医学部公衆衛生・疫学講座）
高校生の将来飲酒意識と生活習慣との関連
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10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：原田まつ子（東京家政大学家政学部栄養学科）

P-0405-1 中村 明美 （武庫川女子大学）
癌患者の生活課題を可視化する試み －島根県癌
サロンの参与分析から－

P-0405-2 許斐 樹 （長久手市福祉部健康推進課）
乳がん検診の受診意識と知識との関連―年齢によ
る相違の検討―

P-0405-3 春田 悠佳 （上智大学大学院総合人間科学研究科心理学専攻）
子宮頸がん検診受診意図を規定する認知変数―行
動変容ステージごとの検討―

P-0405-4 五十嵐久人 （信州大学医学部保健学科広域看護学領域）
健診受診者の主観的健康感と生活習慣の関連

P-0405-5 佐野 智子 （城西国際大学福祉総合学部福祉総合学科）
指こすり・指タップ音聴取検査の他者評価と自己
評価との関連

P-0405-6 中田 領樹 （株式会社 健康科学研究所）
持続可能な自主活動に向けて主体性向上を目指し
た介護予防教室の取り組みと成果

P-0405-7 門間 貴史 （筑波大学体育系）
中年者における運動・スポーツの具体的実施方法
と健康寿命との関係

P-0405-8 藤原 啓子 （横浜市健康福祉局）
よこはまウォーキングポイント事業調査結果か
ら～大都市の健康行動勧奨のトライアル

P-0405-9 池原 賢代 （大阪医科大学衛生学・公衆衛生学）
妊婦の喫煙及び飲酒－エコチル調査大阪ユニット
センターでの状況－

P-0405-10 原田まつ子 （東京家政大学家政学部栄養学科）
エタノール摂取と亜鉛の栄養状態に関するラット
を用いた実験研究

第5分科会 親子保健・学校保健

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：藤原 武男（東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 国際

健康推進医学分野（公衆衛生学担当））

P-0501-1 渡辺多恵子 （淑徳大学看護栄養学部看護学科）
養育状況の18年間の推移と子ども虐待リスクと
関係する要因の検討

P-0501-2 布施 晴美 （十文字学園女子大学）
多胎育児家庭が体験する困難感

P-0501-3 黒川 浩美 （公益財団法人聖バルナバ病院）
児の出生体重と妊婦の体重増加量と血中ヘモグロ
ビン濃度との関連

P-0501-4 石井 陽子 （川崎医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科）
養育里親インタビュー結果にみる里親支援への示
唆

P-0501-5 湯舟 邦子 （帝京平成大学）
父親の産後うつに関する文献検討－国内文献を中
心に－

P-0501-6 久島 萌 （山梨大学大学院医工農学総合教育部）
父親の育児サポートと母親の育児満足感との関
連―「健やか親子21」最終評価より―

P-0501-7 山本真悠子 （前大分県立看護科学大学大学院博士前期課程）
市町村保健師が多胎児妊婦・家族へ行う支援活動
における重要性の認識

P-0501-8 藤原 武男 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
妊娠届情報でDVや虐待を予測できるか？リア
ルデータ解析

P-0501-9 伊角 彩 （東京医科歯科大学 国際健康推進医学分野）
妊娠期からの虐待予防を目的とした保健師支援ア
プリの開発

P-0501-10 土井 理美 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
ハイリスク妊婦への家庭訪問における保健師支援
アプリの活用

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：清水 洋子（東京女子医科大学看護学研究科）

P-0502-1 裏川 友紀 （三重県津市健康づくり課）
若年妊婦への妊娠期からの支援を考える（第1報）
妊娠時のアンケート結果の現状から

P-0502-2 庄山 直美 （三重県津市健康づくり課）
若年妊婦への妊娠期からの支援を考える（第2報）
若年妊婦の気持ちと環境との関連

P-0502-3 榊原 文 （島根大学医学部看護学科）
母親のインターネット依存と主観的虐待観との関
連

P-0502-4 松本 珠実 （大阪市阿倍野区保健福祉センター）
地方自治体における児童虐待事例検討の改善に向
けて～高齢者虐待との対比から～

P-0502-5 布目 千裕 （高岡市福祉保健部健康増進課）
被虐待経験のある子どもの家族再統合支援に関わ
る保健師の役割と専門性

P-0502-6 経塚 標 （福島県立医科大学）
初産婦の母体年齢が分娩週数、出生体重に与える
影響についての検討（エコチル調査）

P-0502-7 木下 朋美 （福岡市中央区保健福祉センター）
福岡市中央区における妊娠早期からの支援（専門
職による全妊婦面談を開始して）

P-0502-8 長弘 千恵 （徳島文理大学保健福祉学部）
保健師が関わる乳児家庭全戸訪問事業の実態につ
いて－人口規模による比較－

P-0502-9 白井 和美 （東海市役所健康推進課）
産前・産後サポート事業（アウトリーチ型）の取
り組みについて

P-0502-10 清水 洋子 （東京女子医科大学看護学研究科）
自治体における子ども虐待予防のためのグループ
（MCG）支援の有用性

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：藤田智香子（青森県立保健大学）

P-0503-1 橋本 淳一 （青森県立保健大学理学療法学科）
小学生への総合的な身体活動の介入が平衡機能に
及ぼす影響（第2報）

P-0503-2 福島 真人 （青森県立保健大学健康科学部理学療法学科）
小学高学年の児童に対する運動介入が身体活動量
に及ぼす影響

P-0503-3 李 相潤 （青森県立保健大学）
成長期における呼吸エクササイズ介入及び介入終
了後の呼吸機能の応答

P-0503-4 鈴木 孝夫 （青森県立保健大学）
成長期における呼吸機能に身体組成と体力が及ぼ
す影響

P-0503-5 藤田智香子 （青森県立保健大学）
小学生への総合的な身体活動の介入と栄養指導が
児童と保護者に及ぼす影響（第2報）

P-0503-6 松永 和子 （岡山大学養護教諭特別別科）
高校生の学校生活スキルが保健室の活用に及ぼす
影響

P-0503-7 細川 陸也 （名古屋市立大学看護学部）
学童期における両親の関係性と児の問題行動との
関連

P-0503-8 澤田 優子 （森ノ宮医療大学保健医療学部理学療法学科）
学童期の主観的体力リスク低減と育児環境との関
連

P-0503-9 谷川 涼子 （青森県立保健大学）
小学生の肥満と生活習慣の関連
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P-0503-10 芳我ちより （岡山大学）
状況および睡眠負債と体格の関連（第二報）中学
生に着目して

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：西條 泰明（旭川医科大学社会医学講座公衆衛生学・疫学分）

P-0504-1 西條 泰明 （旭川医科大学社会医学講座公衆衛生学・疫学分）
エコチル調査北海道ユニットセンターにおける妊
娠時のシラカンバ特異 IgEレベル

P-0504-2 崔 美善 （大阪大学医学系研究科公衆衛生学教室）
エコチル調査大阪ユニットセンターにおける質問
票回収に影響する要因の検討

P-0504-3 秋山 有佳 （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）
山梨県甲州市における妊婦の妊娠前の食事内容の
変化－甲州プロジェクト30年の記録－

P-0504-4 大岡 忠生 （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座）
1歳6ヶ月児の睡眠と母親の就労の関連につい
て－甲州プロジェクト30年の記録－

P-0504-5 小島 令嗣 （山梨大学社会医学講座）
5歳児健診30年間の推移～甲州プロジェクトよ
り

P-0504-6 佐藤 美理 （山梨大学大学院総合研究部附属出生コホート研
究センター）
エコチル調査における追跡率に関連する要因の検
討；山梨エリアと信州エリアの比較から

P-0504-7 伊藤裕美子 （郡山市こども支援課）
郡山市における幼児の肥満と関連要因：市のデー
タを活用した後ろ向きコホート研究

P-0504-8 山崎さやか （健康科学大学看護学部看護学科）
市区町村の区分別にみた乳幼児を持つ親の喫煙状
況：健やか親子21最終評価より

P-0504-9 平澤 秋子 （あいち小児保健医療総合センター保健センター
保健室）
市区町村の乳幼児健診事業の受診結果や精密検査
結果等の報告等に関する都道府県の実態

P-0504-10 山田 成人 （東京医科歯科大学 国際健康推進医学分野）
育児について夫や他の人に相談できない母親の産
後うつリスクは高いか？

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：伊藤 常久（東北生活文化大学短期大学部生活文化学科）

P-0505-1 井上みゆき （和歌山県立医科大学保健看護学部）
3歳児の不慮の事故による医療機関受診と1歳6
ヶ月時の生活要因との関連

P-0505-2 若松 千尋 （青梅市健康福祉部健康課）
3歳児健康診査未受診者の分析から見えた傾向と
今後の対策について

P-0505-3 橋口 恵美 （久留米市役所子ども未来部）
久留米市版子育て世代包括支援センター設置によ
るハイリスク妊産婦支援の効果と課題

P-0505-4 新美 志帆 （あいち小児保健医療総合センター）
こどもの事故予防指導における保健指導の状況に
ついて

P-0505-5 押栗 泰代 （ナーシングクリエイト株式会社）
ベビー防災 ～母たちに伝える「減災」の知恵～

P-0505-6 内田 博之 （城西大学大学院薬学研究科医療栄養学専攻）
Age-period-cohort 分析を用いた男児出生割
合の変動と震災による心的外傷後ストレス

P-0505-7 越智真奈美 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究
所 自殺総合対策推進センター）
児童・生徒のSOSの出し方に関する教育 小・
中学校におけるモデル授業の効果検証

P-0505-8 廣田 直美 （日本赤十字豊田看護大学）
東日本大震災における養護教諭の健康支援活動に
関連する文献検討

P-0505-9 佐光 恵子 （群馬大学大学院保健学研究科）
東日本大震災が児童生徒にもたらした心身の健康
への影響と養護教諭の健康支援活動

P-0505-10 伊藤 常久 （東北生活文化大学短期大学部生活文化学科）
沿岸部の小学校における津波を想定した学校防災
に関する研究

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：白井こころ（大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座（公衆衛

生学））

P-0506-1 長澤真衣子 （大阪大学公衆衛生学）
乳児を持つ親への産後一か月の専門職からの支援
と虐待リスクに関する検討

P-0506-2 谷川果菜美 （大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生学）
1歳6か月児の生活習慣と母親の育てにくさの認
識、虐待リスクに関する検討

P-0506-3 白井こころ （大阪大学公衆衛生学講座）
周囲のサポート・父親の育児参加と母親の育てに
くさの認識・虐待リスクに関する検討

P-0506-4 小野 真代 （東京慈恵会医科大学医学部看護学科）
乳幼児期の子どもを持つ母親のソーシャルサポー
トとメンタルヘルスとの関連

P-0506-5 一柳由紀子 （東京家政大学健康科学部看護学科）
乳幼児健診時における保健師の相談対応

P-0506-6 加藤 直実 （愛知県健康福祉部児童家庭課）
子育て世代包括支援センターの設置推進における
県の役割について

P-0506-7 井水 正恵 （東京都福祉保健局少子社会対策部家庭支援課）
「子供手帳モデルに関する検討会」報告～子供手
帳モデルの策定～

P-0506-8 伊草 綾香 （埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科博士
前期課程）
3歳児健康診査における母親の満足度とその理由

P-0506-9 藤田 律子 （大田原市役所子ども幸福母子健康係）
地域における母子支援を効果的に進めるために
（訪問型5歳児健診の結果から）

P-0506-10 渡邊 智 （株式会社バスクリン）
幼児及び保護者の入浴意識と生活習慣、QOLと
の関連

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：吉池 信男（青森県立保健大学健康科学部栄養学科）

P-0507-1 吉池 信男 （青森県立保健大学健康科学部栄養学科）
乳幼児期における食事に関わる養育者の困りごと
とその要因

P-0507-2 志澤 美保 （京都府立医科大学大学院保健看護学研究科）
幼児期の子供の食行動と養育環境との関連

P-0507-3 倉澤 茂樹 （関西福祉科学大学保健医療学部）
小学生を対象とした睡眠教育“みんいく”の効果

P-0507-4 熊谷 貴子 （青森県立保健大学健康科学部栄養学科）
青森県児童生徒の性・出生年コホートおよび地域
別にみた肥満と痩身割合の縦断推移

P-0507-5 堀 純子 （洗足こども短期大学）
保育者養成校における保健分野の学びの現状を踏
まえた授業内容の検討と今後の課題

P-0507-6 佐々木渓円 （実践女子大学生活科学部食生活科学科）
幼児期の甘い間食摂取の習慣化に関する乳幼児健
診の問診項目を活用した分析

P-0507-7 冨崎 悦子 （慶應義塾大学）
養育者が子どもをたたく要因の検討

P-0507-8 宮村 季浩 （山梨大学大学院総合研究部医学域看護学系健
康・生活支援看護学講座）
大学生の寝だめと成績の関係
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P-0507-9 高倉 実 （琉球大学医学部）
高校生の飲酒行動およびその社会格差と学校にお
ける集合的効力との関連

P-0507-10 小山 佑奈 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
アルコール小売店舗数の減少によって児童虐待は
減るのか

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：大脇 淳子（松蔭大学看護学部）

P-0508-1 植村真喜子 （埼玉医科大学医学部社会医学）
埼玉医科大学感染症情報収集システムの運用－
2015～2017年の児童生徒の感染症流行状
況－

P-0508-2 柴崎 智美 （埼玉医科大学医学部社会医学）
埼玉医科大学感染症情報収集システムの運用－イ
ンフルエンザの型別流行状況－

P-0508-3 栗田 順子 （茨城県立医療大学保健医療科学研究科看護学専
攻）
保育施設における手足口病対策

P-0508-4 松田 彩子 （帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座）
小児におけるインフルエンザ発症状況（2016-
2017年シーズン）

P-0508-5 庄野あい子 （明治薬科大学公衆衛生・疫学研究室）
妊娠中における季節性インフルエンザワクチン接
種の認知および接種について

P-0508-6 内藤 舜斗 （筑波大学臨床試験・臨床疫学研究室）
甲状腺超音波検査実施状況調査および検査終了後
の情報発信手段の検討

P-0508-7 増本 年男 （鳥取大学医学部社会医学講座健康政策医学分野）
妊娠前の既往歴が血中オキシトシン濃度に与える
影響

P-0508-8 加藤 承彦 （国立成育医療研究センター社会医学研究部）
0歳・1歳時点での保育園利用とその後の入院の
リスクとの関連

P-0508-9 高田 薫 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
小・中学校における食物アレルギーに関する文献
レビュー

P-0508-10 大脇 淳子 （松蔭大学看護学部）
学童期小児アレルギー性疾患患者のセルフケア移
行に影響する家族の療養支援の特徴

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：織田 正昭（福島学院大学大学院心理学研究科）

P-0509-1 キット彩乃 （長崎大学生命医科学域保健学系）
看護系大学生の朝食摂取習慣とその関連要因

P-0509-2 李 剣 （金沢大学医薬保健学総合研究科）
在日中国人母親の産後うつ傾向の実態

P-0509-3 藤本 優子 （神戸市看護大学看護学部）
親世代・祖父母世代が持つ「孫育て」に関するニー
ズの実態

P-0509-4 安田 令奈 （福島市保健所）
福島市における「こんにちは赤ちゃん事業」事業
評価：地域の子育て支援者からの評価

P-0509-5 並木美砂子 （浦安市役所）
子育てケアプラン作成に関する効果測定（第4報）

P-0509-6 吉朝 加奈 （津田塾大学学芸学部国際関係学科）
妊娠期の母性保護措置の利用の実態－東京都3市
における乳児健康診査より－

P-0509-7 倉持 幸恵 （筑西市保健福祉部健康づくり課）
茨城県筑西市における思春期保健事業としての性
教育の効果

P-0509-8 須田 由紀 （公立大学法人山梨県立大学看護学部）
児・親への保健指導と保健師が発達面で気になる
児と判断する着目点との関連

P-0509-9 中本 麻美 （湯浅町役場）
五歳児健診事業化に伴って可能となった保育現場
との協働による支援とその効果

P-0509-10 田中 笑子 （筑波大学医学医療系）
社会的かかわりが子どもの社会適応に及ぼす影
響：18年間のコホート研究に基づく検証

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：後藤 文枝（東海市市民福祉部）

P-0510-1 後藤 文枝 （東海市市民福祉部）
東海市の重症心身障害児の現状と今後の取り組み
について

P-0510-2 植松 勝子 （中部学院大学看護リハビリテーション学部看護
学科）
ASD児の早期発見・支援における乳幼児健康診
査の検討1歳6カ月児健康診査体制

P-0510-3 松山 明子 （千葉県千葉リハビリテーションセンターリハビ
リテーション療法部視能矯正科）
発達に遅れがある三歳児眼科精密検査の意義

P-0510-4 山下 紫帆 （元愛媛大学医学部看護学科）
思春期の発達障害児を育てた母親が自己肯定感を
高められた過程ついて

P-0510-5 山本 好美 （出雲市役所子ども未来部子ども政策課）
出雲市における5歳児を対象とした発達相談事業
の評価

P-0510-6 中山 久子 （順天堂大学医療看護学部）
広汎性発達障害児の社会性発達を促進させる運動
教室の環境を作り出すスタッフの関わり

P-0510-7 増田さゆり （群馬県こども未来部児童福祉課）
群馬県の1歳6か月児健康診査における発達障害
の早期発見に向けた行動観察導入の現状

P-0510-8 中山かおり （東京医科歯科大学大学院）
発達障害児の保護者への個別育児支援プログラム
のプロセス評価－「子どもをほめる」－

P-0510-9 大河内彩子 （熊本大学大学院生命科学研究部地域看護学分野）
乳幼児健診での事後支援の明確化に向けた自閉症
的特性のスクリーニング基準の検討

P-0510-10 藤田 彩見 （新見公立大学健康科学部）
発達に関する専門家への援助要請行動と精神的健
康の関連：幼児の母親を対象とした調査

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：松田 宣子（関西国際大学 保健医療学部 看護学科 公衆衛生

看護学領域）

P-0511-1 松田 宣子 （関西国際大学 保健医療学部 看護学科 公衆
衛生看護学領域）
子育て支援ネットの活用の現状および成果

P-0511-2 荒井 和子 （東京都豊島区池袋保健所長崎健康相談所）
ゆりかご面接の効果的な事業継続と展開を目指す
方策の検討について

P-0511-3 高橋ひとみ （桃山学院大学法学部）
生涯学習社会を構築するための幼児視力検査の充
実（2）―2歳児の視力検査の試み―

P-0511-4 菅原美栄子 （元東京都福祉保健局少子社会対策部家庭支援課）
東京都における小児慢性特定疾病児童等への自立
支援に向けた調査及び交流会の取組

P-0511-5 生井 明美 （下野市健康増進課）
栃木県県南健康福祉センター管内における要支援
妊婦の評価と選定基準の統一化

P-0511-6 有本 梓 （横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野）
乳幼児を育てる母親におけるUCLA孤独感尺度
の妥当性・信頼性の検証

P-0511-7 宮野 幸子 （金沢大学医薬保健学総合研究科）
1歳6か月児を持つ母親の育児仲間の実態と育児
仲間の有無に関連する要因
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P-0511-8 石井 由貴 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
産後の女性の健康とSense of Coherence に関
する文献レビュー

P-0511-9 津村 千賀 （御坊市役所健康福祉課）
子育て世代包括支援センター『にっこりあ』を立
ち上げて～子育て支援の充実～

P-0511-10 仁木 敦子 （大阪府立病院機構大阪母子医療センター）
総合周産期母子医療センターの社会的ハイリスク
妊婦 ～地域関係機関との連携から

第6分科会 高齢者のQOL・介護予防

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：竹田 徳則（星城大学リハビリテーション学部）

P-0601-1 児玉 知子 （浜松医科大学健康社会医学講座 訪問共同研究
員）
地域高齢者における健康と社会参加活動に関連す
る要因について‐JAGESプロジェクト‐

P-0601-2 工藤 恵子 （帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科）
教材DVD「生活を俯瞰する見取り図の活用：在
宅ニーズの理解のために」の作成と活用

P-0601-3 大越 扶貴 （三重県立看護大学）
仮想事例を用いた事例検討会における見取り図活
用効果

P-0601-4 宮下 智葉 （横浜市戸塚福祉保健センター）
都市部在住自立高齢者における Life-space
mobility に関連する要因の検討

P-0601-5 平井 寛 （山梨大学生命環境学部）
不便な買い物環境への暴露期間と高齢者の食物摂
取・健康喪失による脱落の関連の検討

P-0601-6 浅野友佳子 （文屋内科消化器科医院 訪問リハビリテーショ
ンらいらっく）
豪雪地帯に住む健康高齢者の環境適応能力
～冬期間の移動能力を中心に～

P-0601-7 飯吉 令枝 （新潟県立看護大学地域生活看護学領域）
住民代表者と専門職からみたA豪雪地域に暮ら
す高齢者の栄養・食生活行動の現状と課題

P-0601-8 清野 諭 （東京都健康長寿医療センター研究所）
大都市在住高齢者の運動実践形態と精神的健康と
の関連：独居または同居別の検討

P-0601-9 石川 信仁 （京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）
人口が増加する都市の高齢及び青壮年住民のウェ
ルビーイング増進要因の縦断的検討

P-0601-10 竹田 徳則 （星城大学）
通いの場2時点参加有無別社会参加状況の変化－
JAGES 2013-2016パネルデータ分析－

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：藤野 善久（産業医科大学産業生態科学研究所環境疫学研究室）

P-0602-1 村山 洋史 （東京大学高齢社会総合研究機構）
職場のソーシャルキャピタルとバーンアウト：地
域包括支援センター職員へのパネル調査

P-0602-2 谷垣 佑樹 （兵庫県立但馬長寿の郷）
兵庫県但馬地域に暮らす活動的な高齢者のフレイ
ルとその特徴

P-0602-3 九津見雅美 （兵庫県立大学看護学部）
兵庫県但馬地域に暮らす活動的な高齢者における
うつの割合と関連要因の検討

P-0602-4 柴田 真志 （兵庫県立大学看護学部）
兵庫県但馬地域における高齢者の社会参加の場と
フレイルの関連

P-0602-5 早坂 信哉 （東京都市大学人間科学部公衆衛生・健康医学研
究室）
自宅での温泉利用と健康QOLの関連

P-0602-6 横井賀津志 （森ノ宮医療大学保健医療学部）
個人にとって意味ある作業と主観的健康観との関
連：わかやまヘルスプロモーション研究

P-0602-7 児玉小百合 （相模女子大学短期大学部食物栄養学科）
地域の自立高齢者における楽しみ・生きがいのあ
る運動頻度と3年後の自立度との関連

P-0602-8 藤茂登順子 （ふじみ野市役所高齢福祉課）
地域在住高齢者における基本チェックリストを用
いた介護予防事業の効果検証について

P-0602-9 中村 桃美 （ダイヤ高齢社会研究財団）
シルバー人材センター会員の年齢段階別の退会理
由；全国6万人調査の結果から

P-0602-10 藤野 善久 （産業医科大学産業生態科学研究所環境疫学研究
室）
高齢者における健康状態の遷移に関するパネル
データの分析（第2報）

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：加藤 清人（平成医療短期大学リハビリテーション学科）

P-0603-1 加藤 清人 （平成医療短期大学リハビリテーション学科）
通いの場参加者のフレイル割合と参加年数別の運
動開始の有無との関連－JAGES project-

P-0603-2 小板橋恵美子（淑徳大学看護栄養学部）
高齢者のフレイルリスクに関する検討（1）介護
予防概念の認知度と日常生活習慣

P-0603-3 河村 秋 （和洋女子大学看護学部）
高齢者のフレイルリスクに関する検討（2）心身
状態および社会的支援と交流の実態

P-0603-4 石崎 順子 （日本保健医療大学保健医療学部看護学科）
運動教室参加頻度の違いが地域在住高齢者のフレ
イルおよび健康関連QOLへ及ぼす効果

P-0603-5 小森 昌彦 （兵庫県立但馬長寿の郷）
兵庫県但馬地域における高齢者フレイル調査を活
用した県の市町支援

P-0603-6 徳嶋 靖子 （鳥取大学医学部保健学科）
虚弱高齢者の健康意識とソーシャルサポートの関
連

P-0603-7 西田 和正 （東京都健康長寿医療センター研究所）
Community As Partner model を用いた住民
主体のフレイル予防活動：開始時の参加者特性

P-0603-8 武田恵里奈 （天童市役所）
地域在住高齢者のソーシャル・キャピタルとフレ
イルの関連

P-0603-9 落合 都 （枚方市健康部）
枚方市における「ひざ痛教室」参加者の1年後の
運動継続率及び継続に関わる要因

P-0603-10 武藤三千代 （日本医科大学スポーツ科学教室）
ラジオ体操を継続実施している高齢者における生
活習慣アンケート調査結果について

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：古田加代子（愛知県立大学看護学部）

P-0604-1 古田加代子 （愛知県立大学看護学部）
転居から1年以内の高齢者の精神的健康状態と関
連要因

P-0604-2 藺牟田洋美 （首都大学東京健康福祉学部）
閉じこもり高齢者の外出阻害要因（1）秋田A町
の社会環境阻害要因の解明と支援

P-0604-3 山崎 幸子 （文京学院大学）
閉じこもり高齢者の外出阻害要因（2）外出に対
する心理的バリアの抽出

P-0604-4 駒田真由子 （東京医療保健大学 東が丘・立川看護学部）
高齢者の社会活動の参加と利用可能な交通手段と
の関連
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P-0604-5 安心院朗子 （目白大学保健医療学部理学療法学科）
介護認定を受けている高齢者の移動における課
題－歩きづらさを感じる通路に着目して－

P-0604-6 由利 禄巳 （関西福祉科学大学保健医療学部）
通所型サービスCにおいて配慮が必要な属性の
検討

P-0604-7 吉岡みどり （千葉県衛生研究所）
高齢者における高次生活機能の自立度と総死亡の
検討：おたっしゃ調査

P-0604-8 河合 恒 （東京都健康長寿医療センター）
住民協働の介護予防の推進が地域の健康度や社会
関係資本に及ぼす影響

P-0604-9 犬塚 剛 （東北文化学園大学医療福祉学部）
地域高齢者における居住満足感の低下を抑制する
要因

P-0604-10 城 憲秀 （中部大学生命健康科学部）
高齢者の自動車運転に対する意識調査

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：鈴木 康司（藤田保健衛生大学医療科学部）

P-0605-1 藤井 健志 （株式会社カネカ）
積丹町の町民健康維持への取り組みに対する還元
型コエンザイムQ10の寄与

P-0605-2 木下 徹 （愛媛大学大学院医学系研究科地域健康システム
看護学）
ユビキノール（還元型CoQ10）の長期摂取によ
る認知機能およびQOLへの効果

P-0605-3 萩原 千晴 （藤田保健衛生大学大学院保健学研究科）
一般住民を対象としたBDNF遺伝子DNAメチ
ル化率と認知機能との関連

P-0605-4 鈴鴨 知佳 （花王株式会社生物科学研究所）
乳脂肪球皮膜成分とグルコサミンの継続摂取が関
節および運動機能に及ぼす効果

P-0605-5 河田 紋華 （浜松医科大学医学部健康社会医学講座）
地域在住一般高齢者の緑茶を飲む習慣と抑うつの
関連

P-0605-6 西垣 美穂 （千葉大学医学薬学府）
高齢者の運動機能の低下・うつと地域の街区公園
の関連：JAGES2016横断研究

P-0605-7 林 尊弘 （星城大学リハビリテーション学部）
運動は1人よりもグループで行う方が転倒不安感
は低下するのか？：JAGES縦断データ

P-0605-8 田中 泉澄 （東京都健康長寿医療センター研究所）
都市部在住高齢者における所得および食品摂取多
様性と精神的健康度との関連

P-0605-9 遠峰 結衣 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
地域内グループを利用したスクワット回数の競争
が運動実践におよぼす影響

P-0605-10 中原 和美 （熊本保健科学大学保健科学部リハビリテーショ
ン学科）
TUG manual 及び diff TUGを用いた認知障害
の推定と転倒発生の予測

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：田口 敦子（東北大学大学院医学系研究科）

P-0606-1 備前 真結 （東北大学医学系研究科公衆衛生看護学分野）
地域住民を対象とした介護予防サポーターの育成
プログラムに関する文献レビュー

P-0606-2 小川 尚子 （大槌町民生部長寿課）
地域課題の共有を重視した介護予防サポーター養
成プログラムの効果－プロセス評価－

P-0606-3 田口 敦子 （東北大学大学院医学系研究科）
地域課題の共有を重視した介護予防サポーター養
成プログラムの効果－アウトカム評価－

P-0606-4 田邊 直仁 （新潟県立大学人間生活学部）
健診成績から要介護リスクを予測するリスクスコ
ア計算システムの構築

P-0606-5 橋本 充代 （獨協医科大学地域医療教育センター）
宇都宮市における通所型介護予防教室の効果評価

P-0606-6 平野美千代 （北海道大学大学院保健科学研究院）
要支援認定を受けた高齢者の社会活動尺度の開
発：男女統合版

P-0606-7 万行 里佳 （目白大学保健医療学部理学療法学科）
介護予防事業終了1.5-2.0年後の介護予防効果
とその要因の検討

P-0606-8 古宮 裕子 （郡山市保健福祉部地域包括ケア推進課）
郡山市における住民主体の「いきいき百歳体操」
実施後の体力機能及び健康観の効果分析

P-0606-9 藤原 聡子 （千葉大学大学院先進予防医学共同専攻）
高齢者における地域のスポーツグループ参加割合
と IADL低下との関連：JAGES縦断研究

P-0606-10 國分 恵子 （特定非営利活動法人日本認知症予防研究所）
A市における介護保険認定者の5年間の経過 第
三報

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：藤原 佳典（東京都健康長寿医療センター研究所）

P-0607-1 影山 隆之 （大分県立看護科学大学看護研究交流センター）
看護学生による予防的家庭訪問実習（第6報）：
高齢者の生活機能と健康への関心の追跡

P-0607-2 秦 暁子 （福島県立医科大学大学院看護学研究科）
乳幼児期の孫育て研究の動向～1994年から
2018年に報告された文献の検討～

P-0607-3 中島 素子 （公立小松大学保健医療学部看護学科）
製造業退職者集団の主観的健康観とその要因に関
する検討

P-0607-4 岩本 里織 （徳島大学大学院医歯薬学研究部）
多職種連携を推進する事例検討会での見取り図等
の活用の効果－質問紙調査結果から

P-0607-5 土屋瑠見子 （公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団）
介護保険施設入所者の活動・参加と生活満足度と
の関連－国際生活機能分類による検討－

P-0607-6 吉田礼維子 （天使大学看護栄養学部看護学科）
介護予防システムを推進する保健師の活動とその
関連要因－保健師の活動強化の検討－

P-0607-7 高橋 知也 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
高齢者雇用において各業種が想定する雇用上のメ
リットおよび課題

P-0607-8 相良 友哉 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
高年齢者の就労に関する求職者側と雇用者側に見
られる意識の差

P-0607-9 天野 宏紀 （鳥取大学医学部社会医学講座健康政策医学分野）
高齢者の主観的健康感及び日中の過度の眠気と軽
度認知障害の関連（ベースライン調査）

P-0607-10 藤原 佳典 （東京都健康長寿医療センター研究所）
高齢労働者は就労理由の差異により健康への影響
が異なるか～ESSENCE研究より

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：桂 敏樹（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）

P-0608-1 小倉 真衣 （京都大学大学院医学研究科人間健康科学）
中山間地在住高齢者のQOLに関連するフレイ
ル－社会的孤立の類型化と関連要因

P-0608-2 桂 敏樹 （京都大学大学院医学研究科人間健康科学）
中山間地在住高齢者のQOLに関連するフレイ
ル－マッチドペアによる訪問調査の分析
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P-0608-3 稲葉 康子 （昭和大学保健医療学部）
都市近郊在住高齢者の社会的孤立に関連する要因

P-0608-4 清水由美子 （東京慈恵会医科大学医学部看護学科）
都市部在住独居高齢者の健康に関する不安に関連
する要因―非独居高齢者との比較―

P-0608-5 吉田 裕人 （東北文化学園大学大学院健康社会システム研究
科）
地域高齢者の社会参加活動が将来の精神健康状態
に及ぼす影響に関する研究

P-0608-6 木村 美佳 （NPO法人 国際生命科学研究機構）
介護予防教室参加者の社会的孤立と食習慣、体操
習慣との関連性について

P-0608-7 横山 友里 （東京都健康長寿医療センター研究所）
埼玉県鳩山町における10年間の取り組みの評価
と課題

P-0608-8 坂部 敬子 （福井県立大学看護福祉学部公衆衛生看護学）
介護予防を推進する地域包括ケアシステム構築に
向けた地域在住高齢者の現状と課題

P-0608-9 西 真理子 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
首都圏在住高齢者における主観的幸福感の関連要
因：社会関係・社会参加に着目した検討

P-0608-10 稲垣 宏樹 （東京都健康長寿医療センター研究所）
大都市部高齢者における包括的健康評価尺度と1
年後の要介護状態との関連

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：新開 省二（東京都健康長寿医療センター研究所）

P-0609-1 野藤 悠 （地域医療振興協会）
地域におけるフレイル予防（1）兵庫県養父市の
取り組み

P-0609-2 新開 省二 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域におけるフレイル予防（2）埼玉県シルバー
人材センターの取り組み

P-0609-3 安 順姫 （（公財）ダイヤ高齢社会研究財団）
うつ予防教室終了後の自主活動がその後のメンタ
ルヘルスに与える効果

P-0609-4 三根真理子 （長崎大学原爆後障害医療研究所）
百寿者の生活状況 ～30人の事例から～

P-0609-5 芝田 文音 （大阪市福祉局高齢者施策部高齢福祉課）
週1回以上の「いきいき百歳体操」継続実施が高
齢者にもたらす効果

P-0609-6 赤木 収二 （中国学園大学現代生活学部人間栄養学科）
地域在住高齢者における筋肉量低値に関与する因
子の検討

P-0609-7 矢野 秀典 （目白大学保健医療学部理学療法学科）
デイサービスにおける総合事業短期集中サービス
の効果と問題点‐新宿区での経験‐

P-0609-8 小川 将 （東京都健康長寿医療センター研究所）
絵本読み聞かせ講座による認知機能への介入効
果－抑うつ傾向の有無に着目した検討－

P-0609-9 仲野 宏子 （産業医科大学産業地域看護学講座）
地域在住の60歳代の社会的役割と疲労感につい
て

P-0609-10 田中 康之 （千葉県千葉リハビリテーションセンター）
市町村介護予防事業担当者が考えるリハ専門職が
介護予防事業に関わる上での課題

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：佐藤美由紀（佐久大学看護学部）

P-0610-1 天野 秀紀 （東京都健康長寿医療センター研究所）
認知症の発症前認知機能に基づく類型化 ―要介
護認定における構成割合の時代変化―

P-0610-2 富田 知子 （山野美容芸術短期大学美容総合学科）
考案シャンプー体操が手首関節柔軟性に及ぼす影
響に関する研究

P-0610-3 小島 成実 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域在住高齢女性における食・飲酒・喫煙習慣と
膝の痛みとの関連の横断的検討

P-0610-4 江尻 愛美 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域在住高齢者を対象とした縦断調査の追跡の困
難さは健康度と関連するか

P-0610-5 石川 麻衣 （群馬大学大学院保健学研究科）
後期高齢者を対象とした健康診査後の個別保健指
導方法

P-0610-6 家入 裕子 （山口県立大学看護栄養学部看護学科）
A県における高齢者保健福祉施設の感染対策の現
状～第2報～

P-0610-7 島田 航至 （九十九里町役場健康福祉課）
「空き家」から地域創生に向けた活動 第2報～
地域住民の有機的つながりを目指して～

P-0610-8 大倉 美鶴 （日本赤十字北海道看護大学看護学部地域在宅看
護学領域）
「高齢者ふれあいサロン」ボランティアの「健康
観」と「運動習慣」の実態

P-0610-9 佐藤美由紀 （佐久大学看護学部）
アクションリサーチにより創出された住民主体に
よる地域活動の長期的効果

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：加藤 則子（十文字学園女子大学幼児教育学科）

P-0611-1 本村 純 （名桜大学人間健康学部看護学科）
ハワイ在住沖縄県出身者の認知症発症に影響を与
える要因の検討

P-0611-2 原井 美佳 （札幌市立大学看護学部）
特別豪雪地帯の高齢者を対象とした学官連携によ
る健康啓発事業の実践報告

P-0611-3 近藤 圭子 （札幌市立大学看護学部）
特別豪雪地帯に居住する高齢者への健康教育実施
の一考察

P-0611-4 高橋 宗康 （岩手県立高田病院）
高齢者の主観的健康感と要介護認定との関連【岩
手県北地域コホート研究】

P-0611-5 山野 葉子 （武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科）
地域高齢者における予防的対応の取り組みとして
の咬合力アップ運動の効果について

P-0611-6 村田 陽子 （有限会社ビーイングサポート・マナ）
老後におけるQOL維持に向けた市民後見と任意
後見契約啓蒙の5年間の取り組み報告

P-0611-7 辻 大士 （千葉大学予防医学センター）
パーソナル・ヘルス・レコードを利活用した通い
の場の介護予防効果：2年間の縦断研究

P-0611-8 井上 直子 （飯能市役所）
高齢者における新たな支えあい体制づくりのため
の効果的なニーズ調査の検討

P-0611-9 森田 泰裕 （JCHO東京新宿メディカルセンター）
地域在住高齢者における新規要介護発生と基本
チェックリスト変化量の関連

P-0611-10 加藤 則子 （十文字学園女子大学幼児教育学科）
地域における健康づくり事業の評価に向けての予
備調査結果

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：尾島 俊之（浜松医科大学健康社会医学講座）

P-0612-1 尾島 俊之 （浜松医科大学健康社会医学）
認知症サポーター養成講座と高齢者の社会的包摂
の関連
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P-0612-2 根岸 舞 （国立病院機構東京医療センター）
認知症高齢者の介護者における認知症カフェの利
用状況と介護への肯定的な認識との関連

P-0612-3 堂園けい子 （社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院）
京都市西京区における認知症初期集中支援チーム
の9か月間の活動実績と効果の検討

P-0612-4 新井明日奈 （北海道大学大学院医学研究院医療政策評価学教
室）
介護施設等における認知症高齢者の行動・心理症
状に関する項目反応理論を用いた検討

P-0612-5 森下 久美 （ダイヤ高齢社会研究財団）
高齢者に対する認知症サポーター養成講座の有用
性の検討

P-0612-6 安田貴恵子 （長野県看護大学）
小規模市における認知症の気づきから早期のケア
資源充実に向けたマネジメント

P-0612-7 藤村 一美 （山口大学大学院医学系研究科）
地域高齢者における認知症カフェへの参加・継続
に至る過程の検討

P-0612-8 尾形宗士郎 （国立循環器病研究センター循環器病統合情報セ
ンター）
地域在住後期高齢者における認知機能を予測する
要因の検討

P-0612-9 白谷 佳恵 （横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学領域）
中山間農村地域の高齢者における地域との関わり
合い：夫婦のみ世帯における意味

P-0612-10 伊藤絵梨子 （横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野）
中山間農村地域の高齢者のみ世帯における地域と
の関わり合い：専門職が捉える意味

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：植木 章三（大阪体育大学教育学部）

P-0613-1 植木 章三 （大阪体育大学教育学部）
中山間地域在住高齢者における携帯端末の利用状
況と利用者の特性

P-0613-2 伊藤久美子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域住民による介護サービスの提供は利用者に精
神的な影響をもたらすか

P-0613-3 松尾 洋 （株式会社くまもと健康支援研究所）
調剤薬局における生涯現役に関するスクリーニン
グの有効性に関する検討

P-0613-4 小池友佳子 （神奈川県立保健福祉大学リハビリテーション学
科）
要支援認定者の介護保険サービス利用パターンと
身体活動の関連

P-0613-5 臼井 香苗 （京都府立医科大学大学院保健看護学研究科）
公営住宅における高齢者のコミュニティ・カフェ
の利用とwell-being

P-0613-6 植田 拓也 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域づくりによる介護予防のアウトカム指標検討
のための予備的研究

P-0613-7 吉田 祐子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
JST版活動能力指標と心身の健康指標との関連

P-0613-8 山田 拓実 （首都大学東京健康福祉学部）
障がい者や要介護高齢者向けの健康づくり体操
「荒川ばん座位体操」の10年間の取り組み

P-0613-9 佐々木明子 （東京医科歯科大学大学院）
高齢者の予防訪問におけるアセスメントの項目

P-0613-10 安永 正史 （東京都介護予防推進支援センター研究所）
住民主体の通いの場に参加する地域高齢者の特徴

第7分科会 高齢者の医療と福祉

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：切手 俊弘（滋賀県湖東健康福祉事務所 彦根保健所）

P-0701-1 切手 俊弘 （滋賀県湖東健康福祉事務所 彦根保健所）
滋賀県湖東医療圏域における在宅医療への取り組
みの変遷

P-0701-2 筒井 孝子 （兵庫県立大学大学院経営研究科）
地域包括支援センターの機能強化に向けたパ
フォーマンス評価指標の開発（1）

P-0701-3 東野 定律 （静岡県立大学経営情報学部）
地域包括支援センターの機能強化に向けたパ
フォーマンス評価指標の開発（2）

P-0701-4 青木 頼子 （聖路加国際大学大学院看護学研究科看護情報学
分野）
回復期リハビリテーション病棟における脳卒中高
齢者の退院先への影響要因

P-0701-5 落合 佳子 （国際医療福祉大学保健医療学部看護学科）
療養者とその家族に対して防災教育を実施してい
る訪問看護ステーションの特徴

P-0701-6 原田ケイ子 （公益社団法人鹿児島県看護協会）
A県における訪問看護事業者の実態調査結果

P-0701-7 遠藤 光洋 （医療法人社団青洋会そら内科クリニック）
後期高齢者の在宅医療1年後の臨床症状解析と今
後の方向性

P-0701-8 常名 陽子 （東都医療大学 ヒューマンケア学部 看護学科）
管理者が考える訪問看護師の基本姿勢における教
育方法の実際

P-0701-9 町田 貴絵 （埼玉医科大学保健医療学部）
ワンストップ施設における在宅ケアに関する療養
者・家族のニーズ調査

P-0701-10 長澤 直紀 （山梨県峡東保健福祉事務所）
高齢者施設からの救急搬送時の円滑な情報伝達の
ためのマニュアルの取り組み過程の考察

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：鈴木隆一郎（大阪府医師会調査委員会）

P-0702-1 宮原 優太 （富山大学大学院医学薬学研究部老年看護学研究
協力員）
認知症自立度（1）認知症自立度別の在宅生活継
続期間

P-0702-2 新鞍真理子 （富山大学大学院医学薬学研究部老年看護学）
認知症自立度（2）認知度軽度者におけるBPSD
の有無とその後の認知度維持期間への影響

P-0702-3 馬場みちえ （福岡大学医学部看護学科）
認知症初期の人の家族介護者のための支援プログ
ラムによる介護負担と自己効力感の変化

P-0702-4 七海 麻美 （総合南東北病院循環器病棟）
入退院を繰り返す向老期および老年期にある慢性
心不全の夫と暮らす妻の思い

P-0702-5 豊島 泰子 （四日市看護医療大学看護学部）
訪問看護サービスを利用する要介護高齢者の家族
介護者の性年齢別の特徴

P-0702-6 橋村 康二 （島根リハビリテーション学院理学療法学科）
中山間地域在住の家族介護者における介護負担感
とソーシャルサポートとの関連

P-0702-7 永石真知子 （大阪市西区保健福祉センター）
都市部在住高齢者における「終の住処」の選択に
影響を与える要因

P-0702-8 大夛賀政昭 （国立保健医療科学院医療・福祉サービス研究部）
保険者機能評価指標による市町村の自立支援や重
度化防止等の取組把握と支援方策の検討

P-0702-9 藤井 広美 （大阪市健康局）
大阪市在宅医療・介護連携推進事業に関する医療
施設等へのアンケート調査について
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P-0702-10 鈴木隆一郎 （大阪府医師会調査委員会）
人生の最終段階における医療に関する大阪府民の
認識

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：菅原 京子（山形県立保健医療大学看護学科）

P-0703-1 菅原 京子 （山形県立保健医療大学看護学科）
在宅ケア・介護関連機関に勤務する看護職の在
宅・施設看護志向に関する研究

P-0703-2 中林美奈子 （富山大学地域看護）
入浴介護アシストロボットの開発：（1）開発コ
ンセプト設定のためのニーズ調査

P-0703-3 中島 一樹 （富山大学工学部）
入浴介護アシストロボットの開発：（2）ニーズ
を捉えた機器の提案

P-0703-4 藤谷 克己 （文京学院大学大学院保健医療科学研究科）
東アジア諸国におけるエイジズムに関する医療・
福祉専門職の意識調査

P-0703-5 平川 仁尚 （名古屋大学大学院医学系研究科国際保健医療
学・公衆衛生学教室）
ホームヘルパーの職務満足に関する質的研究

P-0703-6 降籏 幹子 （国際医療福祉大学保健医療学部看護学科）
訪問看護師の地域の特徴を把握する方法に関する
質的研究

P-0703-7 松井 幾子 （和洋女子大学家政学部健康栄養学科）
在宅医療・介護における栄養管理について～配食
サービスからの一考察～

P-0703-8 彦 聖美 （金城大学看護学部看護学科在宅看護学）
男性介護者のソーシャル・キャピタル調査（第一
報）‐男性介護者の会の果たす役割‐

P-0703-9 大町いづみ （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻）
訪問看護師と介護支援専門員のターミナルケア態
度に関連する要因

P-0703-10 原田ひとみ （藍野大学短期大学部第一看護学科）
認知症グループホームにおける看取りを可能とす
る第一要件は何か

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：細田 武伸（鳥取看護大学保健師教育領域）

P-0704-1 野田信一郎 （国立国際医療研究センター国際医療協力局）
地域包括ケアシステム構築における促進要因

P-0704-2 佐藤 順子 （釧路市阿寒町行政センター）
医療・介護関係者の連携促進を目的とした情報共
有ツールの作成経過について

P-0704-3 赤沼 智美 （美唄市保健福祉部高齢福祉課）
美唄市在宅医療・介護多職種ネットワーク会議
（通称 ビバネット）の活動内容と課題

P-0704-4 二宮愛璃香 （田川市役所市民生活部子育て支援課）
地域住民の在宅看取りの意思決定に対するアプ
ローチ－地区組織活動の促進をめざして－

P-0704-5 岡田 麻里 （県立広島大学）
地域包括ケアシステムづくりを目指したランチ
ミーティング式地域ケア会議の成果

P-0704-6 渡邊 久実 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
高齢者への生活支援サービス展開に向けたニーズ
把握

P-0704-7 谷内 奈央 （富山県高岡厚生センター）
富山県高岡医療圏の医療・介護サービス事業所・
施設における看取りの体制や実施状況

P-0704-8 宮田 澄子 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分
野）
人生の最終段階での医療・療養方針の決定に関す
る状況―病院と介護保険施設での比較―

P-0704-9 湯山 健太 （浜松医科大学医学部医学科）
介護従事者における離職率の実態と改善策の提案

P-0704-10 細田 武伸 （鳥取看護大学保健師教育領域）
救急隊員向けの「介護技術講習会」実施後の介護
技術実態調査

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：勝田 信行（名古屋市名東区保健福祉センター）

P-0705-1 勝田 信行 （名古屋市名東区保健福祉センター）
2025年名古屋市名東区の死亡者数および在宅
（自宅と施設）死亡率の推計

P-0705-2 石橋 公平 （浜松医科大学医学部医学科）
家族によるインフォーマルケアの現状

P-0705-3 江田 純子 （岡山県立大学大学院保健福祉学研究科看護学専
攻）
A県内の病院看護師の退院支援実践能力の実態

P-0705-4 上野 明則 （島根県県央保健所）
島根県における年齢階級別要介護認定率、要介護
度分布推移

P-0705-5 深谷 太郎 （東京都健康長寿医療センター）
居住地規模による死亡と要介護の発生率の比較－
全国サンプルによる縦断調査 JAHEADから

P-0705-6 渡辺 倫子 （富山県砺波厚生センター）
効果的な医療介護連携の推進―公的病院地域医療
連携室連絡会との連携の有用性―

P-0705-7 前田 祐子 （京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻リ
ハビリテーション科学）
高齢者における終末期医療の選択と説得メッセー
ジの関わり

P-0705-8 岸田 尚樹 （北海道大学社会医学分野衛生学教室）
Demographic demand-supply imbalance
in Japan.

P-0705-9 岸 恵美子 （東邦大学看護学部）
全国の自治体におけるセルフ・ネグレクト事例へ
の対応と課題

第8分科会 地域社会と健康

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：矢庭さゆり（新見公立大学健康科学部看護学科）

P-0801-1 矢嶋 裕樹 （新見公立大学健康科学部）
中山間地域在住高齢者のソーシャルキャピタルと
被援助志向性及び援助要請意図の関連

P-0801-2 矢庭さゆり （新見公立大学健康科学部看護学科）
中山間地域在住高齢者における地域愛着に関連す
る要因

P-0801-3 横山芽衣子 （千葉大学予防医学センター）
通いの場参加割合と要介護リスクの JAGES地
域相関研究：可住地人口密度別の検証

P-0801-4 炭谷 靖子 （富山福祉短期大学看護学科）
近所の人が「ひとり暮らし」になったとき、声を
かけることに関連する特性

P-0801-5 呉 珠響 （東京医科大学医学部看護学科）
日本人，中国帰国者，定住コリアン高齢者の保健
サービス利用に関連する要因

P-0801-6 西嶌 知子 （名張市役所福祉子ども部）
生活保護受給者の健康度向上のための自治体の取
り組み

P-0801-7 移川 美季 （目黒区 健康福祉部 生活福祉課）
目黒区生活福祉課における生活保護受給者の健康
管理支援体制構築の取り組み

P-0801-8 樫村万里奈 （郡山市保健所）
福島県郡山市における地区組織活動活性化に関わ
る活動報告
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P-0801-9 片山 千栄 （農業・食品産業技術総合研究機構農村工学研究
部門）
農業分野における障がい者就労と職住近接～農福
連携における職親の役割に学ぶ～

P-0801-10 岩佐 真也 （武庫川女子大学看護学部）
社会的弱者に対する保健師の健康認識と健康の社
会格差の視点を包含した保健師活動

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：森河 裕子（金沢医科大学看護学部）

P-0802-1 井出 成美 （千葉大学大学院看護学研究科）
住民の日常的な地域内の交流と地域活動の参加と
の関連

P-0802-2 久保田健太郎（千葉市保健福祉局在宅医療・介護連携支援セン
ター）
住民・大学・行政のパートナーシップによる「助
けて」と言い合える地域づくり

P-0802-3 野中久美子 （東京都健康長寿医療センター研究所）
都市部にて多世代住民間での互助が成立する要件
および阻害される要因の検討

P-0802-4 宇田 優子 （新潟医療福祉大学看護学部看護学科）
健康推進員の魅力を発揮できているかの評価質問
票を活用したA市健康推進員の調査結果

P-0802-5 千明ひろみ （浦安市高齢者包括支援課）
浦安介護予防アカデミア会員への意識調査から行
政と住民組織との協働を考える

P-0802-6 田場真由美 （公立大学法人 名桜大学 健康人間学部 看護
学科）
O県A地域自治会のソーシャル・キャピタルに
関する意識と大学の役割

P-0802-7 村田千代栄 （国立長寿医療研究センター）
「通いの場」はソーシャル・キャピタル醸成の場
となるか？

P-0802-8 荒川 博美 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
認知症サポーター上級講座参加者の活動実態と活
動意欲

P-0802-9 高林知佳子 （新潟県立看護大学看護学部）
住民との協働によるパートナーシップ型地域診断
実習が地域に与える影響

P-0802-10 森河 裕子 （金沢医科大学看護学部）
地域・職域連携に関する地域保健と職域保健の意
識および課題

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：福本久美子（九州看護福祉大学）

P-0803-1 福本久美子 （九州看護福祉大学）
地域特性に基づく健康とソーシャルキャピタルの
醸成の在り方に関する研究（第1報）

P-0803-2 戸渡 洋子 （熊本保健科学大学）
地域特性に基づく健康とソーシャルキャピタルの
醸成の在り方に関する研究（第2報）

P-0803-3 中川 武子 （九州看護福祉大学）
地域特性に基づく健康とソーシャルキャピタルの
醸成の在り方に関する研究（第3報）

P-0803-4 鈴木 淳子 （人間総合科学大学人間科学科）
都市部在住の中年期女性におけるSOC（Sense
of Coherence）の形成要因の検討

P-0803-5 井上 智代 （新潟県立看護大学 地域生活看護学領域）
農村のソーシャル・キャピタルと65歳以上高齢
者の健康診査結果との関連

P-0803-6 井比 祐未 （柏崎市役所福祉保健部健康推進課）
豪雪地域の食生活におけるソーシャル・キャピタ
ルの現状

P-0803-7 横山 翼 （一般社団法人りぷらす）
宮城県石巻市における震災後の自助・互助力を高
める住民主体の取り組みと実績報告

P-0803-8 吉田 靖代 （江戸川区葛西健康サポートセンター）
江戸川区A地区における健康グループへの住民
参加に影響する要因

P-0803-9 星野 明子 （京都府立医科大学大学院保健看護学研究科）
都市部高齢化地域A小学校区における高齢者の
孤独感と社会的つながり

P-0803-10 山本 香織 （（地独）大阪健康安全基盤研究所）
大阪市における社会経済的指標を用いた結核発生
状況の地域差

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：杉澤 秀博（桜美林大学老年学総合研究所）

P-0804-1 杉澤 秀博 （桜美林大学老年学総合研究所）
高齢者における時間的展望、社会階層、健康習慣
の関連

P-0804-2 中村 恒穂 （千葉大学大学院医学薬学府医学研究院）
平均寿命と自殺率に関連する社会的要因、ソー
シャルキャピタルとの関連について

P-0804-3 木村 友昭 （一般財団法人MOA健康科学センター）
喫煙者における精神的な態度とソーシャルキャピ
タルについて

P-0804-4 倉岡 正高 （東京都健康長寿医療センター研究所）
ジェエラティビティと精神的健康状態の関連につ
いて

P-0804-5 野口 泰司 （名古屋市立大学）
介護負担と幸福感の関連および社会参加との交互
作用の検討：J-MICC岡崎研究

P-0804-6 白部 麻樹 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域づくりによる介護予防への参加意向における
地域特性との関連

P-0804-7 村山 陽 （東京都健康長寿医療センター研究所）
高齢者における世代間援助の授受と主観的健康感
の相互関係：CAPITAL study より

P-0804-8 森田 彩子 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
MCI スクリーニング検査への受診意図および受
診行動に影響する社会心理的要因の検討

P-0804-9 山内加奈子 （広島国際大学心理学部）
地域高齢者における JST版活動能力指標と社
会・余暇活動への参加数の関連

P-0804-10 亀田 義人 （千葉大学 予防医学センター）
高齢期の運動の行動変容ステージと健康の社会的
決定要因の関係の重回帰分析 JAGES2016

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：亀井美登里（埼玉医科大学医学部社会医学）

P-0805-1 水谷 聖子 （日本福祉大学看護学部）
クロスアディクションのあるホームレス経験者の
ミーティングによるハームリダクション

P-0805-2 太田ひろみ （杏林大學保健学部看護養護教育学専攻）
乳幼児の母親の虐待の可能性に関連する要因
ソーシャル・キャピタルの視点から

P-0805-3 齋藤 順子 （東京大学）
地域のソーシャル・キャピタルと子育て中の女性
の喫煙および喫煙格差との関係

P-0805-4 小林江里香 （東京都健康長寿医療センター研究所）
地域住民による子育て支援と子育て世代の居住満
足度との関係

P-0805-5 埴淵 知哉 （中京大学）
Google Street Viewを用いた系統的社会観察
による近隣ウォーカビリティの測定

P-0805-6 中谷 友樹 （東北大学大学院環境科学研究科）
居住地移動に伴う近隣環境変化と自覚的健康度・
健康行動の変化
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P-0805-7 永田志津子 （札幌大谷大学）
北海道全道自治体保険者への新総合事業の実施状
況調査と問題点の分析

P-0805-8 中尾理恵子 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）
住民のソーシャルサポートと社会的要因との関
連―長崎エコヘルス調査―

P-0805-9 多次淳一郎 （四日市看護医療大学看護学部看護学科）
地域包括支援センター保健師等からみた民生委員
からの情報提供が遅れた高齢者の特徴

P-0805-10 亀井美登里 （埼玉医科大学医学部社会医学）
高齢者の社会参加に関する一考察

第9分科会 難病・障害の医療

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：鈴木 仁一（神奈川県相模原市保健所）

P-0901-1 鈴木 仁一 （神奈川県相模原市保健所）
日本公衆衛生学会モニタリング委員会【障害・難
病グループ】
平成29・30年度活動報告

P-0901-2 横山 萌莉 （東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学
専攻母性看護学助産学分野）
在宅で暮らす長期療養児と家族が感じる支援ニー
ズ

P-0901-3 木村 愛 （日本赤十字看護大学大学院博士後期課程）
就学している要医療的ケア児の支援ニーズ：平成
29年度要医療的ケア児全国実態調査

P-0901-4 楠永 敏惠 （帝京科学大学医療福祉学科）
慢性期の失語症者の参加－障害の可視性の観点か
らの検討

P-0901-5 植田紀美子 （大阪府立病院機構大阪母子医療センター母子保
健調査室／遺伝診療科）
児童発達支援ガイドラインの取組状況―発達支援
（療育）に関する全国調査結果

P-0901-6 大槻奈緒子 （大阪大学大学院医学系研究科総合ヘルスプロ
モーション科学講座）
発達障害児の母親における日中レスパイトケア利
用効果の睡眠時自律神経変動評価

P-0901-7 木村 朗 （群馬パ―ス大学大学院）
視覚障害者のホーム転落事故対策用通電アラート
システムの開発－パイロット試験の成績

P-0901-8 石井 英子 （人間環境大学看護学部）
ALS患者の体組成からみた骨量・水分における
在宅療養への示唆

P-0901-9 甲斐 澄子 （鹿児島県徳之島保健所）
パーキンソン病関連疾患患者の口腔機能の維持改
善に向けた取組からの一考察

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：武村 真治（国立保健医療科学院）

P-0902-1 武村 真治 （国立保健医療科学院）
難病研究の成果目標としての診断基準・重症度分
類・診療ガイドラインの策定状況の実態

P-0902-2 柳沢沙弥子 （東京都福祉保健局疾病対策課）
東京都難病医療費助成制度における認定基準見直
しの取組

P-0902-3 橘 とも子 （国立保健医療科学院研究情報支援研究センター）
成熟社会の健康の定義のための障害者レジストリ
構築の意義に関する政策レビュー

P-0902-4 松原 優里 （自治医科大学地域医療学センター公衆衛生学部
門）
栃木県における医療的ケア児の生活状況と課題

P-0902-5 青山 泰子 （自治医科大学公衆衛生学部門）
栃木県における医療的ケア児及び重症心身障害児
を支える資源調査結果

P-0902-6 田村須賀子 （富山大学大学院 医学薬学研究部 地域看護学）
市町村行政の保健から福祉部門に配置された保健
師が継承する家庭訪問援助

P-0902-7 棚倉那央子 （兵庫県東播磨県民局加古川健康福祉事務所）
在宅医療的ケア児への災害時支援体制の充実－災
害対応サポートハンドブックの作成－

P-0902-8 宇都宮愛理 （愛媛県庁健康増進課）
新たな難病医療体制の検討 ～難病拠点・協力病
院の医療機関調査から～

第10分科会 精神保健福祉

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：岩室 紳也（ヘルスプロモーション推進センター）

P-1001-1 西 圭司 （安芸太田町）
壮年期住民の抑うつ状態と心理社会行動的要因の
関連：地域でのメンタルヘルス対策

P-1001-2 吹田 晋 （慶應義塾大学看護医療学部）
壮年期住民におけるストレスマネジメント技術の
習得状況が抑うつ状態に与える影響

P-1001-3 多田 章夫 （兵庫大学健康科学部健康システム学科）
看護学生における心理的苦痛・コーピングスタイ
ル・生活習慣の関連

P-1001-4 鈴木 知子 （国際医療福祉大学）
大学生の発達障害傾向と大学生活のパフォーマン
スまたは授業の出席率との関連

P-1001-5 中尾こずえ （豊中市保健所）
豊中市におけるメンタルヘルス対策－計画と推進

P-1001-6 黒田佑次郎 （福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）
避難指示解除を受けた住民のソーシャル・サポー
トの現状と心理的ストレスとの関連

P-1001-7 事崎 由佳 （岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバン
ク機構）
東日本大震災後の社会的孤立と抑うつ症状との関
連－TMM CommCohort Study-

P-1001-8 戸ヶ里泰典 （放送大学）
日本人HIV陽性者におけるメンタルヘルスの実
態と社会的要因・治療歴との関連

P-1001-9 橋本 広志 （特定非営利活動法人 動くゲイとレズビアンの
会（アカー））
ピア電話相談から見る同性愛者等の相談ニーズ

P-1001-10 岩室 紳也 （ヘルスプロモーション推進センター）
HIV感染症対策における薬物依存症支援の検討

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：藤本 眞一（静岡県熱海保健所）

P-1002-1 河野 義貴 （宮崎県立看護大学）
精神科における長期入院患者の地域移行支援の現
状～入院期間と外出・外泊の関係～

P-1002-2 青石 恵子 （名古屋大学大学院医学系研究科）
精神科における長期入院患者の地域移行支援の現
状～退院意欲と退院見込みの関係～

P-1002-3 鬼形 有紀 （埼玉医科大学大学院看護学研究科）
精神科急性期病棟看護師が行う家族支援に関する
国内文献の検討

P-1002-4 川内 健三 （目白大学看護学部看護学科）
非同意入院で精神科病棟に初回入院した患者への
熟練看護師の入院時の関わり

P-1002-5 山下 十喜 （広島県健康福祉局健康対策課）
広島県における精神科長期入院患者に関する実態
調査について

P-1002-6 中山 晴美 （栃木県精神保健福祉センター）
精神科救急における身体合併症への対応に関する
調査
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P-1002-7 西村 美八 （八戸学院大学健康医療学部）
精神科看護師の退院支援技術の確立に関する調
査：急性期病棟と慢性期病棟の比較

P-1002-8 中原 由美 （福岡県宗像・遠賀保健所）
精神障がい者を地域で支えるための保健所の役割
に関する実践事業

P-1002-9 山口 佳子 （東京家政大学健康科学部看護学科）
県型保健所及び市型保健所における「未治療・治
療中断の精神障害者の受療支援」

P-1002-10 藤本 眞一 （静岡県熱海保健所）
矯正施設からの通報による措置入院診察制度上の
課題についての一考察

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：山田 典子（日本赤十字秋田看護大学）

P-1003-1 山田 典子 （日本赤十字秋田看護大学）
精神障がい者の雇用率上昇に向けた取り組みの現
状と課題に関する文献検討

P-1003-2 大園 佳子 （鹿児島県徳之島保健所）
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構
築に向けた一考察

P-1003-3 上村 香代 （鹿児島県伊集院保健所）
長期入院精神障害者の地域移行支援への取り組み
（保健所の立場から）

P-1003-4 加藤 久美 （社会福祉法人恩賜財団済生会川俣病院）
統合失調症の妻と暮らす夫の体験

P-1003-5 平塚久美子 （東都医療大学ヒューマンケア学部看護学科）
長期化したひきこもり状態にある人の60歳を超
えた母親が子に対して望む支援

P-1003-6 池田 栄子 （秋田県由利地域振興局福祉環境部）
就労体験事業を通じたひきこもりへの支援につい
て

P-1003-7 阿部 一昭 （埼玉医科大学大学院看護学研究科）
精神障害者の結婚に関する国内文献の検討

P-1003-8 磯村 聰子 （山口大学大学院医学系研究科）
近隣とのトラブルを抱えた精神障害者へ関わる民
生委員の困難感

P-1003-9 伊藤 悦子 （山口大学大学院医学系研究科保健学専攻）
被通報者が警察官の保護下にない23条通報の実
態

P-1003-10 蔭山 正子 （大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学教
室）
統合失調症当事者が暴力を親に向ける理由とその
解決策－当事者の認識

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：井原 一成（弘前大学医学部社会医学講座）

P-1004-1 井原 一成 （弘前大学医学部社会医学講座）
人口動態統計と警察統計との自殺者数差の検討
－ 川崎市における研究 －

P-1004-2 播摩 優子 （日本赤十字秋田看護大学）
地域住民の希死念慮と生活支援、就労支援窓口及
び生活困窮者支援制度の周知との関連

P-1004-3 藤田 幸司 （自殺総合対策推進センター）
社会参加をしていない高齢者の特徴とその関連要
因：高齢者の包括的自殺対策に向けて

P-1004-4 豊田 亜希 （福岡県田川保健福祉事務所）
自殺未遂者支援に対する各関係機関の連携推進に
おける保健所の役割

P-1004-5 田中 良佳 （上北地域県民局地域健康福祉部保健総室（上十
三保健所））
自殺予防教育が高校生のメンタルヘルスに与える
影響についての考察

P-1004-6 鋪根 加奈 （鹿児島県姶良保健所）
鹿児島県姶良圏域における自殺未遂者支援の現状
と課題～自殺未遂者支援状況調査より～

P-1004-7 渡瀬 博俊 （江戸川区江戸川保健所）
東京都の自殺率の推移～APC model による分析

P-1004-8 舟迫 香 （栃木県烏山健康福祉センター）
こころのセイフティネットワーク事業における
10年間の取組

P-1004-9 石井 千惠 （医療法人社団清心会藤沢病院）
自立訓練施設入所中の精神疾患患者を対象とした
生活習慣の実態調査

P-1004-10 南園佐知子 （秋田大学 大学院医学系研究科 公衆衛生学講
座）
外来処方されている向精神薬の等価換算値の性・
年齢・地域分布

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：金子 善博（自殺総合対策推進センター）

P-1005-1 金子 善博 （自殺総合対策推進センター）
地域自殺対策計画策定におけるモデル市町村計画
策定事業の推進について

P-1005-2 西山 裕之 （江戸川区健康部保健予防課）
江戸川区における自殺対策計画の策定プロセスに
ついて

P-1005-3 西田 大介 （梅花女子大学看護保健学部看護学科）
地域における自殺未遂者の再企図防止支援～中核
市保健所の専門職インタビューの分析～

P-1005-4 齋藤 千尋 （青森県立精神保健福祉センター）
自殺予防ゲートキーパー育成指導者フォローアッ
プ研修に関する一考察

P-1005-5 平光 良充 （名古屋市衛生研究所）
周囲の自殺者有無と相談・自殺行動に対する考え
方の関連

P-1005-6 藤岡 神奈 （丸亀市役所健康福祉部健康課）
愛着形成が成人期のSOC（Sense of Coher-
ence）と自殺リスクに及ぼす影響

P-1005-7 西館 有沙 （富山大学人間発達科学部）
精神障害理解教育に関する論文の内容とその特徴

P-1005-8 瀧澤 透 （八戸学院大学健康医療学部）
催眠剤にみる過去の自殺手段へのアクセス制限：
東京都区部の自殺数を用いた検討

P-1005-9 松永 博子 （自殺総合対策推進センター）
ベトナムにおける自殺対策の現状

P-1005-10 朴 恵善 （自殺総合対策推進センター）
韓国における自殺対策の現状と課題に関する研究

第11分科会 口腔保健

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：三浦 宏子（国立保健医療科学院国際協力研究部）

P-1101-1 田守 未来 （宮城県女川町役場健康福祉課）
東日本大震災をきっかけに変化した女川町の歯科
保健活動

P-1101-2 中久木康一 （東京医科歯科大学 大学院 医歯学総合研究科
顎顔面外科学分野）
東日本大震災後の支援をきっかけとした女川町に
おける歯科保健の継続支援

P-1101-3 福田 雅臣 （日本歯科大学生命歯学部衛生学講座）
歯科保健活動への唾液検査の活用に関する検討

P-1101-4 伊藤 瑠美 （青森県立中央病院歯科口腔外科）
在宅がん患者への口腔ケア推進に向けた地域医科
歯科連携による取り組み
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P-1101-5 大島 克郎 （日本歯科大学東京短期大学）
歯科衛生士の地域分布の推移と歯科医療サービス
との関連

P-1101-6 犬飼 順子 （愛知学院大学短期大学部歯科衛生学科）
歯科衛生士養成校学生の就職の決定要因と就業へ
の期待

P-1101-7 高橋 秀治 （宮崎県立看護大学）
はたちの歯科健診受診者のDMFTと生活習慣・
オーラルケアの関連（第2報）

P-1101-8 田野 ルミ （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
歯科における禁煙支援がニコチン依存度および口
腔内に及ぼす影響

P-1101-9 鈴木誠太郎 （東京歯科大学衛生学講座）
NDBを用いた糖尿病患者における歯科衛生士の
指導が抜歯数に与える影響について

P-1101-10 三浦 宏子 （国立保健医療科学院国際協力研究部）
歯科衛生士の就業状況に基づく人材育成のあり方
に関する分析

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：相田 潤（東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野）

P-1102-1 寺野 元美 （豊中市保健所）
豊中市における乳幼児健康診査の歯科分野に関す
る検討（第1報）

P-1102-2 池上 益世 （豊中市保健所）
豊中市における乳幼児健康診査の歯科分野に関す
る検討（第2報）

P-1102-3 橋本由利子 （東京福祉大学社会福祉学部）
幼児の仕上げ磨きとう蝕の状況及び食習慣との関
連

P-1102-4 伊井 久貴 （日本歯科大学衛生学講座）
井戸水を常飲する姉妹に発症した歯のフッ素症に
関する報告

P-1102-5 井上 裕子 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
小中学生の保護者はなぜ子どものう蝕を放置する
のか？関連要因の探索研究：A-CHILD研究

P-1102-6 草間 太郎 （東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野）
フッ化物洗口へのイメージは学歴によってどのよ
うに異なるのか？

P-1102-7 水田 明子 （浜松医科大学医学部地域看護学講座）
中学生のDFMTと保護者の所得、Sense of
coherence との関連

P-1102-8 山内 千代 （兵庫県加東健康福祉事務所）
高校生を対象とした生涯を見据えた学校歯科保健
の取り組み（第2報）

P-1102-9 荻野 大助 （名寄市立大学保健福祉学部）
大学一年生の歯科口腔保健に対する意識調査（第
2報）

P-1102-10 北見 英理 （茨城県歯科医師会地域保健委員会）
口腔機能測定の学校歯科保健活動への応用に関す
る研究第2報高等学校での活用法の検討

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：安藤 雄一（国立保健医療科学院）

P-1103-1 安藤 雄一 （国立保健医療科学院）
歯科疾患実態調査の協力率向上に向けた平成28
年調査対象地区への質問紙調査

P-1103-2 中島 和子 （松江市・島根県共同設置松江保健所）
「松江圏域歯科保健アクションプラン～第3
次～」の策定を通じた歯科保健の体制づくり

P-1103-3 青山 旬 （栃木県立衛生福祉大学校）
歯周病検診の市町村実施状況と受診率（補足率）
の特性

P-1103-4 晴佐久 悟 （福岡看護大学）
看護学生の入学時の口腔アセスメントに関する意
識・自信・セルフ実施状況

P-1103-5 清水 基之 （東大阪市保健所）
本市における平成29年度成人歯科健康相談の結
果と今後の考察について

P-1103-6 宗像ゆかり （（公財）郡山市健康振興財団）
健康診断に歯科的検査項目を導入したアプローチ
の概要

P-1103-7 澤田 祐里 （港区みなと保健所）
港区「お口の健診」～10年間の取り組みからみ
えてきたもの～

P-1103-8 本田 愛子 （江戸川区健康部健康サービス課）
東京都江戸川区における歯科保健推進キャラク
ターを用いた地域での活動と展開について

P-1103-9 大山 篤 （（株）神戸製鋼所東京本社健康管理センター）
事業場における正規／非正規雇用労働者の健康管
理体制と定期歯科受診の関連

P-1103-10 佐藤 遊洋 （旭川医科大学社会医学講座公衆衛生学・疫学分
野）
大学時代の奨学金利用と歯の喪失の関連：イン
ターネット調査を利用した横断研究

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：玉置 洋（国立保健医療科学院医療福祉サービス研究部）

P-1104-1 玉置 洋 （国立保健医療科学院医療福祉サービス研究部）
介護認定調査における歯科関連項目と他の能力調
査項目との関連性について

P-1104-2 向山 晴子 （中野区保健所）
成人期の口腔ケア対策の基盤整備（第2報）効果
的なオーラルフレイル対策の実践

P-1104-3 椎名 惠子 （渋谷区健康推進部）
成人期の口腔ケア対策の基盤整備（第1報）長寿
社会に即した成人歯科保健対策の再構築

P-1104-4 原 修一 （九州保健福祉大学保健科学部言語聴覚療法学科）
オーラルフレイル予防に寄与する ICT技術によ
る口腔機能評価法の開発と検証

P-1104-5 森田十誉子 （公益財団法人ライオン歯科衛生研究所）
地域高齢者における舌圧と体幹部筋肉量および血
液中の分枝鎖アミノ酸の関連性

P-1104-6 芝田登美子 （三重県鈴鹿保健所）
三重県地域口腔ケアステーションをとおした医療
介護連携の取り組み

P-1104-7 村松 真澄 （札幌市立大学 看護学部）
介護福祉施設入居者の口腔の状態と機能及び口腔
管理の実態～日本版OAGを使用して～

P-1104-8 渡邉 功 （京都府立医科大学医学部地域保健医療疫学教室）
口腔機能と食生活の関連について

P-1104-9 西田 隆宏 （佐世保市吉井地域包括支援センター）
地域在住高齢者の嚥下機能評価におけるEAT-
10の有用性

P-1104-10 森田 一三 （日本赤十字豊田看護大学）
口腔機能低下に伴う栄養障害についての介護職や
医療職における認識状況

第12分科会 感染症

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：村松 司（北海道網走保健所）

P-1201-1 古賀 晴美 （千葉県松戸健康福祉センター（松戸保健所））
都市部保健所の感染症対策に求められるもの 1
～地域発生時の有効な対応とは～

P-1201-2 新 玲子 （千葉県松戸健康福祉センター（松戸保健所））
都市部保健所の感染症対策に求められるもの 2
～平常時マネジメントが地域を救う～
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P-1201-3 大須賀貴人 （秋田県能代保健所）
小規模二次医療圏における感染症対策ネットワー
ク構築支援の取組みについて

P-1201-4 市橋 大山 （北海道立衛生研究所）
地方感染症情報センターが行う感染症発生動向調
査業務を支援する分析ツール

P-1201-5 細井 舞子 （岡山大学大学院保健学研究科）
都道府県および指定都市における性行為による感
染症のアウトブレイクの把握と対応

P-1201-6 大塚 優子 （神奈川県衛生研究所）
増加する神奈川県の梅毒について ～神奈川県感
染症発生動向調査より～

P-1201-7 高橋 知里 （世田谷保健所感染症対策課）
世田谷区における百日咳の発生状況

P-1201-8 松本 昌子 （大田区保健所）
乳児ボツリヌス症の2事例について

P-1201-9 富澤 理加 （長崎県県央保健所地域保健課）
長崎県県央保健所管内における結核要支援者の現
状・課題とその対策について

P-1201-10 村松 司 （北海道網走保健所）
北海道A保健所管内における流行性耳下腺炎の
局地的アウトブレイクの事例

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：本多 麻夫（埼玉県保健医療部）

P-1202-1 本多 麻夫 （埼玉県保健医療部）
EHEC（O157）の広域集団感染疑い事例の原
因調査における事前全数調査の有用性

P-1202-2 吉田 弘 （国立感染症研究所ウイルス第二部）
わが国の環境水サーベイランスにて検出されたエ
ンテロウイルス（2013-16年）

P-1202-3 濱島 洋介 （和歌山県環境衛生研究センター）
和歌山県における環境水サーベイランスで検出さ
れた腸管系ウイルスについて

P-1202-4 小澤 広規 （横浜市衛生研究所）
横浜市における環境サーベイランスで分離された
エンテロウイルスの動向

P-1202-5 堀田千恵美 （千葉県衛生研究所ウイルス・昆虫医科学研究室）
環境水サーベイランスと感染症発生動向調査事業
から検出されたエンテロウイルス

P-1202-6 西澤佳奈子 （長野県環境保全研究所）
長野県における環境水のエンテロウイルスサーベ
イランス

P-1202-7 吉冨 秀亮 （福岡県保健環境研究所保健科学部ウイルス課）
高齢者福祉施設におけるC群ライノウイルスに
よる呼吸器感染症集団発生事例について

P-1202-8 荒川 泰雄 （東京都福祉保健局医療政策部医療安全課）
外部専門家との連携で終息しえたClostridium.
difficile 関連下痢症院内発生事例

P-1202-9 池上 泰友 （医療法人愛仁会愛仁会リハビリテーション病院）
2年間におけるリハビリテーション室の医療機
器、共有物品のATP測定法による洗浄調査

P-1202-10 近藤 修治 （横浜市保健所神奈川福祉保健センター）
日本語教育機関における学生を初発とする結核集
団感染事例の一例

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：太田 正樹（公財）結核予防会結核研究所）

P-1203-1 山内 祐子 （結核研究所）
結核看護システムの活用（1）結核患者の服薬継
続のリスク要因について

P-1203-2 永田 容子 （結核予防会結核研究所）
結核看護システムの活用（2）保健所と他機関・
多職種との連携について

P-1203-3 南 朗子 （藍野大学医療保健学部看護学科）
外国出生者の結核対策に関する一考察～診断時の
病態および発見経路の特徴から～

P-1203-4 江崎 道代 （人間環境大学看護研究科）
2009～2016年の出生国別結核新登録患者の
比較分析

P-1203-5 森本 裕也 （三重県立看護大学）
外国人結核患者の地域DOTSにおいて保健所保
健師が抱える困難

P-1203-6 杉下 由行 （東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課）
東京都における外国人結核対策への取組－結核対
策多言語動画（DVD）の作成について－

P-1203-7 大久保京子 （佐賀県伊万里保健福祉事務所）
接触者把握に苦慮したイベント参加者の結核接触
者健康診断について

P-1203-8 森 礼子 （岐阜聖徳学園大学看護学部公衆衛生看護学領域）
地域DOTS服薬中断リスク要因

P-1203-9 三木 卓也 （名古屋市衛生研究所）
名古屋市における結核分子疫学調査について
（2012年度～2017年度）

P-1203-10 太田 正樹 （（公財）結核予防会結核研究所）
1999年結核緊急事態宣言前後の結核疫学の変
化

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：山田 敬子（山形県置賜保健所）

P-1204-1 山田 敬子 （山形県置賜保健所）
1都4県に拡大した麻しんの集団感染を経験して

P-1204-2 小山 宏美 （熊本県健康福祉部健康危機管理課）
麻しん流行時をはじめとしたワクチン需要増加時
における本県の取り組み

P-1204-3 大屋日登美 （神奈川県衛生研究所）
神奈川県で分離された肺炎マイコプラズマの遺伝
子型別

P-1204-4 紺野 圭太 （帯広刑務所医務課）
刑事施設における季節性インフルエンザの流行防
止に向けて

P-1204-5 飯塚 あい （東京都健康長寿医療センター研究所）
高齢者ボランティアグループにおけるインフルエ
ンザワクチン接種状況と関連要因の検討

P-1204-6 斎藤 正也 （統計数理研究所データ同化研究開発センター）
血清調査データを用いたインフルエンザ報告率の
推定

P-1204-7 佐野 和晃 （東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室）
大規模レセプトデータを用いた先天性感染症の頻
度の推計

P-1204-8 尾関由姫恵 （埼玉県衛生研究所感染症疫学情報担当）
埼玉県における生年別水痘患者推計による水痘ワ
クチン定期接種導入の評価

P-1204-9 後藤 明子 （北海道立衛生研究所感染症部ウイルスグループ）
北海道における抗ポリオウイルス中和抗体保有状
況調査（2011年～2017年）

P-1204-10 泊 賢太郎 （さいたま市健康科学研究センター）
さいたま市内で分離されたA群溶血性レンサ球
菌の薬剤感受性の動向

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：鈴木 貞夫（名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野）

P-1205-1 兒玉とも江 （岡山市保健所）
岡山市において急増した梅毒の感染経路の検討
～届出受理時の疫学調査結果から～

P-1205-2 藤部 荒術 （特定非営利活動法人 動くゲイとレズビアンの
会（アカー））
ゲイバーでのMSM向けワークショップ型プロ
グラム「LIFEGUARD 2017」
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P-1205-3 久地井寿哉 （社会福祉法人はばたき福祉事業団）
薬害HIV感染被害者の地域健康格差の規定要因
の分析―QALYと時間割引率の観点より

P-1205-4 中村多美子 （群馬県健康福祉部保健予防課）
歯科医師会と連携したHIV陽性者の歯科診療体
制構築の取組

P-1205-5 松木 宣嘉 （四国医療専門学校鍼灸マッサージ・鍼灸学科）
はり師のB型肝炎ワクチン接種状況に関する実
態調査

P-1205-6 吉田 由紀 （埼玉県立大学保健センター）
B型肝炎ワクチン接種による抗体獲得率と追加接
種についての検討

P-1205-7 大藤さとこ （大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学教室）
C型肝炎に対する抗ウイルス治療後の予後に影響
する要因

P-1205-8 林 史和 （福島県立医科大学疫学講座）
直接型抗ウイルス薬がC型肝炎患者の栄養状態
に与える影響に関する検討

P-1205-9 蕪木 康郎 （さいたま市健康科学研究センター）
さいたま市におけるヒトメタニューモウイルス遺
伝子型別の検出状況

P-1205-10 鈴木 貞夫 （名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分
野）
HPVワクチンの接種の回数と接種後症状との関
連について－名古屋スタディ

第13分科会 健康危機管理

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：江藤亜紀子（国立保健医療科学院健康危機管理研究部）

P-1301-1 音地 美穂 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
福島県県民健康調査「こころの健康度・生活習慣
に関する調査」生活習慣への電話支援

P-1301-2 及川 祐一 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
福島県県民健康調査：H28年度こころの健康
度・生活習慣に関する調査 こころ電話支援

P-1301-3 大類 真嗣 （福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）
原子力発電所事故後からの福島県民の精神的な回
復に関連する要因は？

P-1301-4 深澤 舞子 （東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野）
利用するメディアと放射線不安－原発事故から5
年半後に実施した福島県住民調査より－

P-1301-5 坂本 譲 （東北学院大学教養学部人間科学科）
東日本大震災後の子ども達の身体活動量が心身の
健康に及ぼす影響、長期縦断研究

P-1301-6 鈴木るり子 （岩手看護短期大学）
居住形態の変化が高齢被災者に及ぼすK6・
SN・SCの変化に関する探索的研究

P-1301-7 木村 悠子 （川内村国民健康保険診療所）
南相馬市における乳幼児内部被曝検診を通したリ
スクコミニュケーション

P-1301-8 冨尾 淳 （東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学）
健康危機管理に関する諸外国の法令・制度の動向

P-1301-9 花井 詠子 （豊橋市役所防災危機管理課）
市民への防災啓発と児童生徒への防災教育の新た
な取組み

P-1301-10 江藤亜紀子 （国立保健医療科学院健康危機管理研究部）
仙台防災枠組における目標達成のために必要とさ
れる災害研究と比較した研究動向の分析

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：前田 秀雄（東京都北区保健所）

P-1302-1 前田 秀雄 （東京都北区保健所）
DHEAT応援・受援機能に関する分析（第1報）
＜東京都特別区＞

P-1302-2 白井 千香 （枚方市保健所）
DHEAT応援・受援に関する調査（第2報）＜指
定都市・中核／政令市＞

P-1302-3 劔 陽子 （熊本県御船保健所）
過去の災害検証記録から考えるDHEAT活動の
可能性

P-1302-4 江藤 聖美 （大分県西部保健所）
九州北部豪雨災害における保健所保健師の果たし
た役割と課題 第1報

P-1302-5 吉田 知可 （大分県西部保健所）
九州北部豪雨災害における保健所保健師の果たし
た役割と課題 第2報

P-1302-6 戸塚 満久 （日本理学療法士協会）
災害時におけるリハビリテーション専門職による
支援と課題

P-1302-7 河本伊津子 （倉敷市保健所保健課）
広域災害救急医療システム（EMIS）を活用した
応急給水訓練

P-1302-8 大倉 香澄 （熊本県御船保健所）
特定給食施設等における災害時の栄養管理体制に
ついて～熊本地震の経験から～

P-1302-9 福村 智恵 （大阪市立大学大学院生活科学研究科）
災害時を想定した管理栄養士養成課程における炊
き出し演習プログラムの実施と評価

P-1302-10 杉山 純子 （福岡県北筑後保健福祉環境事務所）
九州北部豪雨災害後のこころのケア対策について

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：岩本 治也（福岡県糸島保健福祉事務所）

P-1303-1 東 大介 （宮城県保健福祉部健康推進課）
宮城県内の災害公営住宅入居者の健康状態：平成
29年度調査より

P-1303-2 小野寺 保 （宮城県仙台保健福祉事務所）
福島第一原子力発電所事故による放射線健康不安
対策

P-1303-3 河田眞理子 （いわき明星大学看護学部看護学科）
母子が福島県外避難から戻り子育てをする両親の
体験

P-1303-4 辻口 貴清 （弘前大学大学院保健学研究科放射線技術科学領
域）
原子力災害時に応用可能な早期治療・検査法構築
へ向けて－腸内フローラ変化の追跡－

P-1303-5 堀越 直子 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
福島県県民健康調査「こころの健康度・生活習慣
に関する調査」電話支援対象者の特徴

P-1303-6 針金まゆみ （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
東日本大震災後の避難先の違いが5年後の精神健
康度に与える影響：福島県県民健康調査

P-1303-7 岩垣 穂大 （早稲田大学人間総合研究センター）
福島原子力発電所事故の県外避難者におけるメン
タルヘルスと生活における課題

P-1303-8 中田 陽子 （福島県労働保健センター健康管理室）
東日本大震災後の内部被ばく測定者における生活
意識の変化について

P-1303-9 山口 一郎 （国立保健医療科学院生活環境研究部）
保健所による管内自治体職員向け放射線学習
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P-1303-10 岩本 治也 （福岡県糸島保健福祉事務所）
UPZのみを有する県での安定ヨウ素剤事前配布
説明会の実施経験について

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：丹野 高三（岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座）

P-1304-1 宮崎美砂子 （千葉大学大学院）
統括保健師の災害時のコンピテンシーに基づいた
研修の企画・実施・評価

P-1304-2 春山 早苗 （自治医科大学）
統括保健師の災害時のコンピテンシーに基づいた
研修の評価－1県での取り組みから－

P-1304-3 奥田 博子 （国立保健医療科学院）
統括保健師の災害研修の効果的なリフレクション
のためのファシリテーターガイドの検討

P-1304-4 丸谷 美紀 （国立保健医療科学院）
環太平洋島嶼国における地域の文化に即した全人
的災害時保健活動モデルの構築

P-1304-5 池田 和功 （和歌山県橋本保健所）
広域災害時における公衆衛生支援体制の整備と人
材育成及び自治体研修の実施状況

P-1304-6 木下 真里 （国立国際医療研究センター）
国際緊急援助隊医療チームによる被災地の公衆衛
生ニーズへの対応・PHM班の取組み

P-1304-7 武田 光史 （埼玉医科大学医学部社会医学教室）
東京都目黒区における災害医療対策の進捗につい
て、熊本地震の報告を受けて

P-1304-8 塩満 芳子 （鹿児島純心女子大学看護栄養学部看護学科）
福祉避難所における在宅高齢者への看護支援に関
する実態調査報告

P-1304-9 林 淳子 （公益社団法人福島県看護協会）
被災地で健康支援活動に携わる保健医療専門職が
直面する課題－面接調査による質的分析

P-1304-10 丹野 高三 （岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバン
ク機構）
東日本大震災後の心理的苦痛有病割合の推移：地
域住民コホート調査

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：中瀬 克己（吉備国際大学保健医療福祉学部）

P-1305-1 中里 栄介 （佐賀県鳥栖保健所）
地域保健総合推進事業（全国保健所長会）新興再
興感染症対策等健康危機管理推進事業

P-1305-2 齋藤 麻美 （山梨県中北保健福祉事務所）
在宅人工呼吸器使用患児の避難行動支援について
の一考察～平時から関係者間で考える～

P-1305-3 高橋 和子 （宮城大学看護学群）
地域包括支援センターによる専門職を対象とした
在宅療養者の防災支援プログラムの効果

P-1305-4 尾関佳代子 （浜松医科大学健康社会医学講座）
民間高齢者複合施設職員へのインタビュー調査か
ら見えてきた施設の災害対応への課題

P-1305-5 岩下 祥子 （鹿児島県大隅地域振興局）
管内介護保険事業所における災害対策の現状と課
題および県の役割に関する検討

P-1305-6 當山 裕子 （琉球大学医学部保健学科地域看護学）
乳幼児を養育する家庭における地域防災

P-1305-7 岡 麻文 （神戸大学大学院保健学研究科）
発達障害のある子どもとその家族の防災行動の実
態と関連要因

P-1305-8 鈴木久美子 （いわき明星大学看護学部）
妊産婦への防災教育に関する調査研究

P-1305-9 中瀬 克己 （吉備国際大学保健医療福祉学部）
新興・再興感染症対応における脆弱性改善ワーク
ショップの展開

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：祖父江友孝（大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座環境医学）

P-1306-1 岡本左和子 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
リスクコミュニケーションにおける情報提供の仕
方：イラストは有効なのか？

P-1306-2 森田 南保 （高知県中央西福祉保健所）
南海トラフ地震対策～中央西広域福祉避難所の取
り組み～

P-1306-3 曽根 志穂 （石川県立看護大学地域看護学）
地域住民の防災対策の認識と災害に備えた保健行
動

P-1306-4 奥川 玲子 （宮城県気仙沼保健福祉事務所）
アクションカードを活用した災害時初動体制の確
立に向けた取組

P-1306-5 年野 朋美 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
社会とのかかわりが防災活動参加に及ぼす影響

P-1306-6 齋藤健太郎 （東京工業大学情報理工学院）
仮想避難所を用いた訓練フレームワークの構築

P-1306-7 村山留美子 （神戸大学人間発達環境学研究科）
伊達市の線量モニタリングデータによる減衰の確
認とそのリスクコミュニケーション利用

P-1306-8 山内 知也 （神戸大学海事科学研究科）
東電福島原発事故後の小児甲状腺がんに関する評
価の問題点（1）UNSCEAR2016白書の検討

P-1306-9 津田 敏秀 （岡山大学大学院環境生命科学研究科環境疫学分
野）
東電福島原発事故後の小児甲状腺がんに関する評
価の問題点（2）検査結果の分析

第14分科会 医療制度・医療政策

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：今村 知明（奈良県立医科大学公衆衛生学講座）

P-1401-1 今村 知明 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
地域医療構想と医療計画を具現化するための施策
の研究

P-1401-2 林 修一郎 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
回復期病棟における季節ごとの入院患者数の変化
と在院日数への影響－NDBによる分析

P-1401-3 西村紀美子 （名古屋大学医学部附属病院メディカル ITセン
ター）
医療にまつわるビッグデータを利活用した医療機
器の使用実態と需要推計

P-1401-4 里村 一成 （京都大学医学部公衆衛生学教室）
国民健康保険以外から後期高齢者医療保険への流
入者の疾病の特性

P-1401-5 竹内 浩視 （浜松医科大学地域医療支援学講座）
静岡県における医師臨床研修必修化後12年間の
医療施設従事医師数の変化

P-1401-6 國吉 裕子 （大阪市建康局）
大阪市健康増進計画「すこやか大阪21（第2次
後期）」の策定

P-1401-7 冨田 清行 （東京医科歯科大学大学院環境社会医歯学政策科
学）
プライマリ・ケアを巡る制度的枠組みの変遷と今
後の展望

P-1401-8 山下 暁士 （名古屋大学医学部附属病院メディカル ITセン
ター）
DPC公開情報データを用いた愛知県の二次医療
圏における医療提供状況の分析

P-1401-9 佐方 信夫 （医療経済研究機構研究部）
短期滞在手術等基本料の白内障治療に与えた影響
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P-1401-10 林 美枝子 （日本医療大学）
在宅看取りの初期段階における困難性研究、医
療・介護専門職と家族介護者間の齟齬

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：林田 賢史（産業医科大学病院 医療情報部）

P-1402-1 長濱さつ絵 （東京都産業保健健康診断機関連絡協議会）
職域健康診断の実施機関別有所見率の検討（第2
報）

P-1402-2 岩田 徹也 （愛知県済生会リハビリテーション病院）
働き方改革の観点から考える当院における高齢医
師および女性医師の現状と課題について

P-1402-3 松崎 良美 （津田塾大学学芸学部）
新聞記事を用いた「がん登録推進法」成立を支え
た一般世論分析

P-1402-4 成田 智晴 （愛知県衣浦東部保健所）
愛知県がん登録データを用いた県内胃がん労働損
失の推計

P-1402-5 大家 俊夫 （東京医科歯科大学大学院河原教室）
喫煙者拒否の医療機関と患者に対する影響

P-1402-6 飯島佐知子 （順天堂大学大学院医療看護学研究科）
女性の疾患による医療費および生産性損失の推計

P-1402-7 松井 健 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科政策
科学分野）
大学病院における医療機器開発に対する意識調査
と医療現場の課題分析

P-1402-8 小森賢一郎 （東京工業大学情報理工学院）
医療機関単位の医療需要推計モデルの作成

P-1402-9 村上 玄樹 （産業医科大学病院医療情報部）
DPC公開データを用いた手術実施状況の地理的
比較

P-1402-10 林田 賢史 （産業医科大学病院 医療情報部）
DPC公開データを用いた医療提供体制の把握－
福岡県内のがん診療実績－

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：河原 和夫（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科）

P-1403-1 板谷 智也 （金沢大学医薬保健研究域）
人口推計に基づく訪問系事業所立地数予測モデル
の検討と地理情報システムによる分析

P-1403-2 堀池 諒 （高知県健康政策部医療政策課）
地理情報システムを用いた病床機能別病院立地地
域における将来推計人口の検討

P-1403-3 演題取り下げ

P-1403-4 石本 洋介 （株式会社健康科学研究所）
健康づくり運動のトレーニング休止が医療費に及
ぼす影響：吉野ヶ里町健康運動事業6

P-1403-5 伊藤美樹子 （滋賀医科大学公衆衛生看護学講座）
乳幼児のかかりつけ医の選定と夜間・休日・救急
外来受診状況

P-1403-6 赤星 昂己 （東京女子医科大学東医療センタ－ 救命救急セ
ンタ－）
在留外国人の救急搬送患者における医療保険と医
療費の実態

P-1403-7 濱井 妙子 （静岡県立大学看護学部）
通訳の正確性に関する分析の試み－ブラジル人患
者・医師・病院通訳者の診療場面から－

P-1403-8 小堀 栄子 （摂南大学看護学部）
日本在住外国人の死亡率：示唆されたヘルシー・
マイグラント効果

P-1403-9 平野 裕子 （長崎大学生命医科学域）
日比経済連携協定下で来日するフィリピン人看護
師らの精神的健康に関連する要因

P-1403-10 河原 和夫 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科）
献血不可理由が献血者確保に及ぼす影響について

第15分科会 公衆衛生従事者育成

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：石川 鎮清（自治医科大学医学教育センター）

P-1501-1 木村 哲也 （国立ハンセン病資料館）
社会医学系研究人材を取り巻く環境と課題

P-1501-2 石川 鎮清 （自治医科大学医学教育センター）
医療経済学系研究人材を取り巻く環境と課題

P-1501-3 弓屋 結 （福島県立医科大学健康増進センター）
福島県内保健師の住民からのフィードバックの受
け止め方：ヘルスリテラシー研修との関連に注目
して

P-1501-4 山田 晴美 （山形県置賜保健所）
保健所と大学の協働による地域保健活動の評価研
修会・発表会開催の成果

P-1501-5 神谷真有美 （中京学院大学看護学部）
地域貢献を目的とする人材育成活動の一考察

P-1501-6 西田 洋子 （川崎医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科）
公衆衛生看護学実習における学生の地区管理に関
する体験の認識と技術到達度との関連

P-1501-7 小寺さやか （神戸大学大学院保健学研究科）
グローバル社会で求められる行政保健師のコンピ
テンシー

P-1501-8 成木 弘子 （国立保健医療科学院）
県が主催した市町村保健師管理者能力育成モデル
研修の効果

P-1501-9 鏡 真由美 （津山市役所健康増進課）
養育支援家族相談援助の事例検討から見えてきた
保健師活動上の課題

P-1501-10 本干尾八州子（津山市こども保健部健康増進課）
中堅期・リーダー期保健師に対するスーパービ
ジョン能力形成への取り組み 第2報

10月25日（木）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：俵 志江（甲南女子大学看護リハビリテーション学部看護学科

公衆衛生看護領域）

P-1502-1 米澤 純子 （東邦大学健康科学部看護学科）
看護学生による元気高齢者との交流と健康づくり
活動（第1報）

P-1502-2 亀山 直子 （東京家政大学健康科学部看護学科）
看護学生による元気高齢者との交流と健康づくり
活動（第2報）

P-1502-3 田原 美香 （東京家政大学健康科学部看護学科）
看護学生による元気高齢者との交流と健康づくり
活動（第3報）

P-1502-4 俵 志江 （甲南女子大学看護リハビリテーション学部）
学生自己評価による保健師教育課程選択制後の卒
業時の到達度と保健師教育の検討

P-1502-5 武居 明美 （高崎健康福祉大学保健医療学部看護学科）
公衆衛生看護学実習 I における「健康教育」の実
施による学習効果の検討

P-1502-6 舘向 真紀 （岩手医科大学看護学部地域包括ケア講座）
地域看護学を大学1年生から教授することの意
義―地域特性と健康問題の理解の深化―

P-1502-7 高見 栄喜 （関西看護医療大学看護学部専門基礎分野）
看護学生の進級に関連する初年次要因の検討

P-1502-8 北宮 千秋 （弘前大学）
保健師学生が自治体実習後にとらえた地域イメー
ジの構造化過程での学び
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P-1502-9 佐藤 純子 （宮城県気仙沼保健所）
保健所新人保健師のOJTの実践～専門的能力の
効果的な獲得に向けて～

P-1502-10 松野あやえ （宮城県塩釜保健所岩沼支所）
保健所を拠点とした管轄自治体との協働による保
健師・管理栄養士の人材育成

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：廣瀬 浩美（愛媛県宇和島保健所）

P-1503-1 廣瀬 浩美 （愛媛県宇和島保健所）
自治体の社会医学系専門医制度への取組と活用状
況

P-1503-2 早川 貴裕 （栃木県県南健康福祉センター）
公衆衛生医師の確保と育成に関する実践活動報
告：PHSS 2017

P-1503-3 叶多 博美 （茨城キリスト教大学看護学部）
個人の健康に影響を及ぼす「地域の人々の生活・
価値観」に関する学生の学び

P-1503-4 山野 貴司 （和歌山県立医大地域医療支援センター）
地域枠学生を対象とした夏季地域実習による医学
部カリキュラムの補完について

P-1503-5 大神 明 （産業医科大学産業生態科学研究所作業関連疾患
予防学）
社会医学系専門医制度発足後の経過と産業衛生専
門医制度との関わり

P-1503-6 宮園 将哉 （大阪府寝屋川保健所）
WHO等保健医療事情調査：国際保健医療人材の
確保育成における日本の課題

P-1503-7 齋藤 智子 （新潟大学大学院保健学研究科）
離島における5年間の地域診断実習が地域住民に
もたらした成果

P-1503-8 規家 美咲 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
公衆衛生看護が遭遇する倫理的課題の実態（1）－
過去3年間に保健師が遭遇した件数－

P-1503-9 羅 ジョウ （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
公衆衛生看護が遭遇する倫理的課題の実態（2）－
保健師の主観的困難度－

P-1503-10 多田 碧樹 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
公衆衛生看護が遭遇する倫理的課題の実態（3）－
改善経験と遭遇件数・困難度の関連－

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：原田 静香（順天堂大学医療看護学部）

P-1504-1 原田 静香 （順天堂大学医療看護学部）
新任保健師教育にポートフォリオを導入した効果
（第1報）－プリセプターの認識－

P-1504-2 仲里 良子 （順天堂大学医療看護学部）
新任保健師教育にポートフォリオを導入した効果
（第2報）－新任保健師の認識－

P-1504-3 木嶋 彩乃 （山口大学大学院医学系研究科）
新任期保健師の成長や学びに必要な行動～先輩保
健師との関わりから～

P-1504-4 田中みゆき （鹿児島市保健所東部保健センター）
鹿児島市保健師の人材育成の取り組み

P-1504-5 芦達麻衣子 （大阪市健康局）
保健師のバーンアウトの実態と関連要因に関する
研究

P-1504-6 小路 浩子 （神戸女子大学看護学部看護学科）
中堅期の市町村保健師の職業的アイデンティティ
の形成プロセス

P-1504-7 水村 純子 （千葉大学大学院看護学研究科研究生）
行政保健師と地域包括支援センターの看護師によ
るケースカンファレンスの研修の効果

P-1504-8 玉井 公子 （京都府立医科大学大学院博士後期課程）
行政における中堅前期・後期・管理期保健師の職
務満足に関連する要因

P-1504-9 藤井 広美 （杏林大学）
行政における人材育成担当保健師及び10年以下
保健師の実践技術獲得に対する期待時期

P-1504-10 大木 幸子 （杏林大学）
行政における新任期・中堅前期の保健師の実践技
術の獲得状況への自己評価

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：井口 茂（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 保健学専攻）

P-1505-1 岸 恵理 （茨城県常総保健所）
茨城県職保健師の経験年数によるキャリアラダー
専門能力の特徴（第1報）

P-1505-2 海老根真由美（笠間市）
茨城県市町村保健師の経験年数によるキャリアラ
ダー専門能力の特徴（第2報）

P-1505-3 田中 結香 （甲府市西地域包括支援センター）
地域包括支援センター職員と弁護士・司法書士の
「連携」のきっかけと困難感

P-1505-4 二宮 一枝 （岡山県立大学保健福祉学部）
地域との協働による認知症カフェを用いた保健師
教育の評価：状況的学習論の視点から

P-1505-5 中村 仁志 （山口県立大学看護栄養学部看護学科）
精神科病院での臨床実習指導のあり方の検討

P-1505-6 田中 元基 （東京都健康長寿医療センター研究所社会参加と
地域保健研究チーム）
多様な関係主体から成る協議体の質的分析：参加
者の会議内容理解の低い会議の特徴

P-1505-7 菅野 範子 （福島県立医科大学附属病院臨床研究センター）
がん患者の手術療法の意思決定を支援する外来看
護師の認識

P-1505-8 斎藤美矢子 （宇部市健康福祉部地域福祉・指導監査課）
市町保健師による地域の健康課題発見に必要な実
践技術

P-1505-9 金屋 佑子 （了徳寺大学健康科学部看護学科）
地域診断に関する効果的な教育方法の検討－視聴
覚教材を通して学生が学んだ内容から－

P-1505-10 井口 茂 （長崎大学医学部保健学科保健学実践教育研究セ
ンター）
文部科学省補助事業における地域包括ケアに関わ
るリハ専門職養成の紹介とその課題

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：柳澤 尚代（弘前学院大学看護学部看護学科）

P-1506-1 赤間 由美 （山形大学大学院 医学系研究科 看護学専攻）
山形県内保健師の保健活動の到達状況―経験評価―

P-1506-2 森鍵 祐子 （山形大学大学院 医学系研究科 看護学専攻）
山形県内保健師の保健活動の到達状況―行動評価―

P-1506-3 小林 淳子 （山形大学大学院 医学系研究科 看護学専攻）
山形県内保健師の保健活動の到達状況―部下への
指導評価―

P-1506-4 鳩野 洋子 （九州大学医学部保健学科）
市町村中堅保健師のワークエンゲイジメントの実
態と関連要因

P-1506-5 古谷 裕子 （前神戸大学大学院保健学研究科）
熟練保健師による母子保健活動における他職種と
の協働を促進するプロセス

P-1506-6 守田 孝恵 （山口大学大学院）
タイムスタディで明らかにする「見えづらい保健
師の日常業務と時間量」

P-1506-7 永石早季子 （京都府）
京都府新人期保健師の到達度 ～人材育成の追跡
的評価と今後の展望～
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P-1506-8 大谷喜美江 （日本赤十字豊田看護大学）
医療機関に所属する保健師の役割に関する文献検
討

P-1506-9 原賀 美紀 （産業医科大学産業保健学部看護学科）
健康診査実施場面における保健師活動に関する教
授の現状と課題

P-1506-10 柳澤 尚代 （弘前学院大学看護学部看護学科）
保健師記録に関する自治体の組織対応および記録
作成の実態と課題

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：大西 基喜（青森県立保健大学看護学科）

P-1507-1 大西 基喜 （青森県立保健大学）
地域活動参画型教育の効果についての検討

P-1507-2 古川 照美 （青森県立保健大学）
保健医療福祉系大学生の多職種連携能力を測定す
るための尺度作成

P-1507-3 中島富志子 （東都医療大学ヒューマンケア学部看護学科）
学校保健実習を受け入れた気づきから（第1報）～
養護教諭の職務の要素を考える～

P-1507-4 岩佐 美香 （広島大学医歯薬保健学研究科）
養護教諭養成課程における演習の効果と課題

P-1507-5 田沼 寮子 （農協共済中伊豆リハビリテーションセンター訪
問看護ステーションあおぞら）
小児在宅ケアに関する訪問看護師の課題の明確化
と教育プログラムの検討

P-1507-6 大巻 悦子 （森ノ宮医療大学保健医療学部看護学科）
知的障害者施設における保健師学生の実習に関す
る教育的評価

P-1507-7 吉岡 京子 （国立保健医療科学院生涯健康研究部）
地域ニーズに基づく施策化のための保健師教育プ
ログラムの開発：パイロットスタディ

P-1507-8 山田美恵子 （福島県立総合衛生学院）
産前産後・育児休業を取得した保健師が復職後に
抱いていた仕事や子育てに対する思い

P-1507-9 長澤ゆかり （茨城県立医療大学保健医療学部看護学科）
A県内保健師の保健師を続けたいという気持ちと
日頃の活動への思いとの関連

P-1507-10 青山 望未 （宮城野区保健福祉センター 家庭健康課）
複雑多様化する親子支援を考える－円滑な多職種
連携のための事例ツールを用いて－

第16分科会 保健所・保健衛生

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：甲斐 優子（大分県豊肥保健所）

P-1601-1 甲斐 優子 （大分県豊肥保健所）
保健所を核とする「看護の地域ネットワーク」を
活用した看護管理者支援の取組み

P-1601-2 橋本 佳奈 （総社市役所保健福祉部長寿介護課）
総社市における介護保険事業に係る専門職の認知
症自立度評価に関する実態調査

P-1601-3 河田 恵子 （総社市役所保健福祉部長寿介護課）
総社市の介護認定調査員に対する認定調査の標準
化をねらいとした介入研究

P-1601-4 城川 美佳 （神奈川県立保健福祉大学）
地域中小規模の介護関連事業所における個人情報
の取扱いの課題

P-1601-5 大迫 亜理 （宮崎県延岡保健所）
入退院・医療介護連携における保健所の役割

P-1601-6 西村 由佳 （宮崎県都城保健所）
地域保健現場におけるプロジェクト・サイクル・
マネージメント（PCM）手法活用の可能性

P-1601-7 森田 誠子 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分
野・博士後期課程）
行政保健師の裁量：文献レビュー

P-1601-8 伊丹 幸子 （健康科学大学）
県職保健師のOJTに位置づけた事例検討会の効
果

P-1601-9 渡邉 玲子 （（一社）国際ナーシングドゥーラ協会）
潜在看護職による産後支援「ナーシングドゥーラ」
6年目の報告

P-1601-10 菊地 慶子 （浜松医科大学医学部看護学科地域看護学講座）
診療所看護職の看護職歴と職業観との関連

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：小西かおる（大阪大学大学院）

P-1602-1 川崎 涼子 （大分県立看護科学大学）
結核に罹患した刑事施設被収容者への包括的継続
支援のための連携

P-1602-2 小林 美保 （群馬県健康福祉部）
保健所におけるうがい液によるクラミジア・淋菌
検査の検討

P-1602-3 夕田 直子 （福岡検疫所福岡空港検疫所支所）
空港検疫におけるスクリーニング法の検討

P-1602-4 吉田 松実 （品川区保健所）
誤ってワクチンを混合して接種した予防接種事故
への行政の対応

P-1602-5 石井明日菜 （埼玉県衛生研究所）
結核接触者健康診断における IGRA検査の実施
状況（平成26～29年度）

P-1602-6 伊藤夕賀子 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科）
食物アレルギーの児を養育する母親の気持ちに関
する質的研究

P-1602-7 河野可奈子 （国立がん研究センター社会と健康研究センタ－）
子宮頸がん検診のプロセス指標と市町村チェック
リスト実施率の関係

P-1602-8 町井 涼子 （国立がん研究センターがん対策情報センターが
ん医療支援部検診実施管理支援室）
大腸がん住民検診における、市区町村の体制整備
状況について

P-1602-9 千葉 敦子 （青森県立保健大学健康科学部）
地域住民における保健協力員活動の認知・活用の
現状と健康行動の関連

P-1602-10 小西かおる （大阪大学大学院）
難病保健活動の県型保健所と政令市型保健所の特
徴の違い

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：伊東 則彦（道立紋別保健所・紋別看護学院）

P-1603-1 伊東 則彦 （道立紋別保健所・紋別看護学院）
H29地域保健総合推進事業（全国保健所長会協
力事業）・保健所情報支援システム運用班
2013-18

P-1603-2 柴田 英治 （愛知医科大学医学部衛生学講座）
地域・職域連携推進事業活性化に向けた検討
（1）―二次医療圏保健所の調査―

P-1603-3 鳥本 靖子 （国際医療福祉大学大学院）
地域・職域連携推進事業活性化に向けた検討
（2）―全国健康保険協会の調査―

P-1603-4 松田 有子 （国際医療福祉大学大学院）
地域・職域連携推進事業活性化に向けた検討
（3）―地域産業保健センターの調査―

P-1603-5 龍口 知子 （株式会社タニタヘルスリンク）
自治体における健康づくりの総合指標の検討と調
査報告
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P-1603-6 永井 智子 （聖路加国際大学）
地域保健活動における主要用語の定義－デルファ
イ法を用いた全国調査－

P-1603-7 佐野 裕理 （山梨県早川町役場）
健康相談での住民の話から地域課題の対応策を考
える

P-1603-8 磯部 澄枝 （新潟県南魚沼保健所）
地域包括ケアシステムの推進における行政管理栄
養士の役割（第2報）

P-1603-9 新田 和美 （福井県丹南健康福祉センター）
地域包括ケアシステムにおける栄養管理の連携状
況について（第2報）

P-1603-10 丹戸 敏子 （埼玉県狭山保健所）
在宅での麻薬管理における課題解決の取り組み
～保健所機能を生かした医療・介護連携～

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：福永 一郎（高知県安芸福祉保健所）

P-1604-1 福永 一郎 （高知県安芸福祉保健所）
壮年期死亡の評価指標の検討 その1 ～ 地域
での健康政策の企画評価に用いる

P-1604-2 児玉 佳奈 （高知県安芸福祉保健所）
壮年期死亡の評価指標の検討 その2 ～ 高知
県における壮年期死亡のトレンド

P-1604-3 田中ゆう子 （長野県健康増進課）
市町村国保データヘルス計画策定支援の取組

P-1604-4 芦澤 英一 （千葉県衛生研究所）
ベイズ推定法による千葉県における糖尿病性腎症
重症化防止プログラム対象者の推定

P-1604-5 石田久美子 （茨城県潮来保健所）
地域における後発医薬品使用促進の取組みと保健
所の役割

P-1604-6 國富 節子 （岡山県備前保健所）
岡山県南東部保健医療圏の医療連携における取り
組みの成果と保健所の役割

P-1604-7 島田 美喜 （社会福祉法人至誠学舎立川児童事業本部）
市町村保健センターの機能や役割等の実態

P-1604-8 山田 祐子 （福島県南相馬市）
東日本大震災被災3県の保健活動の現状と課題に
おける量的分析のまとめ（第1報）

P-1604-9 斎藤 恵子 （郡山市地域包括ケア推進課）
東日本大震災被災3県の保健活動の現状と課題に
おける質的分析のまとめ（第2報）

P-1604-10 伊東 尚美 （福島県相馬市）
震災後の長期避難経験は子どもの肥満に関連する
か？－福島県富岡町の乳幼児健診から－

第17分科会 公衆栄養

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：井上 清美（姫路獨協大学看護学部）

P-1701-1 井上 清美 （姫路獨協大学看護学部）
会議が生み出す食育推進の活性化 第2報－調整
の視点から－

P-1701-2 柳沢 明美 （安中市役所保健福祉部健康づくり課）
もっと野菜を350（さんごーまる）プロジェク
ト～高校生の食育推進～第1報

P-1701-3 島田 純子 （群馬県藤岡保健福祉事務所）
もっと野菜を350（さんごーまる）プロジェク
ト～高校生への食育推進～（第2報）

P-1701-4 横山 愛 （武庫川女子大学大学院生活環境学研究科食物栄
養学専攻）
幼児期の食事の楽しさと幼児の食習慣形成の関連
と保護者が与える影響

P-1701-5 小川由紀子 （大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学
研究科）
保育園児の母親の幼少期における食環境が現在の
偏食および自身の子どもに及ぼす影響

P-1701-6 箕浦 明 （昭和大学医学部衛生学公衆衛生学講座）
小児の食べる速さとALTとの関連

P-1701-7 伊藤佳代子 （宮城学院女子大学生活科学部食品栄養学科）
保育所に通う幼児の食生活の現状と食生活を共に
する家族との関係（第2報）

P-1701-8 渡邉 純子 （南九州大学健康栄養学部管理栄養学科）
中学生の心身の健康問題低減プログラム
（SPRAT）有効性研究の実施マニュアル策定

P-1701-9 橋本 加代 （神戸女子大学家政学部）
女子大学生における体型別食生活等の状況につい
て

P-1701-10 柴田 雅子 （大阪府藤井寺保健所）
「大学等における学生食堂を通じた健康づくり」
10年間の取組

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：由田 克士（大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康科学講

座 公衆栄養学）

P-1702-1 竹原 実花 （日本女子大学家政学部食物学科公衆栄養学研究
室）
未就学児のビタミンK摂取量と食環境の影響に
ついて～秤量法による横断研究～

P-1702-2 舘岡 麻由 （日本女子大学家政学部食物学科公衆栄養学研究
室）
未就学児のビタミンE摂取量についての横断研
究

P-1702-3 井口 芽実 （日本女子大学家政学部食物学科公衆栄養学研究
室）
大学生を対象とした食・栄養・味覚調査について

P-1702-4 臼杵 里恵 （大阪大学大学院公衆衛生学）
ビタミンB群の摂取と要介護認知症発症に関す
るコホート内症例対象研究：CIRCS研究

P-1702-5 朝倉 敬子 （東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野）
日本人のビタミンD充足状況と食事・紫外線曝
露の影響の検討

P-1702-6 中村美詠子 （浜松医科大学健康社会医学）
既存の食物摂取頻度調査票解析システムを活用し
た食事コスト評価の試み

P-1702-7 奥田 昌之 （山口大学大学院創成科学研究科）
中学生1日食塩排泄量の関連生活行動要因

P-1702-8 鈴木 康司 （藤田保健衛生大学医療科学部臨床検査学科）
一般住民を対象としたビタミンE摂取量と
ABCA1遺伝子DNAメチル化率との関連

P-1702-9 下山 春香 （東北女子短期大学）
簡便に測定できるNa量測定法の検討～大量調理
の食事から～

P-1702-10 由田 克士 （大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康科
学講座公衆栄養学）
幼児のナトリウム／カリウム比からみた栄養素等
摂取量と食品群別摂取量の検討

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：鈴木 秀子（会津大学短期大学部）

P-1703-1 相樂 正浩 （福島県保健福祉部健康増進課）
肥満や高塩分の要因となる福島県民の食行動の背
景

P-1703-2 鈴木 秀子 （会津大学短期大学部）
県民の食品群別摂取量と栄養素摂取量の関連

P-1703-3 内山 真理 （埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科）
中高年女性における骨密度の変化と食生活との関
連
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P-1703-4 宮崎 純子 （大阪がん循環器病予防センター）
地域住民における食事調査実施後の食習慣の変化
の検討

P-1703-5 小野 道子 （福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座）
東日本大震災を経験した福島市民の生活習慣10
年の推移

P-1703-6 熊谷 聡子 （京都府南丹保健所）
平成28年京都府民健康・栄養調査結果等から見
た高齢者の栄養課題

P-1703-7 坂 秀子 （島根県保健環境科学研究所）
地域の食習慣等を把握する手法の検討「国民健
康・栄養調査とBDHQ調査の比較」

P-1703-8 鈴木 美穂 （大阪市立大学大学院生活科学研究科）
妊娠初期における、妊娠中の推奨体重増加量に関
する知識と栄養素等摂取状況

P-1703-9 安藤恵美子 （国立成育医療研究センター社会医学研究部）
日本人就学前幼児における食事からのEPA・
DHA摂取と血清EPA・DHA値の関連

P-1703-10 盛 美咲 （青森県東地方保健所）
青森県県民健康・栄養調査からみた津軽地域と南
部地域の食生活の傾向

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：野津あきこ（鳥取短期大学）

P-1704-1 野津あきこ （鳥取短期大学）
市販の調理済み食品の利用と栄養素等摂取量との
関連

P-1704-2 細谷祐美子 （群馬県健康福祉部保健予防課）
群馬県民健康・栄養調査からみた高食塩摂取の食
生活の特徴について

P-1704-3 岩崎 祐子 （静岡県立大学薬学部分子病態学講座）
野菜摂取を増加させるためのライフスタイルアプ
ローチの検討

P-1704-4 小嶋 汐美 （常葉大学健康栄養学科）
成人女性における年代別の野菜摂取や食習慣、食
知識および野菜摂取に関する事項

P-1704-5 中出麻紀子 （兵庫県立大学）
大学生における朝食時の野菜摂取と関連する要因

P-1704-6 中島 正夫 （椙山女学園大学教育学部）
大学学生食堂における学生の昼食選択支援対策の
改善とその評価

P-1704-7 林 芙美 （女子栄養大学食生態学研究室）
働く女性のヘルスリテラシーや認知的要因と望ま
しい食行動・食態度との関連

P-1704-8 奈良岡佑南 （順天堂大学大学院）
就業女性の食生活課題まるのうち保健室の取り組
み ～第4報～

P-1704-9 阿部 惠理 （大妻女子大学人間生活文化研究所）
つわりの種類による妊娠中の食事変化、およびつ
わりが出生アウトカムに与える影響

P-1704-10 鈴木 礼子 （日本女子大学家政学部食物学科公衆栄養学研究
室）
AYA世代がん患者の栄養管理体制にがん栄養食
事指導料の導入が与えた影響

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：杉原 陽子（首都大学東京都市環境学部都市政策科学科）

P-1705-1 杉原 陽子 （首都大学東京都市環境学部都市政策科学科）
地域在住高齢者の低栄養リスクに関連する心理社
会的要因：属性別にみた要因の差異

P-1705-2 逸見眞理子 （ノートルダム清心女子大学食品栄養学科）
生き活き高齢者の食支援体制のあり方に関する検
討

P-1705-3 山田 五月 （東京都西多摩保健所）
保健所におけるフレイル対策への栄養面からのア
プローチ

P-1705-4 森川 真帆 （長崎県立大学大学院人間健康科学研究科栄養科
学専攻）
壱岐市在住住民の主観的健康観と社会的環境要因
との関連性

P-1705-5 伊井みず穂 （富山大学医学薬学研究部成人看護学）
富山県2地区における在宅高齢者の食品購入と食
事摂取状況

P-1705-6 石見 百江 （長崎県立大学大学院人間健康科学研究科）
壱岐市住民の咀嚼行動と健康に関する研究

P-1705-7 長尾 理恵 （鈴鹿医療科学大学公衆衛生看護学）
三重県内の労働者の咀嚼状況について－企業ロコ
モ検診 in Mie-

P-1705-8 前田 圭介 （藤田保健衛生大学大学院保健学研究科）
一般住民における野菜・果物摂取頻度と白血球中
TXNIP遺伝子のDNAメチル化率との関連

P-1705-9 龍田 希 （東北大学大学院医学系研究科発達環境医学分野）
胎児期におけるメチル水銀曝露の影響：調査計画
とベースラインデータ

P-1705-10 山科 沙織 （東北大学医学系研究科発達環境医学分野）
胎児期におけるメチル水銀曝露の影響－新生児行
動評価について

第18分科会 健康運動指導

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：山内 賢（慶應義塾大学体育研究所）

P-1801-1 山内 賢 （慶應義塾大学体育研究所）
高齢者が行うポールウォーキング学習の動作意識
と感性解明に全天球映像を用いる優位性

P-1801-2 杉村 嘉邦 （日本リコメンド株式会社施設運営事業部京都市
伏見北堀公園地域体育館）
地域在宅高齢者の足底接地面の状態は、運動機能
や転倒経験と関連するか？

P-1801-3 城寳 佳也 （筑波大学人間総合科学研究科ヒューマン・ケア
科学専攻）
高齢者におけるストレッチング実践の有無および
非実践者の「やらない理由」の性差

P-1801-4 根本 裕太 （東京都健康長寿医療センター研究所）
ノルディックウォークが高齢者のボランティア活
動継続意識および心身機能に与える影響

P-1801-5 田島 聖也 （一般社団法人ふくしまスポーツプロモーション）
高齢者対象介護予防運動教室による介護予防効果
の検証

P-1801-6 水本 理恵 （花王株式会社東京研究所）
職域世代における活動量計を活用した平日および
休日の生活リズムと睡眠意識との関連

P-1801-7 永井 紀竹 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科）
体育学部新入生の貧血 －女子学生を中心に－

P-1801-8 大賀 淳子 （埼玉医科大学保健医療学部看護学科）
学校登山が女子中高生の自己効力感に及ぼす影響

P-1801-9 篠田 邦彦 （身体運動研究会篠田塾）
子どもの体力スクリーニングプログラム「エッセ
ンシャル10」の考案

P-1801-10 江川 賢一 （東京家政学院大学人間栄養学部運動生態学研究
室）
「スポーツ都市あきる野」推進計画の中間評価に
おけるスポーツ実施率の関連要因
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第19分科会 食品衛生・薬事衛生

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：寺田 宙（国立保健医療科学院生活環境研究部）

P-1901-1 寺田 宙 （国立保健医療科学院生活環境研究部）
福島第一原子力発電所事故後に実施された食品中
の放射性物質の検査結果の概要

P-1901-2 杉山 英男 （国立保健医療科学院生活環境研究部）
きのこのセシウムに関する放射生態学調査と調理
除去の検討

P-1901-3 國井 伸明 （獨協医科大学国際疫学研究室福島分室）
福島県および近県における山菜・キノコ類の部位
別測定結果の評価

P-1901-4 木村 真三 （獨協医科大学国際疫学研究室福島分室）
福島県及びその近県で市販されている山菜の放射
能調査

P-1901-5 三宅 定明 （埼玉県衛生研究所）
摘果果実を用いたナシ成熟果実の放射性セシウム
濃度の推定

P-1901-6 曽根 美紀 （さいたま市健康科学研究センター）
災害時ライフライン機能停止を想定した食中毒菌
検査方法（腸管出血性大腸菌）の検討

P-1901-7 西田 敏秀 （宮崎市健康管理部宮崎市保健所）
食材由来で飲食店従業員と利用者への感染が疑わ
れたA型肝炎事例

P-1901-8 猪野翔一朗 （埼玉県衛生研究所）
腸管出血性大腸菌Diffuse Outbreak からみた
原因食品の傾向について

P-1901-9 華 有紀 （大阪市健康局）
保育園児保護者を対象とした鶏肉の生食に関する
意識調査と啓発方法の検討

10月26日（金）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：千葉 剛（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 国

立健康・栄養研究所 食品保健機能研究部）

P-1902-1 高畑 能久 （大阪成蹊大学フードシステム研究室）
わが国の食品製造業における食品防御対策の現状
調査について

P-1902-2 神奈川芳行 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
大規模イベントに向けた食品防御対策ガイドライ
ンと教育用媒体の検討と課題について

P-1902-3 花田 遥 （つくば国際大学医療保健学部保健栄養学科）
コンビニエンスストアのおにぎりと自家製おにぎ
りの細菌の挙動

P-1902-4 遠藤 吏保 （和洋女子大学大学院総合生活研究科総合生活専
攻）
市川市産の和梨から調製したサワードウの抗カビ
性能

P-1902-5 茶屋 真弓 （鹿児島県環境保健センター食品薬事部）
LC/MS/MSによる植物性自然毒の迅速一斉分
析法の検討

P-1902-6 白井 文恵 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）
カットフルーツの細菌汚染と消費期限、製造場所
との関係性についての検討

P-1902-7 綱井 仁美 （大阪大学大学院医学系研究科）
緑豆もやしの細菌汚染の経日的変化と加熱による
細菌数の変化

P-1902-8 峯 昌啓 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
高校卒業後の情報取得と遺伝子組み換え食品の受
容に関する調査

P-1902-9 佐藤 陽子 （（国研）医薬健栄研国立健康・栄養研究所）
イチョウ葉エキスと医薬品の相互作用に関する文
献的検討

第20分科会 産業保健

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：中川 昭生（福島市保健所所長）

P-2001-1 花里 真道 （千葉大学予防医学センター）
オフィスにおける健康（その3）自席の開放性と
1年後のワーク・エンゲイジメント

P-2001-2 吉田 紘明 （千葉大学予防医学センター）
オフィスにおける健康（その4）自席の開放性と
1年後の組織への愛着

P-2001-3 西田 恵 （竹中工務店）
オフィスにおける健康（その5）休憩行動と1年
後のワーク・エンゲイジメント

P-2001-4 鈴木美奈子 （順天堂大学スポーツ健康科学部）
従業員の職業性ストレスと健康・幸福要因との関
連～健康経営戦略に向けて～

P-2001-5 木津喜 雅 （東京医科歯科大学国際健康推進医学分野）
幼少期の逆境体験と職場の部下へのパワハラに関
するインターネット調査

P-2001-6 柳沼 梢 （尚絅学院大学総合人間科学部健康栄養学科）
保育者のストレス状況に関する調査－予備調査結
果について－

P-2001-7 西本 大策 （鹿児島大学医学部保健学科基幹看護学講座）
看護師のバーンアウトに影響を及ぼす二次元レジ
リエンス要因の分析

P-2001-8 加藤巳佐子 （元NPO法人ぬくもり福祉会たんぽぽ）
介護保険事業所でのストレスチェックから見えた
課題

P-2001-9 藤原 啓子 （人間環境大学看護学研究科）
新規採用者の考える公務員に必要な能力・姿勢に
関する考察

P-2001-10 石川 敦雄 （竹中工務店）
社員寮で共同生活する若手社員の食行動と心理的
ストレスとの関連

10月24日（水）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：湯川 悟（栃木産業保健総合支援センター）

P-2002-1 小澤 咲子 （筑波大学大学院人間総合科学研究科ヒューマ
ン・ケア科学専攻）
企業従業員の健康とオフィス環境の関係（第1報）
ワーク・エンゲイジメント

P-2002-2 岡村 祐一 （筑波大学大学院人間総合科学研究科ヒューマ
ン・ケア科学専攻）
企業従業員の健康とオフィス環境の関係（第2報）
主観的健康感・仕事満足感

P-2002-3 今度 悠樹 （アイシン軽金属（株）安全環境部）
職場環境改善－残業時間とストレス要因の関連－

P-2002-4 金子 信也 （国立大学法人北海道教育大学函館校養護教諭特
別別科）
中小企業経営者の健康調査

P-2002-5 牧之瀬志織 （公益財団法人兵庫県健康財団保健検診センター）
40歳未満の職場サポート不足と生活習慣やスト
レス反応の関連について

P-2002-6 久保 善子 （東京慈恵会医科大学医学部看護学科）
ストレスチェック制度における企画立案時の産業
保健師のコンピテンシーに関する検討

P-2002-7 豊田 将之 （社会医療法人財団新和会八千代病院）
男性労働者における不眠と職業特性および職業性
ストレスとの関連

P-2002-8 岡崎 優実 （神戸大学大学院保健学研究科）
20歳代及び30歳代男性非正規雇用労働者の雇
用状況と生活習慣との関連
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P-2002-9 高橋 由香 （東北大学大学院医学系研究科保健学専攻公衆衛
生看護学分野）
中小企業におけるデータヘルス計画に基づくコラ
ボヘルスの取り組み

P-2002-10 湯川 悟 （栃木産業保健総合支援センター）
栃木産業保健総合支援センターにおける産業保健
セミナーの実態

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：伊藤 俊弘（旭川医科大学医学部看護学講座）

P-2003-1 井上まり子 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
若年女性の雇用形態変化・退職と心理的ストレス
との関連

P-2003-2 原田 若奈 （聖路加国際大学大学院看護学研究科）
企業において定年年齢到達後も就労を継続する男
性の体験

P-2003-3 鈴木 直子 （いわき明星大学看護学部看護学科）
就業している独居高年齢者における男女の特性～
日常生活に関する意識から～

P-2003-4 小宅千恵子 （北海道中央労災病院治療就労両立支援センター）
女性勤労者の簡略更年期指数と口腔の健康に関す
る意識との関係

P-2003-5 永谷 照男 （名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学）
子育て期女性の就労と家事の相互健康影響：就労
時間と仕事満足

P-2003-6 久保田あや子（関西医科大学衛生・公衆衛生学講座）
看護労働における日勤と夜勤の身体的負担評価
－筋電図と心拍数変動に用いて－

P-2003-7 磨田百合子 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
産業看護職に求められるコンピテンシー：
Focus Group Interviewによる検討

P-2003-8 田淵 啓二 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科）
滞在型転地勤務参加者による感想・評価のテキス
トマイニングによる検討

P-2003-9 岡崎可奈子 （福島県立医科大学放射線医学県民健康管理セン
ター）
避難区域内労働者における生活習慣病リスクと精
神的健康・生活環境の変化との関連

P-2003-10 伊藤 俊弘 （旭川医科大学医学部看護学講座）
看護職員の労働負担が睡眠に及ぼす影響について

10月26日（金）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：表 志津子（金沢大学医薬保健研究域）

P-2004-1 表 志津子 （金沢大学医薬保健研究域）
事業所における若年性認知症を有する従業員への
就労支援の経験

P-2004-2 江口 尚 （北里大学医学部公衆衛生学）
日本の中高年者におけるがん治療の就労への影
響―中高年者縦断調査9年間の分析から―

P-2004-3 金子 麗奈 （関東労災病院消化器内科）
労働者健康安全機構・病職歴データベースを用い
た産業による癌発症リスクの検討

P-2004-4 杉本 加代 （高知大学医学部地域看護学講座）
雇用者50人未満の事業所に勤務する20～39歳
の健康習慣

P-2004-5 白岡 亮平 （医療法人社団ナイズ）
L. lactis strain Plasma含有食品の摂取が健
康および労働パフォーマンスに与える影響

P-2004-6 阿部 有美 （福島県労働保健センター健康管理室）
VDT作業従事者のラジオ体操導入効果

P-2004-7 祝原あゆみ （島根県立大学看護栄養学部看護学科）
全国の中学校教員におけるインターネット依存と
バーンアウトの関連

P-2004-8 石塚 洋一 （東京歯科大学衛生学講座）
販売・営業職における未処置歯の放置に関連する
要因

P-2004-9 桑戸 美穂 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）
高校教員の主観的健康観に関連する要因とその構
造

P-2004-10 長谷川久之 （東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科環境
社会医歯学政策科学）
医師の過重労働の沿革と現状の考察

第21分科会 環境保健

10月25日（木）9:30～10:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：林 基哉（国立保健医療科学院）

P-2101-1 緒方 文彦 （近畿大学薬学部公衆衛生学研究室）
新規ニッケル－アルミニウム系ハイブリット型吸
着剤によるホウ酸イオンの吸着挙動

P-2101-2 関 健介 （杏林大学保健学部診療放射線技術学科）
可搬型液体シンチレーション検出器によるトリチ
ウムの微量測定に関する基礎的検討

P-2101-3 吉永 淳 （東洋大学生命科学部応用生物科学科）
無機ヒ素摂取量推定のための簡易質問票の開発と
評価

P-2101-4 大山 裕冬 （山梨大学大学院医工農学総合教育部社会医学講
座）
山梨県中北地域におけるPM2.5と感染症罹患数
との関係

P-2101-5 岩澤 聡子 （慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
二酸化硫黄曝露と小児の喘息による受療行動の検
討

P-2101-6 鹿嶋小緒里 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科公衆衛生学
研究室）
常時および臨時大気測定局を用いた二酸化窒素
Land use regression モデルの比較検討

P-2101-7 野口真由美 （千葉大学大学院融合理工学府）
室内空気に存在する有害物質の季節的変動及び生
活用品による汚染

P-2101-8 村井 敦 （東京都多摩府中保健所）
興行場における落下細菌不適の改善について

P-2101-9 戸次加奈江 （国立保健医療科学院生活環境研究部）
拡散サンプラーを用いた室内空気中の2－エチ
ル－1－ヘキサノール及びテキサノールの分析

P-2101-10 林 基哉 （国立保健医療科学院）
特定建築物の空気環境に関する研究 その5 空
気環境基準の不適率に関する詳細分析

10月25日（木）10:30～11:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：奥村 二郎（近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）

P-2102-1 奥村 二郎 （近畿大学医学部環境医学・行動科学教室）
環境化学物質及びそれによるアレルギー疾患に対
する行政施策について

P-2102-2 清水 貴明 （さいたま市健康科学研究センター）
さいたま市におけるダーラム型花粉捕集器と花粉
自動計測器による花粉飛散数の比較

P-2102-3 三上 恭弘 （さいたま市健康科学研究センター）
さいたま市内における熱中症発生状況と気象条件
に関する研究

P-2102-4 服部 知己 （渋川保健福祉事務所）
電磁波過敏の3名の女性についての報告

P-2102-5 金 勲 （国立保健医療科学院）
高齢者福祉施設における温湿度環境の管理基準と
実態

P-2102-6 開原 典子 （国立保健医療科学院生活環境研究部）
高齢者施設の環境衛生に関する全国実態調査（第
9報）湿度管理の調査と改善
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P-2102-7 救仁郷 修 （宮崎県日南保健所）
宮崎県美しい「みやざきの水辺」を未来につなぐ
啓発事業について

P-2102-8 藤田 景清 （北九州市保健環境研究所）
循環式公衆浴場におけるレジオネラ属菌の定着性
について

P-2102-9 近藤 昭宏 （株式会社日吉技術部）
浴槽水中のレジオネラ属菌およびアメーバのメタ
ゲノム解析

P-2102-10 井口 直樹 （大阪市保健所環境衛生監視課）
専用水道における浄水処理工程中の一般細菌につ
いて

第22分科会 国際保健

10月24日（水）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：町田 宗仁（金沢大学医学系国際保健学）

P-2201-1 町田 宗仁 （金沢大学医学系国際保健学）
国際保健政策人材に求められるキャリアパスおよ
びコンピテンシーの抽出

P-2201-2 山城 海渡 （近畿大学薬学部公衆衛生学研究室）
日本およびタイの大学生における理想体型と疲
労・ストレスに関する調査研究

P-2201-3 川崎 直人 （近畿大学薬学部公衆衛生学）
日本およびタイの薬学部生における食習慣と運動
習慣に関する調査研究

P-2201-4 田森 啓介 （札幌市手稲区保健福祉部）
WHO本部保健医療事情調査報告：エビデンスに
基づく高齢者施策と日本の現状について

P-2201-5 水野 智美 （国立国際医療研究センター国際医療協力局）
途上国の地域保健医療に生かされる公衆衛生スキ
ルについて：医療技術参与の経験から

P-2201-6 村上邦仁子 （東京都多摩府中保健所）
社会のグローバル化により保健所業務上起きてい
る課題の検討

P-2201-7 西原 三佳 （長崎大学生命医科学域保健学系）
ケニア都市部大学生におけるSNS使用状況と性
に関する情報入手・性行動との関連

P-2201-8 吉田 幸子 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）
外国人の小児予防接種における医療機関への実態
調査外国語情報ツールの認知度と活用度

P-2201-9 田村 智恵 （早稲田大学大学院人間科学研究科）
医療通訳研究に関する系統的文献レビュー

P-2201-10 鈴村 美和 （札幌医科大学医学部公衆衛生学講座）
外国人患者の当院受療時ニーズに関する社会疫学
的調査（第1報）

10月24日（水）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：湯浅 資之（順天堂大学国際教養学部グローバル社会領域）

P-2202-1 湯浅 資之 （順天堂大学国際教養学部グローバル社会領域）
ボリビア国オルロ県母子保健プロジェクトにおけ
る包括的スーパービジョンツールの開発

P-2202-2 小尾 栄子 （公立大学法人山梨県立大学看護学部）
妊娠・出産・育児に多様なニーズを持つ在留外国
人母子への民間の支援の実態

P-2202-3 安田 直史 （近畿大学社会連携推進センター）
ASEAN域内資格相互承認制度が看護師、看護
サービスに与える影響―ミャンマーの事例

P-2202-4 常田 美和 （北海道医療大学）
スリランカにおける母親のストレス対処能力と産
後うつ傾向の関連

P-2202-5 白山 芳久 （順天堂大学国際教養学部グローバル社会領域）
ボリビア国オルロ県母子保健ネットワーク強化―
保健情報分析委員会の実施改善について

P-2202-6 駒澤 牧子 （順天堂大学医学部公衆衛生学講座）
ヨルダンにおける2種の介入による家族計画実行
率向上への効果：差分の差分分析

P-2202-7 新杉 知沙 （医薬基盤・健康・栄養研究所）
スリランカ都市部の小学生における親の教育歴や
母親の体格と栄養不良の関連

P-2202-8 浦部 大策 （聖マリア病院）
途上国における乳幼児の栄養障害とその改善策

P-2202-9 中世古恵美 （姫路獨協大学看護学部看護学科）
バヌアツ共和国の子どもにおける喫煙・飲酒・薬
物使用に関する実態調査

P-2202-10 福田 英輝 （長崎大学生命医科学域口腔保健学）
ケニア共和国の無歯科医地区における児童のう蝕
有病状況に関する追跡調査

10月26日（金）8:30～9:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：原田 和宏（吉備国際大学大学院）

P-2203-1 原田 和宏 （吉備国際大学大学院）
後発開発途上国カンボジアにおける脳卒中リハビ
リテーションの現状と従事者の認識課題

P-2203-2 依田 健志 （川崎医療福祉大学医療後術学部健康体育学科）
チェンマイ在住日本人高齢者のメンタルヘルス・
QOLに関する調査

P-2203-3 于 進 （前新潟大学大学院保健学研究科博士前期課程）
中国都市高齢者の主観的健康感と健康習慣、SC
との関連

P-2203-4 徳田 克己 （筑波大学医学医療系）
中国の都市部における新しいバリアの発生－路上
に放置されるシェアサイクル－

P-2203-5 芝山江美子 （神奈川工科大学看護学部看護学科）
Gamping 地区のポシャンドゥを用いた地域共生

P-2203-6 坪田 彩 （筑波大学大学院人間総合科学研究科）
ウガンダ人医療従事者の労働意欲をエンパワメン
トする要因－FGI を用いた質的研究

P-2203-7 岡村 雪子 （中部大学生命健康科学部スポーツ保健医療学科）
救急医療における外国人傷病者への対応の現状と
課題

P-2203-8 神田 浩路 （旭川医科大学医学部社会医学講座）
ミャンマー及び周辺地域におけるマラリア対策の
文献収集及びその考察

P-2203-9 杉村 正樹 （東京医科歯科大学国際保健医療事業開発学分野）
International collaboration for health work-
force mobilization across borders（6）

第23分科会 保健医療介護サービス

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：水野 智美（筑波大学医学医療系）

P-2301-1 平野かよ子 （宮崎県立看護大学）
市町村における保健活動の評価指標の統計的検討

P-2301-2 石川貴美子 （秦野市）
高齢者保健福祉分野における保健活動の実践状況
と評価指標活用に向けての検証

P-2301-3 土井麻理子 （国立保健医療科学院政策技術評価研究部）
臨床試験結果の登録・公開項目に関する検討
～CONSORT声明との比較から～

P-2301-4 湯川 慶子 （国立保健医療科学院政策技術評価研究部）
臨床研究法に基づいた臨床研究登録システム
（jRCT）の構築

P-2301-5 越田美穂子 （富山県立大学看護学部開設準備担当）
ロジックモデルによる保健師人材育成プログラム
導入の中長期的インパクト評価



89

P-2301-6 裴 麗瑩 （筑波大学ヘルスサービス開発研究センター）
療養施設における高齢者の回避可能な入院の定義
に関する海外先行研究レビュー

P-2301-7 小熊 妙子 （東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学）
JGSS-2010データを用いた主観的社会的地位
と健康関連指標との関係の検討

P-2301-8 美崎 定也 （苑田会人工関節センター病院）
人工膝関節全置換術後の健康関連QOLに関する
予測モデルの構築

P-2301-9 木下 隆志 （芦屋学園短期大学）
「キャリア・アンカー」による障害福祉サービス
事業所職員の人材育成方策の検討

P-2301-10 水野 智美 （筑波大学医学医療系）
視覚障害者の鉄道駅プラットホームからの転落を
防ぐ対策

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：坪井 聡（福島県立医科大学医学部疫学講座）

P-2302-1 松本 将八 （特定非営利活動法人こぐまくらぶ）
WHO-DAS2.0を用いた就労継続支援サービス
利用者の社会的状況等の検討

P-2302-2 坪井 聡 （福島県立医科大学医学部疫学講座）
女性の健康において、四肢末端の冷感は対処すべ
き課題か。

P-2302-3 渡邊多永子 （筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分
野）
健康寿命算出に用いられる指標間の一致度に関す
る分析

P-2302-4 神田かなえ （香川大学医学部公衆衛生学）
一般地域住民にとって望ましい死とは何か？：
フォーカスグループインタビュー調査から

P-2302-5 赤羽 学 （奈良県立医科大学公衆衛生学講座）
心肺蘇生の実施歴は講習会の受講歴と関連する

P-2302-6 石橋 智昭 （公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団）
「参加」を定量的に評価するためのアウトカム指
標の検討；介護保険施設での試行

P-2302-7 富永 真己 （摂南大学看護学部）
高齢者施設の介護士の業務上災害の要因

P-2302-8 森川 美絵 （津田塾大学総合政策学部）
自治体との協働により構築した地域包括ケアのア
ウトカム評価の枠組みと体系の提案

P-2302-9 森山 葉子 （国立保健医療科学院）
介護者幸福感と要介護者幸福感の強い相関－A市
要支援・要介護認定者実態調査より－

P-2302-10 塚崎 恵子 （金沢大学医薬保健研究域保健学系）
在宅ケアにおける多職種連携機能評価指標の構築

English Session/Poster

10月25日（木）13:30～14:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：Keiko Nakamura（Department of Global Health Entrepre-

neurship, Tokyo Medical and Dental
University）

P-EP01-1 Keiko Nakamura
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
International Collaboration for Health
Workforce Mobilization across Borders（1）

P-EP01-2 TJ MONCATAR
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
International Collaboration for Health
Workforce Mobilization across Borders（2）

P-EP01-3 Kathryn Lizbeth L. Siongco
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Division of Public Health, Gradu-
ate School of Tokyo Medical and Dental
University）
International collaboration for health work-
force mobilization across borders（3）

P-EP01-4 Tri Han Tran Dai
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Division of Public Health, Gradu-
ate School of Tokyo Medical and Dental
University）
International collaboration for health work-
force mobilization across borders（4）

P-EP01-5 Thi Hue Man Vo
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
International collaboration for health work-
force mobilization across borders（5）

P-EP01-6 Mitsuo Uchida
（Department of Public Health, Graduate
School of Medicine, Gunma University）
Effects of influenza vaccination for hospi-
talization: an observational study

P-EP01-7 Muzembo Basilua Andre
（International University of Health and
Welfare）
HBV infection among health care workers
in a referral hospital in Congo DR

P-EP01-8 Ayano Miyashita
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Geographical and Demographic patterns
of notified TB cases in Phnom Penh city.

10月25日（木）14:30～15:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：Konta Tsuneo（Department of Public Health and Hy-

giene Yamagata University Graduate
School of Medical Science）

P-EP02-1 Nao Yamamoto
（Hokkaido University）
Disentangling the importation mecha-
nisms of Zika virus

P-EP02-2 Susumu Hirao
（Department of Programme Support The
Research Institute of Tuberculosis Japan
Anti-Tuberculosis Association）
Effectiveness of screening by IGRA
among students from TB high burden
countries

P-EP02-3 Kanako Yamauchi
（Department of Bioscience and Labora-
tory Medicine, Hirosaki University Gradu-
ate School of Health Science）
Analysis of bacterium 16S rDNA amplicon
sequence in river soil of Fukushima

P-EP02-4 Isaac Maro （Department of Global Health Entrepre-
nuership, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Latent tuberculosis infection among ado-
lescents in urban Tanzania

P-EP02-5 Nobuo Nishi（National Institute of Health and Nutrition,
National Institutes of Biomedical Innova-
tion, Health and Nutrition）
Projections of medical and long-term
care expenditures in the elderly Japanese

P-EP02-6 Masako Watanabe-Ito
（Toho University, School of Nursing）
Experiences of college students through
creating the dietary diaries online



90

P-EP02-7 Takahiro Mikami
（Iwate Tohoku Medical Megabank Organi-
zation）
Urine sodium-to-potassium ratio in vic-
tims of the Great East Japan Earthquake

P-EP02-8 Tsuneo Konta
（Department of Public Health and Hygiene
Yamagata University Graduate School of
Medical Science）
ASSOCIATION BETWEEN SALT INTAKE
AND BLOOD PRESSURE IN COMMU-
NITY-BASED POPULATION

10月25日（木）15:30～16:30
示説（ポスター）会場（多目的展示ホールB・C 1階）
座長：Kyoko Nomura（Department of Public Health, Akita Uni-

versity Graduate School of Medicine）

P-EP03-1 Yusuke Asai（Graduate School of Medicine, Hokkaido
University）
Estimation of the basic reproduction num-
ber using genome information

P-EP03-2 Yuri Tashiro
（Dept. of Global Health Entrepreneurship,
Tokyo Medical and Dental University）
Lifestyle behaviour and relating factors
among Health Promoting School children

P-EP03-3 Youko Tsuchiya
（Advanced Research Center for Human
Sciences, Waseda University）
Difficulties in Life: Four Years after the
Great East Japan Earthquake

P-EP03-4 Satoshi Honjo
（National Hospital Organization Fukuoka
Hospital）
Lack of attention to dermatology for per-
son with visual impairment

P-EP03-5 HOANG THUY LINH NGUYEN
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Associations between bullying and self-
harming among Vietnamese schoolchil-
dren

P-EP03-6 Nozomi WATANABE
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Assessment of physical activity among
Vietnamese children using accelerometer

P-EP03-7 Deogratius Bintabara
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Facility readiness in primary care for non-
communicable diseases in Tanzania

P-EP03-8 Ahmad Shekib Arab
（Department of Global Health Entrepre-
neurship, Tokyo Medical and Dental Uni-
versity）
Food insecurity, knowledge of NCD and its
risk factors among educators in Kabul

P-EP03-9 Kyoko Nomura
（Department of Public Health, Akita Uni-
versity Graduate School of Medicine）
Pre-pregnancy obesity as a risk factor for
exclusive breastfeeding initiation


